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序章　天才医術師の甘美な指先








　わずかな蝋燭の明かりがちらつく、貴婦人の寝室。

　深紅の天蓋の奥、クイーンサイズのベッドの上には一組の男女がおり、男──ルークが静かに口を開く。

「それでは──初夜教育の一日目を始めさせていただきます」

「…………」

　サラサラとしたこげ茶の髪。髪と同じ色の聡明な瞳。

　派手さはないが非常に整った目鼻立ちをしており、背は高く、見た目の穏やかに反した実にしっかりとした体つきだ。本国では『医術師』をしているらしく、シャツの上に黒を主体とした法衣のような衣装を身にまとっている。

　そんな男にゆっくりとベッドに押し倒されながら、もう一方の女性──オリヴィアはぎこちなく唇を噛みしめた。

（大丈夫よ……だって、みんな経験することなんですから……）

　燃えるような赤色の髪に同じく深紅の瞳。誰もが振り返るような美人だが、それ以上に激しい気性を秘めていそうだと、その目の輝きを見るだけで分かる。

　ルークの大きな手が純白のナイトドレスの襟元に伸びてきて、するするっとリボンがほどかれる。前身頃があっという間にはだけ、オリヴィアの白くて華奢な鎖骨と豊満で形の良い乳房が露わになった。

　上から見ていたルークは一瞬息を呑んだものの、すぐに真面目な顔つきになる。

「初夜……というか、男女の交わりの際には、まずはこうして相手の体に触れていくことが多いと思います」

「……っ」

「こうして少しずつ緊張を解きほぐして──」

　そう言うとルークはオリヴィアの肩に手を置いた。まるで陶磁器のようになめらかな彼女の肌を、ことさらゆっくりと撫でる。

（んっ……）

　彼の手からしっとりとした熱が伝わり、それだけでオリヴィアはぞくぞくっとした謎の快感を拾ってしまった。

　上腕、肘の内側、前腕、細い手首──男性特有の長くて硬い指が丹念に肌をすべり、もう一方の腕も同様に優しくなぞられる。気づけばナイトドレスは肩から落ちており、オリヴィアは秘部を隠す下着だけを身に着けた状態になっていた。

　羞恥に顔をそむけるオリヴィアをよそに、ルークは彼女の腰に手を添える。びくっと分かりやすく震えたのに気づき、くすりと笑みを漏らした。

「そんな、痛いことはしないのでリラックスしてください」

「し、してるわよ！　いいからさっさと続けなさい！」

　自分でも思った以上にきつい言葉が出てしまい、オリヴィアは頬に朱を走らせる。

　少しだけ閨の空気がなごみ、ルークがそっと自身の手をずらした。

「では……」

　腰骨から、薄くて平らな腹へと彼の指先が移動し、オリヴィアはくすぐったさから太ももをすり合わせる。ルークはそのまま手を上側にすべらせると、彼女の胸の下側を包み込むようにして持ち上げた。

「痛くありませんか？」

「へ、平気よ……」

　普段着替えを手伝ってくれる侍女たちではなく、はじめて異性から──しかも直に触れられるとあってドキドキしていたが、思っていたより不快感はない。

　ルークはその柔らかさを堪能するように指先を動かしたあと、手を大きく開いて全体をむにゅっ、むにゅっと揉みしだいた。その際、彼の手のひらに乳頭が擦れてしまい、オリヴィアは再びびくっと肩を震わせる。

「失礼。……ですが、きちんと硬くなっていますね」

「う、うるさいわね！」

　堂々と指摘され、オリヴィアは喧嘩する子猫のように応じる。ルークは特段気を悪くした様子もなく、そのまま優しく乳房を愛撫し続けた。

「よく女性は、胸を揉まれると気持ちが良いとされていますが──あれは一概に正しいとは言えません。要は単なる脂肪組織なので、触れ方によっては痛いと思うことすらあるようです」

「そ、そうなのね……」

「はい。もちろん、時間をかけて慣らしていくことで、快楽を得られるようになるそうですが」

　そう言いながら触れるルークの手つきは、じれったくなるほど丁寧で、オリヴィアは痛みを感じるどころかもっと強く、乱暴に揉んでほしいとすら感じてしまう。

　やがて彼の手が動き、指先が先ほどの乳頭へと伸びてきた。

「逆にこの部分は、経験が浅くとも快感を覚える女性が多いそうです。ただし、あまり強く触れると傷が出来てしまうので、出来ればあらかじめ、こうした香油などを準備しておくといいかもしれませんね」

　ルークは法衣から小さな香油の瓶を取り出し、蜂蜜色のとろりとした液体を手のひらに出した。両手に塗り広げると、あらためてオリヴィアの両胸を摑む。

「やっ、ちょっ……！」

　ぷっくりと立ち上がった乳首にルークの人差し指の腹が押し当てられ、くり、くりと硬さを確かめるように何度か左右にこねられる。ようやく慣れたかと思うと今度は円を描くように乳輪をなぞられ、さらには爪先で強く擦られたりと愛撫に切れ間がない。

「もうっ、あっ、やだっ……！」

「痛い時はすぐに言ってくださいね」

「んっ……」

　香油ですべりが良くなっているおかげか、まったく痛みはない──それどころかあまりの気持ちよさに、オリヴィアはたまらず身を捩った。

「ちょっ……待っ……！」

「ああ、苦しかったですかね」

　するとルークは覆いかぶさっていた上体を起こし、オリヴィアを自身の腕の中へと抱き上げた。そのまま体の向きを変えてベッドのヘッドボードに背中を預けると、オリヴィアを背後から抱きしめるような形に体勢を変える。

　脇の下から大きな手を差し込まれ、両方の胸を同時に揉まれているというあられもない状態に、オリヴィアはたまらず抗議した。

「どうして後ろからなのよ！」

「この方が加減しやすいですし、僕の体で押し潰してしまう心配がないかなと」

「──っ!!」

　反論が思いつかず、オリヴィアはぐぬぬと歯噛みする。

　その間にもルークの手技はとまらず、赤く熟れた乳首を指先で何度も撫でられた。屹立した先っぽをくにくにといじられたり、親指と人差し指で挟み込んで、引っ張るように優しくしごき上げられたり。

　さらに一度、ぴんと立ち上がったそこを乳輪の奥に埋め込もうとされたが──。

「やっ、あんっ!?」

　よほど硬くなっているのか、ピンク色の乳首はすぐにぷくっと顔を出してしまった。戻ってきたそこをこすこすと擦りながら、ルークが小さく苦笑する。

「ここの反応は十分すぎるようですね」

「わ、悪かったわね！」

　ルークからの指摘が妙に恥ずかしく、オリヴィアはつい強く言い返してしまう。

　その後も、気が遠くなるほど丁寧で丹念な愛撫が両乳首になされ、いつしかオリヴィアの思考はぼんやりと霞がかったものになっていた。

（胸を触られているだけなのに、どうして……こんな……）

　自身のかいた汗と香油が混じりあい、甘ったるい匂いが天蓋の中に充満している。背中越しに感じるルークの体温は高く、衣服越しにもその熱が伝播してくるかのようだ。

　そのうえ、引き締まった彼の腹筋や立派な太ももなどをはっきりと意識してしまい──オリヴィアの下腹部が、知らずくうんと鳴く。

（まさか初夜教育が……こんなに激しいものだったなんて……）

　やがてルークの片手が胸から離れ、するするっと腹の方へ下りてきた。そのままオリヴィアの鼠径部に差し入れると、唯一残されていた下着に指を添える。

「このように胸への愛撫を終えたあと、今度はこちらをほぐしていきます」

「こ、こちらって……」

「女性生殖器──ワギナ、と呼ばれる場所です」

　ルークの長い中指が、しっとりとした下着の布地を上下になぞる。

　ここにまで汗をかいていたのだろうか、とオリヴィアが恥ずかしがる間もなく、薄い布地はその下にある外陰部へぴったりと張り付いた。

　はっきりとした割れ目をかたどったその部分を、ルークはことさらゆっくりと愛撫する。その途中、彼の指を特に気持ちよく感じる箇所があり、オリヴィアはたまらず太ももを動かした。

「オリヴィア様、大丈夫ですか？」

「へ、平気よ！　これくらい……」

「そうですか。では──」

　ルークはいったん指を止め、オリヴィアのへそ下あたりにまで手を引き戻す。

　思ったより大したことなかったわね、と内心安堵するオリヴィアをよそに、今度は下着の布地の下へと指先を潜り込ませた。

「ちょっ、ちょっと!?」

「す、すみません。ですがほとんどの場合、直接触れることが多いので……」

（ちょ、直接ですって!?　こんな場所を!?）

　騙されているのでは!?　とオリヴィアはたじろぐが、ルークの真面目な性格と医術師であるという点には信頼を置いている。仕方なく動向を見守っていると、彼の指がオリヴィアの秘部へと直に押し当てられた。

　ずっと汗だと思っていたが、どうやらそこから湿り気が生じているらしく──くちゅり、という初めて聞く水音が、オリヴィアの耳に飛び込んでくる。

「濡れていますね。挿入には適している状態です」

「濡れて……」

「ですが初めてなので、今日はもう少し柔らかくしていきましょう」

　ルークの中指が、ぬかるんだ割れ目の入り口をぬりぬりと行き来する。

　布地の上からではかろうじて耐えられたものが、はっきりとした太さと熱を持つ彼の指に代わった途端、名状しがたい快感を伴うものとなった。

（でも指……ちょっと怖いわ……）

　いきなりずぶっと奥に突き入れられるのではないか、という恐怖もあったがそんな気配はなく、ルークは内側から溢れてくる蜜をオリヴィアの肌に馴染ませるかのように、慎重に、かつ丁寧にその部分を愛撫し続ける。

　そのうちオリヴィアの足の間に、じわじわとした新たな感覚が芽生えてきた。

（なにかしら、この……ぞくぞくする感じ……）

　もっと奥に触れてほしい、でもこれ以上は痛いかもしれない──という葛藤に苛まれつつ、オリヴィアは無意識に腰を揺らす。

　するとそれに気づいたルークが、そっと指の本数を増やした。

「気持ちいいですか？　では──」

「っ……あっ……！」

　耳朶が蕩けそうなほど低く甘い囁きのあと、彼の中指と人差し指がぬりゅりゅっと恥丘の上側に移動する。

　その瞬間オリヴィアは、まるで雷に打たれたかのような衝撃に襲われた。

「──っ!?」

　彼が触れたのは、割れ目の奥にあった小さな突起。

　ほんのわずかな刺激であったのにもかかわらず、オリヴィアの全身はびくびくっと歓喜に打ち震える。それを見たルークは、慌てて彼女の下着から手を引き抜いた。

「し、失礼しました！　大丈夫ですか？」

「っ……これくらい、なんでもないわ……」

　続きを、とルークに訴えるが、彼はすっかりうろたえてしまったのか、眉尻を下げて悲しそうな顔をするばかりだ。

　それを見たオリヴィアは、はあっと堪えていた息を吐き出す。

（私には、時間がないのよ……）

　これは王族として必要な花嫁修業。

　国民を守るために、この身と心を捧げることなど造作もないこと。

　たとえその相手が──隣国の悪名高き『極悪非道の冷血王子』であろうとも。

（二国の和平のためにも、私は、早く処女を失わなければ……）

　オリヴィアは唇を噛みしめると、ぎゅっと強く瞳を閉じたのだった。







第一章 最低最悪の政略結婚








　王宮の長い廊下を、白いドレスをまとった女性が大股で歩いていた。

　腰まで伸びた長い髪は暁を思わせる見事な赤色。けぶるような睫毛の下には、同じく赤色で強い意志を秘めた大きな瞳が輝いている。

　この国の王女、オリヴィア・アルヴァーテイン。

　社交界でも有名な美貌の持ち主かつ、どんな衣装でも見事に着こなしてみせるスタイル抜群の美女であったが──。

「……っとに信じられないわ！」

　ようやくたどり着いた医局の出入り口で、オリヴィアは堂々と叫んだ。

「医術師長はどこ!?　今すぐ呼んでちょうだい！」

「オ、オリヴィア様!?　しょ、少々お待ちください!!」

　若い男性が慌ただしく奥の部屋へと駆け込み、壮年の男性である医術師長を伴って戻ってくる。オリヴィアは高いヒールでつかつかと歩み寄ると、持っていた書類の束を師長の胸元に力いっぱい叩きつけた。

「これはいったいどういうこと!?　私が指示した内容と全然違うじゃない!!」

「ええっと……ああ、傷痍兵士たちの療養所ですか。これでしたら先週──」

「私は看護の人手を増やし、掃除や洗濯といった衛生管理の徹底を伝えたはずよ。それなのにさっき現地を見に行ったら、全然改善されていなかった」

「代わりに薬師と祈祷師を多く入れております。あと一週間もすれば、効果は表れるのではないかと──」

「兵士たちがあれだけ傷を負った惨状で、どうしてそう悠長なことが言えるのよ!!」

　あまたの宮廷楽士たちから、すわ薔薇の化身かと褒めそやされる花貌を真っ赤にしたまま、オリヴィアは本気で師長を叱り飛ばす。

　だが当の師長はどこ吹く風というかのように、平然と言い返した。

「では逆に問いますが、衛生管理だけで兵士たちの体調が改善するとでも？」

「ラ、ラーヴァーグルトの医術書にはとても重要なことだと……。それに薬草では治療できない患者を救命した例が、本にはいくつも載っていたわ！　きっとその方法を使えば──」

「ほう、ではその方法とやらを我々にもご教示いただきたいものですな」

「そ、それは……」

「ろくに読めもしない状態で知った口を……。だいたい、他国の医術書を真に受ける王族がどこにおりますか。あんなものは自国の威光を知らしめるため、起きてもいない奇跡を書いているに違いありません」

「でも重傷を負ったはずの敵兵で、回復した姿を見た者がいると……」

「でしたらその者は悪魔とでも契約したのでしょう。我がアルヴァーテインは自然とともに生き、祈りをもって神に仕えてきた崇高な国家。人は人ごとに与えられた命数があり、それに逆らうことは断じて許されないのです」

「そんな……」

「ご理解いただけましたか？　我々は忙しいのです。オリヴィア様も一国の姫君でしたら医術師の真似事をするのではなく、帝国に対抗出来るほど強国の縁談相手でも探してきてはいかがでしょう」

　そう言うと師長は「はっ」と鼻で笑い、再び奥の部屋へと戻っていった。

　オリヴィアが悔しさに口元を歪めていると、背後からひそひそとした話し声が聞こえてくる。

「また来たよ、しつこいなあ」

「我が国の薬草学と祈祷は大陸一だというのに。どうしてそれを信じられないのか」

「帝国や隣国の医術書を斜め読みしては、医術師長相手に無茶ぶり……内容どころか、言語を理解出来ているのかも怪しいがねえ」

「さっすが『何も知らないわがまま姫』だよ。王太子様にはもう二人の男児もおられることだし、とっとと嫁に行くくらいしか──」

「……っ！」

　振り返ったオリヴィアは、陰口を叩いていた医術師たちをキッと睨みつける。

　だがそれ以上追及することはなく、来た時同様足早に医局を出て行った。自室へ続く廊下を歩きながら、心の中だけで怒りを爆発させる。

（だからどうして！　この国の医術はこんなに遅れているのよ!!）

　自室の扉を勢いよく開けると、中にいた侍女たちがびくっと一斉に飛び上がった。

　オリヴィアはそのまままっすぐ机に向かうと、引き出しから分厚い医術書を取り出す。書かれている文字はこの国の共用語ではなく、隣国・ラーヴァーグルトで使われているものだ。

「オリヴィア様？　良ければバルコニーでお茶などいかがでしょう……」

「結構よ。飲み物だけそこに置いておいてちょうだい」

　おそるおそる話しかけてきた侍女にさらりと返し、オリヴィアはしおりを挟んでいたページを広げる。

　指先で文字列をなぞりながら、ぐぐっと眉間に皺を寄せた。

（……やっぱり書いてある。衛生管理は病の元となる菌を退け、合わさり？　併合？　した病が生まれるのを、防ぐ役割があると──）

　難解な単語を翻訳しつつ、一行一行時間をかけて読んでいく。

　ここアルヴァーテインと隣国・ラーヴァーグルトは話す言葉こそ同じだが、書物などに使われる書き文字には大きな違いがある。

　辞書などで調べられれば楽なのだが、隣国との休戦協定が結ばれたのはわずか半年前のこと。二国間の関係が不安定な現時点では、辞書など簡単に手に入るわけがない。

　それでもオリヴィアはなんとかして最新の医術知識を吸収したいと思い、秘密裏に手に入れた隣国の医術書を毎日必死になって解読していた。

（絶対、医術師たちを納得させる根拠を見つけ出すのよ。早くしないと、無駄に命を落とす国民が増えるばかりだわ……）

　先ほど師長が口にした通り、この国では薬草と祈祷による治療が一般的だ。

　症状に合わせた薬草を調合、投与して回復を待つ。原因がはっきりしない病については祈祷師による祈祷が有効とされ、患者の重症度に応じて場所、供物、時間や日取りなどを決めた厳粛な儀式が取り行われた。

　もちろん、それらによって改善する患者はたくさんいる。

　だが矢や剣で負った傷が煎じた薬草で塞がるはずもなく、一人が発症すると村一帯に同じような病が蔓延する疫禍などは、祈祷でも防ぐことはできなかった。

（でも帝国や隣国では、戦争で傷ついた兵士たちが日常生活を送れるまでに回復している例が数多くある。それに西の森で起きた流行り病を押しとどめたという噂も……。きっと私たちが知らない、新しい『医術』があるはずなのよ……！）

　もちろん、隣国との戦争が休戦となってすぐ、オリヴィアは医術師たちに新しい医術を学ぶよう強く要請した。

　だが師長をはじめとした医術師たちから、「我々の医術を否定するのか」と猛反対され、その結果、この国にはいまだに古い医術がはびこっている。

（いちばん良いのは、隣国か帝国から医術師を招いて教えを乞うことだけど……。帝国がこんな小国に便宜を図るわけはないし、ついこないだまで戦争していた隣国が、誰か人を寄こしてくれるなんてありえないわ……）

　はあ、と大きなため息を吐き出しつつ、オリヴィアは侍女が置いていった紅茶を口に運ぶ。

　すると背後から、コンコンというノックの音がした。

「オリヴィア様、今よろしいですか？」

「何？」

　現れたのは、この国の宰相であるジルベールだった。

　歳はオリヴィアの父親と同じくらい。灰色の髪をきっちりと撫でつけており、金灰色の瞳からは威圧されそうな鋭さが漂っている。

「先ほど医局から連絡がありまして……また無理難題をおっしゃったとか」

「だってあの療養所、本当にひどい状態だったのよ。みな、国のために戦ってくれた兵士たちだというのに……」

「医術師たちからは適切な治療を行っているという報告がありました。それの何がご不満なのです」

「だから、薬草だけではダメなのよ！　もっと帝国や隣国のように進んだ医術を学んで、国民の命を救わないと──」

　必死に反論するオリヴィアだったが、ジルベールは「はあ」と肩を落とすと、あらためて冷たい眼差しを彼女に向けた。

「そういったことは我々の仕事です。オリヴィア様が気にされることではありません」

「でも──」

「そこまで国に貢献なさりたいのでしたら、あなた様にしか出来ない仕事をまっとうされるのはどうですかな」

「……？」

　疑問符を浮かべるオリヴィアを前に、ジルベールは「こほん」と小さく咳払いをした。

「オリヴィア様に結婚のお話が出ております」

「結婚？」

「はい。お相手は隣国・ラーヴァーグルトの第二王子、ルートヴィク様です」

　その名前を耳にした途端、オリヴィアは眉間に皺を寄せた。

「ラーヴァーグルトの王子？　正気なの？」

「もちろん、かの国が長い間敵対関係にあったことは存じております。休戦協定からまだたった半年であることも」

「それならどうして──」

「これは政略結婚なのです。帝国からの攻撃に備え、二国で対抗するための」

「…………」

　ジルベールの言葉に、オリヴィアは思わず唇を噛みしめる。

　オリヴィアの住む小国アルヴァーテイン、そして隣接する王国ラーヴァーグルトは過去の軋轢もあり、長い間戦争状態に陥っていた。

　だが数年ほど前、東側にある帝国が西側への侵攻を計画しているという一報が入り、憂慮した両国は戦争を一時停止。休戦協定を結ぶことで、帝国の動きを警戒することを選んだのだ。

「帝国が攻め入ってくれば、我が国の軍備ではひとたまりもありません。そのため隣国とより強固な協力体制を築くことで、帝国の侵略を食い止めることが出来ればと」

「……要は、今まで仲の悪かった国同士が手を取り合うため、結婚という分かりやすい形で国民たちの理解を得よう、というわけね」

「話が早くて助かります」

　飄々とした返事に苛立ちつつも、オリヴィアはしばし黙考する。

（たしかに、突然同盟だの条約だのを提案するよりは、結婚という保険があったほうが双方とも安心材料にはなる……）

　オリヴィアとて一国の王女。

　自身の結婚はこのアルヴァーテインの利益となることが最優先であるし、その覚悟も小さい時からすでにしている。

　しかし──。

（よりにもよって……悪名高い『冷血王子』なんて……）

　ラーヴァーグルトの第二王子、ルートヴィク・ラーヴァーグルト。

　直近まで敵国であったため、当然面識はない。

　だが、傷ついた兵士たちの体を夜な夜な刃物で切り刻んだり、腕やら胸に管を差し、生きたまま人間の血液を抜いたりといった残虐行為を楽しんでいる──まさに『極悪非道の冷血王子』という恐ろしい噂をもつ人物だ。

（人を人とも思わぬ所業……とても好きになれる気がしないわ）

　しかしここで拒否すれば、二国の和平は揺らぎかねない。

　苦虫を噛み潰したような顔つきのまま、オリヴィアは渋々承諾した。

「……分かったわ。その話、進めてちょうだい」

「ご英断、感謝いたします。それでは婚姻にあたり、いくつか準備したいことがございまして──」

「準備？」

「はい。いわゆる花嫁教育──いえ、初夜教育というのでしょうか」

　突然の単語に、オリヴィアは思わず「はあ？」と不快感を露わにする。

「王女として必要な指導は受けているわ。それとも私の教養では足りないと？」

「いえ、そうではありません。実はラーヴァーグルトには、少々変わったしきたりというか、言い伝えがございまして……」

「しきたり？」

「それがその……何と言いますか……」

　いきなり歯切れが悪くなったジルベールに、オリヴィアは焦燥をつのらせる。

「いったい何？　はっきり言いなさい」

「僭越ながら……『処女には悪魔が宿る』というものでして」

「はあ!?」

「我が国では昔から『花嫁は清らかな体であるもの』という考えが一般的です。しかしラーヴァーグルトでは新郎より先に、別の人間が花嫁の破瓜を終えておくことで、悪しき魂を追い払っておくという野蛮なしきたりがあるそうで……」

（な、なんてこと……）

　医術書や辞書すら簡単には手に入らない隣国だ。

　当然、オリヴィアが知らない古くからの風習も数多くあるだろう。

　だが──。

（まさか、結婚前に他の男性に抱かれろだなんて……）

　およそ理解が及ばず、オリヴィアは蒼白になって首を振る。

　そんな彼女を前に、ジルベールは再度念を押すように口を開いた。

「もちろん、誰でもいいというわけには参りませんから、隣国の作法に詳しい者を秘密裏にお呼びして──と考えております」

「……分かったわ」

「それでは、教育係が決まりましたらまたご連絡いたします」

　そう言うとジルベールは恭しく礼をし、オリヴィアの部屋をあとにした。

　話を聞いていた侍女たちが複雑な表情を浮かべているのを見て、オリヴィア自身もまた言いようのない不安に襲われる。

（知らない男との初夜、そのうえ結婚相手は『冷血王子』だなんて……）

　しかし自分の結婚が、この国を守るための大切な一歩となるかもしれない──。

　それを考えるとオリヴィアは、もう何も言えなくなるのだった。
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　初秋、穏やかに晴れ渡った青空。

　長い回廊を歩きながら、一人の青年が「ふわあ」とあくびをした。

「いー天気だなあ……」

　癖のないこげ茶の髪と同色の瞳。いつも微笑んでいるように見える穏やかな顔立ち。

　背はすれ違う男性たちよりもやや高く、黒を主体とした医術師の制服にはラーヴァーグルトの国章が銀糸で縫い取られていた。

「さて、今日も頑張りますかと」

　勤め先である王立医術院に到着し、門衛にぺこぺこと挨拶しながら中に入る。

　医局に入ると、先に来ていた同僚にすぐさま声をかけられた。

「よお、ルーク！　聞いたぞ、結婚するんだって？」

「うん、そうらしいね」

「そうらしいねって……どうしてそんな他人事なんだよ」

「だって自分で決めたわけでもないし、いきなり兄さんが来て『頼んだぞ！』で終わりだから、いまいち実感もないっていうか……」

「兄ってお前、王太子殿下だろ？　こうやって話してるとつい忘れちまうけど、やっぱお前、本当に王子様なんだなー」

「これからは敬意を込めて、ルートヴィク第二王子殿下とお呼びした方がいいか？」

　別の同僚まで口を挟んできて、青年──ルートヴィクは「はあ」と肩を落とした。

　自分の席へ移動すると、今日の仕事の書類を引っ張り出す。

「ルークのままで結構です。だいたい、第二王子なんて肩書きになんの価値もありませんよ。事実、こうしてせっせと働いているわけですし」

「それでも、今回の結婚には十分意味があると思われたんだろ。しかしまあ、王族ってやつは大変だな。自分の伴侶すら自由に選べないとは」

「しかもあれだろ？　相手はアルヴァーテインの『わがまま姫』！」

　その呼び名を聞いた途端、ルートヴィクは眉間の皺を深くした。

「本当によくご存じで……」

「知らねえ奴はいねえだろうよ。真っ赤な髪に赤い瞳の目が覚めるような美人。だがとにかく気が強くて性格が悪くて、王族の権力振りかざしてはたびたび周囲に当たり散らしてるって噂の」

「そうそう。ほんと、お前とは正反対だよな」

「勘弁してください……」

　ニヤニヤとこちらを見てくる同僚たちを恨みがましく見つめたあと、ルートヴィクは先日の兄──王太子からの話を思い出す。

（帝国の動きが怪しい今、こちらも守りを固めておくことは肝要だ。せっかく休戦協定を取りつけられたのだから、このまま同盟まで進めておくに越したことはない。その前段階として両国の王族が繋がりを持つ──まあ、流れとしては理解出来るけど……）

　兄から相手を知らされた時は、我が耳を疑った。

　オリヴィア・アルヴァーテイン。

　深紅の薔薇にたとえられる美貌を持ちつつも、その苛烈な性格から臣下たちから厭われているという隣国の悪名高き姫君。自らの無知を隠そうともせず、横暴な命令を繰り返す──付いたあだ名が『何も知らないわがまま姫』。

　ルートヴィク自身、その尊顔を拝したことはないが──。

（上手くやっていける自信、ないなあ……）

　だがこれは政略結婚。

　重視されるのはルートヴィクの気持ちではなく、ラーヴァーグルトの国益だ。

（まあ仕方ないか、これが第二王子としての仕事だろうし……）

　ルートヴィクが再び深いため息をついたところで、医術師長が部屋にやってきた。普段から威厳のある人ではあるが、今日はまた一段と険しい顔をしている。

「あー、全員揃っているな。ちょっと話したいことがある」

「師長？　何かあったんですか」

「実は昨日、隣国・アルヴァーテインから使者が来てな。なんでも……医術師を一人、派遣してもらいたいと」

　先ほど話題に上っていたこともあり、ざわっとした動揺が広がった。

「派遣って……いったい何をさせられるんですか？」

「それが『詳細は明かせない。ただ人体と、ラーヴァーグルトの作法に詳しい者を寄こしてほしい』という依頼でな。身分は確かな相手だから、犯罪に関与する恐れなどはないと思うが……」

「えええ……」

「ついこないだまで戦っていた相手に、よくそんな依頼を持ってこれましたね」

　その言葉は、職場の医術師たちの総意にも等しかったのだろう。

　ルートヴィクの周囲では、声にはしないまでもこくこくと頷く医術師たちの姿が多く見られた。

　師長もまた理解はしているようだが、仕方ないとばかりに打診する。

「そんなわけで、誰か行ってくれる奴はいないか？」

「…………」

　当然、誰一人として手を上げない。

　無理もない。なにせ相手は長らく敵対関係にあった国だ。

　身の安全も保障されていないし、そのうえ何をさせられるかも分からない。

「誰でもいい。頼むから──」

「あの、僕が行きましょうか」

　いよいよ焦りを滲ませる師長を見かねて、ルートヴィクがひょいと手を上げた。

　その瞬間、師長をはじめとした職場全員の目がいっせいにこちらを向き、思わずびくっと身を強張らせる。

「さ、さすがに王子殿下に向かわせることは……」

「身分を完璧に隠して、単なる医術師として行けば問題ないでしょう？　向こうの書き文字も一通り分かりますし。一応は休戦中なわけですから、元敵国の人間だからといっていきなりひどい目に遭わせたりはしないかなと。そもそも第二王子の肩書きなんて、価値があってないようなものですし」

「で、ですが……」

「もしかしたら表立って言えないだけで、とてつもない重傷か、治りにくい病気を抱えた患者がいるのかもしれません。もしも万策尽きて、最後の希望として我が国の医術を頼ったのであれば──僕は、助けに行くべきだと思います」

　旧敵国のど真ん中に、単身飛び込むことに恐怖がないわけではない。

　だが──。

（もしも重篤な患者がいるなら……医術師として、それを救いたい）

　思いもよらぬ立候補に、師長はしばし悩んでいるようだった。額に手を押しつけたまま、苦慮の末に言葉を絞り出す。

「……分かりました。ただし、一度王宮に連絡させてください」

「はい。お願いします」

　師長が立ち去ったあと、ついさっきまで結婚話で盛り上がっていた同僚たちがルートヴィクをぐるりと取り囲んだ。

「本気か!?　逆にお前だけは、行かなくて良かっただろうに」

「理由が言えないだけで、苦しんでいる患者がいるかもしれないだろう？　それに奥さんになる人の母国を直に見ておくのもいい経験かなって」

「どんだけ人がいいんだよ……」

「ただまあ、結婚前から未亡人にさせるわけにはいかないし……。危ないと思ったらすぐに帰ってくるよ」

　患者のカルテを見ながら平然と答える彼に、同僚たちはあっけにとられている。

　手早く書類をまとめると、ルートヴィクは立ち上がった。

「それじゃ、今日の診察行ってきます。手術は午後からでしたよね」

「ああ。一人は肺、もう一人は足だ」

「じゃあ高純度エーテルの準備を。あと開口器、舌鉗子も二セットお願いします」

　すらすらと言い残し、自分の診察室へと向かう。

　そんな彼の背中を見つめながら、同僚たちは思わず舌を巻いた。

「あんなあっさりと……おれなら二件というだけでどうにかなりそうだがな」

「あいつの手術はとにかく早いからな。エーテルでの麻酔も的確だし、術後の合併症もほとんど出ない。本当に神の腕の持ち主だよ」

「こないだも、一晩かけて難しい膵切除術をやってのけたんだろう？　輸血も同時進行しないといけない、大変な手術だったと聞いたが……」

「医術師試験も前代未聞の満点合格。国内の医術書はあらかた読破して、今は古代語の医術書を読んでいるって話だ。人体で知らないことはない、まさに歩く医術書。そのうえ王子様ときてる」

「大したもんだ……あの『稀代の天才医術師』様はよ」

　誰ともなく、はああっと感嘆の息を漏らす。

　そんな称賛に気づくこともなく、ルートヴィクはのんびりと歩き続けていた。







第二章 邂逅と葛藤と困惑








　ルートヴィクとの結婚話が出てから約一カ月後。

　オリヴィアの部屋に、宰相であるジルベールが訪れた。

「大変お待たせいたしました。今日から、件の初夜教育を始めさせていただきます」

「……教育係は見つかったの？」

「ラーヴァーグルトの王立医術院に伝手がある者がおりまして、優秀な医術師を一名、派遣していただきました。歳はオリヴィア様に近く、二十二歳だとか」

「そう。随分度胸がある男なのね」

　まさか、旧敵国の姫君の初夜係を受け入れる男がいただなんて──とオリヴィアは内心少しだけ驚く。

　しかし医術師であれば、人体の取り扱いにも詳しいだろう。

「昨日こちらに到着しましたので、さっそく今夜にでも部屋にお連れいたします。オリヴィア様もどうかお心の準備を」

「分かってるわ。早く済ませないと、話が進まないんでしょう？」

「さ、さようで……」

　恐縮するジルベールを睨みつつ、オリヴィアはぎりっと下唇を噛んだ。

（どこの誰だろうがどうでもいいわ。とにかく今夜、さっさと済ませるのよ……）

　まさか自らの純潔が、こんな形で失われることになるとは──。

　ついに迫った運命の夜を前に、オリヴィアは一人顔を翳らせるのだった。
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　その夜。

　オリヴィアは自室ではなく、用意されていた専用の寝室に通された。

　湯あみを済ませた状態で、赤い髪は下ろしたまま。体を締め付けるコルセットはあらかじめ外してあり、胸元のリボンを解くと前身頃が開く、脱ぎ着の簡単な白いナイトドレスをまとっている。

（本当に今夜、するのね……）

　子を成すために、夫婦が閨で何をするのか。

　経験のないオリヴィアでもある程度は知っている。男性に身を任せ、言われるままにすればいいと家庭教師からは教わったが──。

（……ただ、初めては痛いと……）

　知らず乾いていた喉を潤すべく、オリヴィアはこくりと息を呑む。

　部屋の中央に堂々と置かれた、天蓋から深紅のカーテンが下がる寝台に腰かけて待っていると、やがてコンコンというノックの音が響いた。

「オリヴィア様、失礼いたします」

「どうぞ」

　応答からすぐ、ジルベールと一人の男が部屋へと入ってくる。

　平凡なこげ茶の髪と目。背はジルベールより高く、容姿もそれなりに整っていたが、これから行われる大役に緊張しているのだろう、きょろきょろとせわしなく室内を見回していた。

　身に着けているのは、隣国の医術師の制服とされる黒い法衣──ラーヴァーグルトの国章の刺繍が入っていることから、その身分に間違いはなさそうだ。

「こちら、ルーク殿です。ラーヴァーグルトで医術師をされていると」

「はじめまして。えーっと、オリヴィア……様？」

「……ええ」

　ルークと紹介された男は、どこか驚いたような顔つきでオリヴィアを見つめていた。

　一方オリヴィアは愛想よく応じる気にすらなれず、淡々と返事をする。

　そんな二人の初対面を確認し、ジルベールが静かに頭を下げた。

「それではルーク殿、オリヴィア様への『初夜教育』をお願いいたします」

「……えーっと、今、なんと」

「『初夜教育』──こちらにおられるオリヴィア様は、近くラーヴァーグルトへの輿入れを予定しております。つきましては御国のしきたりにのっとり、新郎に代わっての破瓜をお願い出来ればと」

　どこか厳かな物言いのジルベールに対し、ルークはぶんぶんと首を振る。

「ちょっ、ちょっと待ってください!?　僕はてっきり、重病の患者がいるのかと──」

「秘密裏に事を進めなければならなかったため、はっきりと申し上げられなかったことには謝罪いたします。ですがなにぶん、事が事ですので……」

「で、でも、初夜教育なんて」

「我々にはもう、あなた様しかおられないのです。そしてこの話を聞いてしまった以上、役目を放棄することも許されません。さあ、頼みましたぞ」

「そんな勝手な!?」

　狼狽するルークを残し、ジルベールはすぐさま寝室からいなくなった。

　慌てて追いかけたものの、外から鍵をかけられてしまったのか、ルークが何度ドアノブを回してもガチャガチャと耳障りな音を立てるだけだ。

「あの！　ちょっと！　ここ開けてください!!　ねえー!!」

「わーわーうるさい男ね。何怯えているのよ」

「こんな仕事だなんて知らなかったんです!!　ただ寝室で人が待っているからって言われて、てっきり動けないほどの病人なのかもって来たら……こんな……」

（ジルベールのやつ、ちゃんと説明してなかったのかしら……）

　先に子細を説明して、逃げられたら厄介とでも考えたのだろう。あの老獪な宰相がやりそうなことだ。

　今にも泣き出しそうなルークを前に、オリヴィアが「はあ」と額を押さえる。

「騙すような形になったのは悪かったわ。でも私にも譲れない事情があるの。嫌だとは思うけど、一度で済むことなんだから我慢してやってくれないかしら」

「が、我慢って……意味分かってるんですか!?　初夜教育って、つまり……」

「私の体に、男性の性器を入れることでしょう？」

「っ……！」

　身も蓋もないオリヴィアの言い方に、ルークは青ざめていた顔から一転、みるみるうちに真っ赤になった。

　この人、本当に私より年上なのかしら──と若干呆れつつ、オリヴィアはベッドからゆっくりと立ち上がる。怯えたように扉にへばりつくルークの前まで歩み寄ると、彼の顎を摑み、くいっと顔を向けさせた。

「いいから早くなさい！　報酬が必要なら、あとで好きな物を言えば良いわ」

「そ、そんなもの、いらないです！」

「じゃあ何？　敵国の女は抱きたくないと？　それとも私に魅力がないのかしら」

「ち、違います！　どうして分かってくれないんですかー！」

「ああもう、じれったいわね！」

　苛立ったオリヴィアはルークの襟もとを摑むと、体格差を物ともせずベッドの方へずんずんと引っ張っていく。ルークをベッドの上に力任せに張り倒すと、そのまま彼の体の上にぎしりと跨った。

「オ、オリヴィア様!?　やめましょう、こんなこと！」

「いいえ。なんとしてでもしてもらうわ」

「そ、そもそも！　さっきの人が言ってたしきたりは、すっごく古いやつで！　ラーヴァーグルトでも守っている人なんていないですし！」

「……そうなの？」

「はいっ!!　だから多分、というか絶対、必要ないと思います!!」

　決死の表情をしたルークを見下ろしながら、オリヴィアはわずかに逡巡する。

　だが彼の顔の横に片手をつくと、なおも静かに見下ろした。

「……絶対に必要ないなんて、言い切れないじゃない」

「えっ？」

「一般市民ならまだしも相手は王族よ。伝統を大切にするのは当然だわ。もし私が処女であることで難色を示され、この話が破談になれば……それだけで二国の和平は遠のくことになる」

「わ、和平って……」

「……私だって、本当はこんなことしたくないわよ!!　でも私は、この国の王女として……この役目をまっとうしなければならないの」

　そう口にした途端、オリヴィアは自分の声が震えていることに気づいた。

　ルークもまたびっくりしたように目を見張り、言いよどみながらも口を開く。

「ちなみにあの……お、お相手の方って……」

「あなたの国の第二王子、ルートヴィク・ラーヴァーグルトよ」

「ああ……やっぱり……」

　諦めとも絶望ともとれぬ顔で、ルークがたまらず目を瞑る。

　その反応を見たオリヴィアは、なぜか一気に不満を吹き出させてしまった。

「私だって、相手を選べるなら選びたかったわよ！　いったい誰が好きこのんで、兵士たちの体を切り刻んだり、全身の血を抜いたりして喜ぶような最低男と一緒になりたいと思うの！」

「あー、えーと、それは多分」

「取り繕おうとしても無駄よ。アルヴァーテインの人間はみんな噂しているわ。人を人とも思わない『極悪非道の冷血王子』だってね！」

「そ、そんなことになっていたなんて……」

　自国の王族の醜聞がよほどショックだったのだろう。ルークはなかば呆然とした状態で、天蓋を見上げていた。

　それを見たオリヴィアは、彼の法衣に手をかける。

「……でももう、そんなことはどうだっていいの」

「あ、あの、オリヴィア様？」

　上衣を無理やりに引き剥がし、留められた胸のボタンを乱暴に開けていく。

　露わになったルークの胸板は、服の上からは想像できないほどしっかりしており、男性の体だということをオリヴィアはあらためて意識してしまった。

　だが手を止めるでもなく、今度は自身のナイトドレスに手を伸ばす。

「オリヴィア様!?」

「一度だけ……今夜だけでいいから」

　胸元のリボンに指をかけ、しゅるりとほどく。

　薄手のナイトドレスはすぐに肩から零れ落ち、オリヴィアは艶々と輝く真っ白な裸体を惜しげもなく彼に晒した。

「私を抱きなさい。──ルーク」

　彼の頬に片手を添え、まっすぐ見下ろしながら命令する。

　ルークはその光景をただぽかんと傍観していたが──やがて、顔から湯気を噴き出す勢いで赤面した。

「だっ……ダメです！　僕には出来ません！」

「……どうして」

「どうしても、です！　あああもう……」

　すると今まで組み敷かれていたルークが、突然がばりと体を起こした。

　そのままオリヴィアの前に座り込むと、自身の上衣を手に取り、すぐさまオリヴィアの肩にかける。

　冷え切ったオリヴィアの素肌を、彼の体温がじんわりと覆った。

「とりあえずこれ着てください。落ち着いたら、服も」

「これからまぐわうのに、必要ないと思うけど」

「まぐわいません！　……どうしてそんなに必死なんですか」

「必死？」

「でしょう。破瓜のしきたりなんて、元老院のふるーい爺様か地方の長老たちしか信じていない迷信ですよ。医術的にも何の根拠もない。それなのに、どうして自分を犠牲にしてまで押し通そうとするんですか」

　ルークのもっともな問いに、オリヴィアはつい口をつぐんでしまった。

　だが少しして、ぽつり、とつぶやく。

「絶対に、失敗できないからよ」

「……？」

「あなた、私がなんて呼ばれてるか知ってる？　馬鹿で無知で、王族の権力ばかりをこれでもかとばかりに振りかざす『何も知らないわがまま姫』よ。……残念ながら、その通りなんだけどね」

「それは……」

「ただ生きているだけで国庫を食いつぶす、王族のお荷物。……でもそんな私にもたった一つ、出来ることがある。それがこの結婚なの」

　いつの間にか、オリヴィアの目からは涙が零れていた。

　張りつめていた緊張の糸が切れてしまったのか、はたまた、肩にかかる彼の上着がとても暖かかったせいだろうか──。

「いまはまだ、休戦直後で不安定だけど……私がラーヴァーグルトの王族と繋がりを持てれば、二国の和平は一気に現実的なものとなる。そうすれば、帝国からの攻撃を退けることだって出来るかもしれない」

「…………」

「だから私は……この結婚を、絶対に成立させなければならないの。それに必要なら、処女だろうが純潔だろうが、なんだってくれてやるわ。それで私の民たちが助かるのなら、なんだって……」

　落ちた涙が、ベッドでぐしゃぐしゃになっていたナイトドレスの上に転がった。

　小さなダイヤモンドのようなそれを見つめていると、新しい涙が次から次へと溢れてくる。自分でも信じられない醜態に、オリヴィアはぐすりと洟をすすった。

（私、何を言っているのかしら……。こんな、今日初めて会った男に……）

　本当に誰だって良かった。

　痛かろうが、不快だろうが、国のために必要なら我慢出来た。

　それなのに──。

（この男が、あんまり頑なに、拒否するから……）

　自分が捨てようとしているものは、実はとても大切なもので。

　そう思い始めた途端、それを失うのが怖くなった。

　でも、わが身可愛さに躊躇して、それで将来──国民たちに危険が及ぶようなことがあれば、きっと自分は一生後悔してしまう。

「……あなたの言う通り、こんな行為に意味なんてないのかもしれない。でも私は、少しでも失敗する可能性があるなら、それを潰しておきたいの。だってこれが私に出来る、王族としての最後の仕事なんだから──」

「オリヴィア様……」

　突然の吐露に、ルークは複雑な表情を浮かべていた。

　だがすぐに唇を噛みしめると、自身の上衣ごとオリヴィアを抱きしめる。はっきりとした熱が、オリヴィアの華奢な全身を優しく包み込んだ。

「あなたの……民を思う気持ちは、よく分かりました」

「…………」

「でもやっぱり……こんなこと、間違っています。王族としての使命を果たそう、国を守ろうとする気持ちはとても素晴らしいと思います。でもそのためにこんな……あなた自身の心と体を蔑ろにしていいわけがない」

「ルーク……」

「第二王子との結婚は、絶対に大丈夫です。僕が保証します。処女を捨てる必要なんてこれっぽっちもないし、なんなら結婚してからだって、あなたが望まないのであれば、そういうことをしなくていいんです」

　ルークの腕に力が込められ、こくりと息を呑むのが間近で分かった。

　その真剣さが嬉しくなり、オリヴィアは涙で濡れていた目を少しだけ細める。

「そんなの……無理よ」

「無理じゃありません。だって──」

「でも──そう言ってくれる気持ちは、嬉しいわ」

　オリヴィアは体を離すと、立てた人差し指をそっとルークの口元に伸ばした。

　ぱちぱちと瞬く彼を前に、ようやく顔をほころばせる。

「あなた、優しいのね」

「オリヴィア様……」

「乱暴なことをして、ごめんなさい」

　オリヴィアは足元に丸まっていたナイトドレスを摑むと、自身の体の前を覆い隠した。肩にかかっていた上衣をルークに返すと、ドレスを胸元に掲げたままベッドから立ち上がる。

　しなやかな背中と小さな尻をルークに晒したまま、赤い髪を優雅にかきあげた。

「ジルベールを呼ぶわ。報酬を受け取ったら、ラーヴァーグルトに帰りなさい」

「……えっ？」

「まだ公にはなっていないから、ここで話したことはすべて内密に。それから──」

　淡々と進められていく会話をルークが慌てて遮った。

「ま、待ってください！　その、分かってもらえたってことでいいんですよね？」

「何が？」

「だからその、初夜教育とか、必要ないって……」

「…………」

　不安そうなルークを前に、オリヴィアが「ふふっ」と小さく笑った。

「王族としての責務にはね、個人の感情なんて関係ないのよ」

「オリヴィア様……」

「時間はかかってしまうかもしれないけど、別の教育係を探してもらうわ。だってあなた、これ以上何を言っても私を抱いてはくれないでしょう？」

「それは……」

「ありがとう。優しくて優秀な『医術師』さん？」

「──っ！」

　そう言うとオリヴィアは、まるで少女のように可愛らしく微笑む。

　その瞬間──ルークから強く手首を摑まれた。

「なっ、何よ！」

「い、嫌です……」

「はあ？」

「すみません、自分でも何を言っているか分からないんですけど、でも……僕以外の教育係が来るのは、すごく、嫌なんです……」

　あらためてルークを見る。

　本人も相当混乱しているのか、またも泣きそうな表情を浮かべていた。だが決してオリヴィアの手を離すことはなく。そのまま必死に言葉を紡ぐ。

「僕、やります……」

「え？」

「本当は絶対にしたくないけど、でも、あなたが他の男に純潔を奪われるくらいなら……僕に、させてほしいです」

（ルーク……）

　摑まれている場所が熱を持っているかのようで、オリヴィアはつい息を呑む。

　だが同時に胸の奥が温かくなり、つい口元をほころばぜた。

「いいの？　さっきまであれだけ拒否していたくせに」

「だって……僕が何を言っても、どうせ聞いてくれないんでしょう？」

「そうね。だって私は『わがまま姫』だから」

　勝ち誇ったように笑うオリヴィアを見て、ルークは「はあ」と肩を落とした。

「……分かりました。ただし一晩で、というのはお断りします」

「あら、どうして？」

「初夜教育というのは本来、閨ごとでの作法をじっくり時間をかけて学んでいくものです。単に破瓜をするだけと思われては、我がラーヴァーグルトの名誉に傷がつきます。ですのでしばらくは、その準備の時間をいただければと」

「ふうん。入れれば終わりと思ったけど、色々とややこしいのね」

「言い方!!」

　真っ赤になって注意するルークが面白く、オリヴィアはまたも笑ってしまう。

　胸元にナイトドレスを掲げたまま、そっと彼の前に向き直った。

「あらためてお願いするわ。……ルーク、これからよろしくね」

「……はい」

　手首を摑んでいた手が離れ、二人はようやくきちんと握手する。

　すでに疲れ果てた顔をしているルークを見て、オリヴィアはこれまでにない胸の高鳴りを感じたのだった。





　　◆






　オリヴィアと別れ、深夜。

　自室に戻ってきたルートヴィクはベッドに腰かけ、一人頭を抱えていた。

（どうして……どうしてこんなことに……！）

　王宮からなんとか許可がおり、アルヴァーテインに着いたのが昨日のこと。

　案内する使者に従ったところ、なんと王城に連れて来られてしまった。

（あの時点で、帰れば良かったのかなあ……）

　もしや王族がらみの仕事か、と嫌な予感がしたものの言い出すタイミングがなく、あれよあれよと連行されたのが敷地内にあったこのお邸。

　どうやら国王陛下や王太子殿下の住居とは別のようだが、歩き回っている執事や使用人の数が多く、やんごとない身分の主が住んでいるのだとすぐに察した。

　用意されていた貴賓室も白を基調としたとても立派な部屋で、ルートヴィクは実家の応接室を思い出しながらそわそわと待機する。

　やがてジルベールと名乗る壮年の男性が現れ、ルートヴィクに「このことは他言無用でお願いいたします」と切り出したのだ。

（でもあの時はまだ、重病人がいるかもしれないって思ってたし……）

　用件を聞くと「あるご婦人の体を診てもらいたい」と。

　それを聞いたルートヴィクはすぐに症状を聞き出そうとした。だがどういうわけか、ジルベールは決して詳しい病態を教えてくれなかったのである。

（寝室に行けば分かりますって言われたから、信じてたのに……）

　そうして一晩が過ぎ、翌日の夜。

　いよいよ患者と顔を合わせられる──と緊張の面持ちで出向いたルートヴィクを待っていたものは、明かりを限界にまで落とした薄暗い寝室と、真っ赤なカーテンが下がる天蓋付きの大きなベッド。

　そして薔薇の化身かと疑うほど美しい、赤い髪と瞳をした女性だった。

（まさか、こんな形で顔を合わせるなんて──）

　その特徴的な容姿を目にした途端、すぐに『何も知らないわがまま姫』のあだ名がルートヴィクの脳裏をよぎった。いや、そもそもジルベールが「オリヴィア様」と扉ごしに声をかけた時点で気づくべきだったのに。

　案の定、彼女はこの国の王女『オリヴィア・アルヴァーテイン』──他ならぬ自身の婚約者であり、ルートヴィクは何とも気まずい心境のまま対峙する。

　するとジルベールが突然、『初夜教育』なるものを言い出したのだ。

（そんなの、他国の医術師に頼むなんて思わないでしょ……。そりゃ僕だって、王子教育の一環として一通りは習わされたけど、こっちの国にだってそれに近いものはあるだろうし……。だいたい『処女悪魔信仰』なんて何十年前の話だと思ってるんだよ～！）

　たしかに彼女の言う通り、僻地の村などではまだそうした風習が残っているところもある。だが王都──ましてや王族ともなると、いったいどこまでそれを遵守するのかは正直懐疑的だ。父や兄が信じているとも思えないし。

（国同士の交流がなかったから、なにか古い文献を読んで鵜呑みにしちゃったのかな……。でも、何度言っても全然信じてくれないし……）

　おろおろしているうちにジルベールはいなくなり、オリヴィアからは胸倉を摑んでベッドに押し倒された。下から見上げる彼女はそれはそれは美しかったが、その時はなんとかして逃げなければと必死だった。

（いっそ正体をばらしてしまおうかとも考えたけど、なにせ『極悪非道の冷血王子』なんかになってるからさあ……「それ、僕です」なんて言えないよ……。偽名使ってて、本当に良かった……）

　万に一つの奇跡を願って、彼女の結婚相手について尋ねてみた。

　だがはっきりと『ルートヴィク・ラーヴァーグルト』だと──そのうえ、夜な夜な人の体を切り刻んで楽しんでいる猟奇快楽者みたいな噂があると知ってしまい、正直、めちゃくちゃショックを受けた。

　その後も説得を試みたが、オリヴィアは頑固として譲らず──。

（ほんと綺麗だけど、めちゃくちゃ強引な人だったな……気も強いし……。ただ、そこまで悪い人ではない気がする……）

　彼女は自分のことを『何も知らないわがまま姫』だと自虐していた。だからこそ王族として、この仕事をまっとうしなければならないのだと。

　本当に無知で愚かな女性だったら、そこまで自分を犠牲に出来るものだろうか。

（それに……泣いてたし……）

　国民のためならなんだってする、そう叫んだオリヴィアは涙を零していた。

　小さく震えながら泣く彼女が、今にも壊れてしまいそうで──ルートヴィクはつい彼女を抱きしめてしまった。

　上衣越しに触れた体は想像以上に細くて、柔らかくて──いったいこの体のどこに、こんな強さがあるのかと不思議だった。

（──で結局折れて、教育係を引き受けて……。僕は馬鹿なのか……）

　再三の説得にもかかわらず、オリヴィアは初夜教育を諦めてくれなかった。

　ついにルートヴィクではない、別の教育係を探すとまで言い出し──その瞬間、彼女の手首を摑んでしまった。

　なぜ、と問われると何も言えない。ただ衝動的に体が動いていた。

（だってほら普通に考えて、将来結婚する人が他の男に抱かれるのを、みすみす見逃すだなんてちょっとおかしい気がするし、いや別に好きとかそういうんじゃないんだけど、ううーん、なんて言うかなあ……）

　がしがしっと頭をかいたあと、ルートヴィクは背中からベッドに倒れ込む。

　受けてしまった以上、腹をくくるしかない。

（とりあえず出来るだけいっぱい時間を稼いで、なんとかして彼女を説得しよう……。必要ないと理解してくれたら、こんな無茶はしないだろうし──）

　これからの作戦を考えながら、うんうんと頷く。頭上に広がる天蓋を見つめながら、ぼんやりとオリヴィアのことを思い出した。

（でも本当に……綺麗な人だったな……）

　夜明けの空のように鮮やかな赤い髪。赤い瞳。

　真珠のような白い肌に、周囲の視線を奪って離さない完璧な美貌。

　ただ噂通り、その性格は苛烈そのもので──だけど、初対面の自分の前で突然泣き出したり、無垢な少女のように微笑みかけてきたりもして。

　そのたびに、自分でも理由が分からないほどドキドキしてしまった。

（思っていたのと……全然印象が違った……）

　片腕を持ち上げ、あらためて自身の手を見る。

　そこにはまだ、彼女の細い手首の体温が残っているかのようだった。







第三章 初夜教育は激しく、甘く








　初夜教育の如何について話し合った、翌日の夜。

　オリヴィアは昨夜と似たような薄手のナイトドレスの上に、毛皮で出来たガウンを羽織ると、用意された専用の寝室へと向かっていた。

　部屋に入ると、手に大量の羊皮紙を持ったルークが立っており、オリヴィアの姿を見つけた途端、にこっと嬉しそうに微笑む。

「ああ、オリヴィア様。お待ちしておりました」

「ええ。じゃあさっそく始めてくれる？」

　ガウンを脱いでベッドに腰かけ、立ったままの彼をじっと見上げる。

　ルークはこほんと咳払いすると、羊皮紙の一枚をオリヴィアに手渡した。

「まずはこちらをご覧ください」

「これは？」

「人体の仕組みを分かりやすく書き表したものです。左側が男性の体で──」

「…………」

　しごく真面目に語り始めたルークに、オリヴィアは呆れたように眉根を寄せた。

「これくらい知っているわよ」

「えっ、そ、そうでしたか？」

「私だって、王族としての教育はそれなりに受けているわ。それとも、こんな子どもですら知っている知識も知らない馬鹿だと思われたのかしら？」

「そ、そういうわけでは！」

　どうやら他の羊皮紙も同様の資料だったらしく、ルークはわたわたと紙の束をめくったあと、しょんぼりした様子でそれらをサイドテーブルへ置いた。

　気まずい沈黙のあと、ようやく観念したように口を開く。

「しょ、初夜教育をするにあたって、オリヴィア様との知識の共有を図りたかったというか、やはりいきなりことを進めては、驚かれることもたくさんあると思いまして……。決して軽んじていたわけでは」

「そういうのはいいから。私が必要としているのは、処女喪失をする行為だけなの。あまり時間もないから、さっさと始めてくれる？」

「は、始めると、申しますと……」

「抱くのよ。あなたが私を」

「で、ですよね……」

　まさか今日は、座学だけで済ませようと思っていたのだろうか。

　ルークはふよふよと宙に視線を泳がせたあと、こくりと息を呑み込んだ。ベッドに座るオリヴィアの前に立つと、緊張した面持ちで頭を下げる。

「ただその、先にご理解していただきたいのですが」

「まだ何かあるの？」

「今日はええと、初日なので。あくまでも閨の始まりというか、決まりごとをお教えするにとどめてもよろしいでしょうか」

「つまり入れないということ？」

「だから言い方……。ですがまあ、そうです。痛みのない挿入を行うためには、オリヴィア様の体がそれに耐えられるよう、しっかりと準備をしていく必要があります。ですからしばらくはその期間にあてさせていただければと」

「痛いくらいどうってことないけど……まあいいわ。今日のところは許しましょう」

「ありがとうございます……」

　心からほっとした表情を浮かべるルークに、オリヴィアはつい顔をしかめてしまう。

　だがここで無理を言って逃げられたら、それはそれで面倒だ。

「それじゃ、早く始めてちょうだい」

「か、かしこまりました……」

　ルークは大きく息を吐き出すと、法衣の上衣を脱ぐ。

　そのままオリヴィアのいるベッドの端へ、おそるおそる片膝を乗り上げた。

「──ご寝所に、失礼いたします」

　寝台を隠す赤いカーテンが揺れ、大人二人分の重さでベッドがぎしりと音を立てる。

　こうして初夜教育──一日目が始まった。
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　──胸と秘部への初めての愛撫。

　それだけで達したオリヴィアを見て、ルークが静かに首を振った。

「オリヴィア様、今日はもうこれで──」

「……大丈夫。ちょっと油断していただけよ。まだいけるわ」

「いや、そう何度もいくものでは……」

　なんとかしてこの場を離れようとするルークの思惑に気づき、オリヴィアはふらつく体を起こすと彼の胸元を摑んだ。びっくりする彼を押し倒すと、昨日同様、胸のボタンをぶちぶちと適当に外していく。

「オ、オリヴィア様!?」

「女性への奉仕……多分さっきのが前戯よね？　じゃあ当然逆の──男性に奉仕する行為もあるんでしょう？」

「あ、あるにはありますが、初夜でそこまですることは──」

「一方的にやられるだけなんて、私の性格的に許せないのよ。いいからとっととやり方を教えなさい！」

　絶世の美女にすごまれ、ルークはひいいと顔を真っ赤にする。

　何か言わないと逃げられないと察したのか、ぎゅっと目を瞑ったまま口を開いた。

「だ、男性への奉仕も、基本的には同じです！」

「同じ？」

「む、胸に触れたり、腕や腰を撫でたり……」

　前身頃のボタンがすべて外れ、ルークの大きな胸板が露わになる。左右にあらわれた茶色い乳首を前に、オリヴィアは少しだけ疑問を持った。

（胸を、って……男でも気持ちいいものなのかしら？）

　不思議に思いつつ、無遠慮に彼の胸に指を伸ばす。

　汗をかいているのか、肌はしっとりと湿っており、オリヴィアの小さな手に驚くほどすんなりと馴染んだ。どくん、どくんという心臓の音を手のひら越しに感じながら、オリヴィアはそのままゆるゆると撫でさする。

　その途中、うっかり片方の乳首を指がかすめてしまったのだが──そこでオリヴィアは「あら？」と首を傾げた。

（硬く……なってる？）

　確かめようと、もう一度その部分に触れる。

　やはり気のせいではなく、はっきりと立ち上がったその突起を、オリヴィアは興味深く何度も指の腹でこね回した。

　するとルークから「あの!!」と強めの制止が入る。

「あまり、そこは……」

「もしかして、男でも感じるの？」

「っ……ええと、その……まあ……」

　もじもじと応じたルークの頬は、薄暗闇でも分かるほど赤く火照っていた。

　その表情にとんでもない色気を感じてしまい、オリヴィアはこくりと唾を呑み込む。同時にひどく恥ずかしい気持ちになり、慌てて乳首から手を離した。

「あ、あとは腕と腰？　だったかしら」

　そう口にしながら、彼の首元へ片手を伸ばす。

　オリヴィアとは比べようもないほど張った肩に、しなやかな筋肉がついた上腕。ところどころ血管が浮き出た部分もあり、オリヴィアはドキドキしながら手をすべらせる。肘のあたりから胴体に移動し、脇腹、そして六つに割れた腹筋を指先でなぞった。

　隣国の医術師は、こんなにも体を鍛えているものなのか──とオリヴィアはひとり感心する。

「あなた、医術師なのに随分と鍛えているのね」

「えっ？　ええとその、僕たちは体が資本なので……」

「うちの医術師はみんな、痩せてるか太っているかのどちらかよ。いつも医局で薬草を煎じているだけから、ほとんど動かないし」

「へ、へえー」

　上ずったルークの返事を聞きながら、オリヴィアは引き締まった彼の腹を撫でる。

　本当に同じ医術師とは思えない。まるで剣でも習っていたかのような──。

「あ、あの、オリヴィア様、まだするんですか？」

「当然よ。少しでも早く閨ごとを学ばないと──」

　本当は、はじめて直に触れる異性の体に、終始ドギマギし続けているのだが──そんな素振りは一切見せず、オリヴィアは冷静なふりをしながら手を動かす。

　やがてズボン越しに彼の硬い腰骨に触れたところで、続きの進め方に戸惑った。

（これからどうしたらいいのかしら？　ええと、女性と同じということは──）

　自らが受けた行為を思い出し、オリヴィアはルークのベルトの金具に手を伸ばす。カチャ、と持ち上げたところで、彼が慌ててそこを両手で押さえた。

「なっ、何してるんですか!?」

「何って……触るのよ。あなたの性器を、直接」

「直接!?」

「あなたが言ったんでしょう。直接触れることが多いと」

「い、言いましたけど……あれは女性限定というか、その」

「私だけ触られるなんて不公平だわ」

　むうっと頬を膨らませたオリヴィアは、なおもルークのベルトを外そうとする。

　だが彼は両手でそこを押さえつけたまま、ぶんぶんと激しく首を振った。

「だ、ダメです！　ここはその……そ、そんなに綺麗じゃないのでっ！」

「あら、私のは触ったのに？」

「普通はこんなこと、淑女からしないんですよ！　と、とにかく直接はダメです。絶対ダメ」

「そう。じゃあ布越しならいいのかしら」

「えっ？」

　そう言うとオリヴィアは、ズボンの上からゆっくりと彼の股間を撫でた。

　それなりに硬い生地だったが、その奥に謎の柔らかさがあり、オリヴィアはなんとなく赤面する。

（もしかして、これが男性器……）

　位置と大きさを確かめようと、さらに指先に力を込める。

　するといよいよ限界に達したルークが、オリヴィアの手を強引に引き剥がした。

「何してるんですか!?　ダメって言ったじゃないですか！」

「直には触ってないわよ」

「ほぼ同じことですよ！　ああもう……!!」

　ルークはベッドの上でぐしゃぐしゃになっていたナイトドレスを拾いあげると、オリヴィアに慌ただしく着せ、襟元のリボンまできっちりと結んだ。

　そのまま後ずさりするようにベッドから下りると、顔を赤くしたまま「こほん」と空咳をする。

「今日はもう終わりです。ゆっくりお休みください」

「私ならまだ平気だけど」

「そんなに性急に進めるものではありません！　それでは、失礼します……！」

　早口にそう告げると、ルークは逃げるようにして寝室をあとにした。

　ひとり取り残されたオリヴィアは、ぼすんと仰向けでベッドに倒れ込む。

（まだ、出来たのに……）

　乳首を愛撫された時や、下の割れ目に指を差し込まれた時はさすがに少し身構えた。

　だが決して嫌な気持ちではなく、この先に何かすごいものが待ち受けていそうで、少しワクワクもしたのだ。

（それにしても、あれは何だったのかしら……）

　秘部の奥まったところにあった、オリヴィアも知らなかったある部分。ルークの太い指がそこをこすった途端、全身にびっくりするような快感が走った。

　オリヴィアは少しだけ逡巡したが、その箇所を探してみようと上体を起こす。

「たしか、このあたり……」

　下着の中に手を差し入れ、恥丘の間に指を押し込む。

　こうして自分で触れてみると、あらためてルークの指が大きかったことを思い出してしまい、オリヴィアはつい頬を赤らめた。

　そのままゆっくりと上へ──やがて、件の秘豆に指が達する。

「あっ……ここっ……」

　中指の腹でクリクリと何度か撫でてみる。

　じわじわとした快楽が生まれる感覚があり、オリヴィアはたまらず太ももをこすり合わせた。

　だがもう少し気持ちよさを味わいたくて、割れ目を他の指でぐいっと押し広げると、より強めにその部分を愛撫する。

「っ……あっ……！　何かしら……これっ……！」

　ぞくぞくっとした甘い刺激が腰から全身に広がり、オリヴィアは夢中になってそこを捏ね回した。指の腹で強くいじっていると、しばらくしてまた先ほどのような官能が脳天まで駆け上がる。

　オリヴィアはたまらずびくびくっと全身を震わせた。

（気持ち……いい……）

　心地よい疲労感のなか、ふとルークのことを思い出した。

　しっかりとした胸板に力強い腕。太くて長い指。

　そして耳元で囁かれた甘い──まるで、本当の恋人に向けたような睦言を脳内で再生したところで、また急に股の間がムズムズし始めた。

「もう一回だけ……」

　やや背徳感があるが、あの打ち震えるような快感がどうしても忘れられない。

　オリヴィアはその夜、初めての自慰を何度も繰り返したのだった。
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　自室に戻ってきたルートヴィクはベッドの端に腰かけていた。

　ズボンの前をくつろげ、大きく反り立った男根を片手で握りしめている。

「っ……くっ……」

　成人男性の平均よりかなり大きなそれを、ルートヴィクは無心でしごき上げる。手の甲には血管が浮かび上がり、口からは熱い吐息とあられもない声が零れていた。

「はあっ……くっ……ふっ……！」

　体の奥から込み上げてくる吐精の気配を察し、脇に置いていたタオルを手に取る。亀頭を覆い隠すと、そこに向かって大量の精液を叩きつけた。

　びく、びくくっと震える男根をぬぐったあと、はあっと大きく息を吐き出す。

（僕、最低だ……）

　とりあえず三日は座学でお茶を濁すつもりだったのに。

　オリヴィアからあっさりと一蹴され、結局実技に及んでしまった。

（万一を考えて、香油を準備しておいてよかった……。あああ、でもやっぱりやり過ぎだったよなあ……）

　半端なことをしたらまた怒られそうだったので、彼女を牽制するような気持ちも込めて直接肌に触れてみた。胸を少しだけ愛撫して、ほどよく気持ちいい状態にさせて終わりにするつもり──だったのだが。

　真っ赤になって快感に耐える彼女の顔が、途方もなくエッチで。

　ルートヴィクの雄が、少しだけ目覚めてしまった。

（正面で見るには刺激が強すぎて、思わず体勢を変えたけど……。結局、続きまでしちゃったし……）

　手足や胴はあんなに細いくせに、胸だけは豊満なオリヴィアの体は煽情的で、ルートヴィクは逃げるように彼女の背後に回った。

　おかげで視覚的には多少マシにはなったものの、代わりに真っ白なうなじや、髪から香る甘い匂いが下腹部を直撃してしまい──。

　この可愛らしい人を、もう少しだけ気持ちよくさせてみたい──とルートヴィクは無意識に、彼女の秘部へ自身の腕を伸ばしていた。

（どう考えても、やり過ぎだ……）

　クロッチ部分はすでに十分すぎるほど濡れており、その熱に直に触れてみたいと思ったルートヴィクは下着の中にまで手を差し入れる。むわりとした熱がいやらしく指先にまとわりつき、割れ目に入れるとくちゅりと小さく音を立てた。

（それにしても……僕はよく、あんなことをペラペラと……）

　教育係らしく、それっぽいことを口にしながら何度も割れ目を往復する。

　そのたびに彼女の秘裂からとろりとした愛液が溢れてきて──その時点でルートヴィクの男性器は、ズボンの下でぐぐぐっと立ち上がってしまっていた。

　もう少し、もう少しだけ、とオリヴィアの陰唇をなぞりながら、こっそりと彼女の尻に自身の性器を押し当てる。ズボン越しではあるが、柔らかいその感触をしっかりと捕捉したのか、ペニスはいっそう硬く持ち上がった。

　やがて彼女も感じ始めたのか、次第に腰を揺らすような動きをし始める。

（何が教育係だ……。ただの変態じゃないか……）

　今でこそ冷静だが、あの時は完全に閨の空気に呑まれていた。

　いや、目の前でいやらしく体をくねらせるオリヴィアの痴態に、ルートヴィクが夢中になっていたのかもしれない。

　彼女にさらなる快感を与えたいと、ルートヴィクは女性がもっとも感じやすいと言われる器官・クリトリスを刺激した。

　処女だと言っていたから、そこまで感じないかもしれない──という予想とは裏腹に、彼女は分かりやすく体を震わせ、あっという間にオーガズムに達した。

　それを目にしてようやく、ルートヴィクは「なんてことをしてしまったのか」と蒼白になったのだ。

（だからすぐやめようとしたのに……。まさか、逆に触ってくるなんて……）

　頭から冷水をぶちまけられたような気持ちになり、急いでその場を離れようとした。

　だがあろうことか、オリヴィアはルートヴィクの服を摑むと、昨日のように剥ぎ取り始めた。さらに前戯がどうだと言い出したかと思うと、ためらうことなくルートヴィクの胸に手を伸ばし、乳首を撫で始めたのである。

（無知だとも馬鹿だとも思わないけど、ほんと、気が強すぎるよ……）

　まさか女性から胸を愛でられると思っていなかったルートヴィクは、無防備にその快感を受け止めることになってしまった。

　ギリギリのところで慌てて止めたものの、今度はズボンの膨らみに手を伸ばしてくるものだから本当に油断も隙もない。

（男のこんなところ、直に触りたいなんて思わないでしょ……）

　一度は落ち着いたと思われたルートヴィクのペニスだったが、オリヴィアの細い指を布越しに感じ取った瞬間、一気に血が集まってしまった。

　勃起したことを知られたくないと思ったルートヴィクは、もはや恥も外聞もなく無理やり彼女の手を引き剥がすと、ベッドから一目散に脱出したのだ。

　逃げるように廊下を走り──あげく部屋で自慰、というこの情けなさである。

「明日からどうしよう……。ここまでで、一週間はかけるつもりだったのに……」

　オリヴィアの思わぬ積極性に、ルートヴィクはがくりと肩を落とす。

　タオルについた白濁を見つめながら、ぼんやりと彼女の顔を思い出した。

（ほんとダメだ……。自制しないと……）

　正直自分は、そこまで性欲が強い方ではないと思っていた。

　しかしオリヴィアを前にすると、なぜか男性としての本能に火がついてしまう。

　可愛らしく喘ぐ声は甘露のように耳に染みわたるし、感じ入る表情は股間を強く奮い立たせる。白い肌はしっとりと手のひらに吸い付くようだったし、片手に収まり切れないほどの胸は柔らかく、本気で一生揉み続けたいとすら思った。

　なによりも、そのうなじから立ち上る香りが、どんな貴婦人から漂ってきたものより色めいていて──ルートヴィクの理性をいとも簡単に乱してしまうのだ。

（いったいどうしてしまったんだ、僕は……）

　やがて、股の間が再び熱を持ち始めた。

　ついさっき出したばかりだというのに、むくむくと立ち上がってきた浅ましい男根を見つめながら、彼は夜遅くまで自身を慰め続けたのだった。
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　初夜教育二日目。

　げっそりした顔で寝室に現れたルークに、ベッドにいたオリヴィアが尋ねた。

「あなたが昨日触ったところ、何か名前があるのかしら」

「触った、と言いますと……」

「ほら、その……足の間で、触るとすごく気持ちがいい……」

「もしかして、クリトリスのことでしょうか？」

（クリトリス……）

　答えを聞いた途端、昨夜の自慰を思い出してしまい──オリヴィアはつい頬を赤らめる。ルークに動揺を悟られぬよう、出来るだけいつものように口を開いた。

「それよ。あれは男性にもあるのかしら」

「いえ。男性にはなく、女性特有の器官です。性的興奮を得られやすいため、閨ごとの際にはあのように刺激し、女性側の官能を高めることが多いのですが……。人によっては自分の手で触れ、性欲を発散する方もいるとか」

「ふ、ふうん……」

　自国の閨教育では、そこまで教えてもらわなかった。

　男性王族であれば当然の知識なのだろうが、女性側は基本的に「夫となる相手にすべて任せておけば良い」というスタンスだからだろう。

　オリヴィアは素知らぬ顔をしたまま、ぼふぼふと近くの枕を叩く。

「ほら、今日で二日目よ。そろそろ入れてくれるんでしょうね？」

「ダ、ダメですよ。急に進めたら、お辛いのはオリヴィア様ですし」

「いいから！　さっさと続きをなさい！」

　強い語気に圧倒されたのか、ルークは「はああっ」と深いため息を零したあと、渋々といったようにベッドへと乗り上げた。今日は部屋に来た時点から上衣を着ておらず、なぜかいきなり胸のボタンを外し始める。

「ど、どうして脱ぐのよ!?」

「どうせまた脱がされるんだろうなと……。それにこの服、金具や刺繍がいっぱいあるので、オリヴィア様の肌に傷をつけるのも失礼かと思いまして」

「わ、分かってきたじゃない……」

　ふふん、と余裕の笑みで応じつつも、オリヴィアは露わになっていくルークの裸体から目をそらせなくなっていた。

　上半身の衣服をベッドの下に落とし、彼が「では」と顔を上げる。

「それでは始めましょうか。服は脱がせた方が？」

「じ、自分で脱ぐわ！」

　ムードの欠片もない返事をし、オリヴィアは肩で結ばれていた紐を慌てて解く。むき出しになった胸を両腕で隠すと、下着だけの姿をルークに晒した。

「脱いだわよ。今日はどうするつもり？」

「まずはおさらいと、あとは──もう少し、奥までほぐしてみましょうか」

　そう言うとルークは昨日と同様、オリヴィアを背後から抱きかかえた。背中に彼の温かい素肌が触れ、それだけでなんだか身構えてしまう。

　するとルークがぼそりとつぶやいた。

「本当の恋人であれば、口づけからなんでしょうが……」

「し、しないわよ!?」

「分かってます……」

　なにやらブツブツ言いながら、ルークは慣れた様子で自身の手に香油を塗り広げる。

　下からたくし上げるように両胸を持ち上げられ、そのままぬりゅぬりゅと表面を丹念に揉みまわされた。艶々と輝く肌は、まるで自分のものとは思えない淫らさだ。

　すぐに両方の乳首が反応し、ルークの指があてがわれる。

「痛みはありませんか？」

「平気よ……」

「それは良かった」

　痛みはない──どころか、彼の大きな手のひらで揉みしだかれるのは、たまらなく気持ちがいい。だがそれを伝えるのはなんだか癪な気がして、オリヴィアは込み上げてくるふしだらな感覚を必死にやり過ごした。

　足の付け根をもじもじと擦り合わせていると、股の間がすぐに湿り始める。

　ルークも気づき、オリヴィアの下着の中にするっと手を入れた。

「昨日は入り口を撫でるだけでしたが、今日は指先を入れていきます」

「い、痛いのかしら」

「慣れないうちは痛いと感じるかもしれません。ですが、本番ではもっと大きなものを受け入れないといけないので、多少は我慢していただくようになるかと」

「……分かったわ」

　オリヴィアがこくりと頷いたのを合図に、ルークの手が秘裂へと添えられる。

　人差し指と薬指でひだを押し広げると、中指をゆっくりとその真ん中へと押し込んできた。やはり異物感はあり、オリヴィアは少しだけ唇を噛みしめる。

（ん……これ……）

　初めは爪の先、やがて第一関節まで入ってきて、オリヴィアは息を呑む。

　苦しそうな様子に気づいたのか、ルークが不安そうに尋ねた。

「オリヴィア様、大丈夫ですか？」

「こ、このくらい平気よ。だって男性器は、これよりずっと大きいんでしょう？」

「まあ、大抵は……」

　微妙な顔をしつつ、ルークはそうっとひだの内側をなぞる。

　彼の指が動くたびに違和感を覚えていたオリヴィアだったが──やがてだんだん感触に慣れてきたのか、それほど不快に感じなくなっていった。

（これくらいなら、なんとかなるかも……）

　するとオリヴィアの変化を察したルークが「では」と口を開く。

「馴染んできたようなので、もう少し入れますね」

「もう少しって……あっ……!?」

　くちゅちゅ、と第二関節の先まで押し込まれたのが分かり、オリヴィアはつい小さな悲鳴を上げてしまった。

　痛みはさほどないが、自分でも触れたことのない場所に彼の指が侵入している──という事実に羞恥を隠せない。

「あまり奥に行くと傷をつけてしまいますので、このあたりまでですかね」

「っ……挿入も、こんな感じなの……？」

「まさか。これよりもっと奥──処女膜を越えていきます。ああ、膜と呼ばれていますが、実際は膣の入り口にあるひだ状の器官です」

（処女膜……聞いたことはあるけど……）

　なんでもそれを破ると血が出るらしく、それが純潔の証明となる。

　オリヴィアがぶるっと背筋を震わせていると、ルークが手にぐっと力を込めた。

「そうして入り口から膣にかけて男性器が出入りすることで、内側から刺激を与えていきます。……こんな風に」

「えっ？　あっ……！」

　中指が軽く折り曲げられ、内壁をくちょくちょとこすられる。クリトリスにはない未知の気持ちよさがあり、オリヴィアはまたも艶めいた声を上げてしまった。

　その間もルークはゆるゆると指での愛撫を続ける。

「男性によっては、指によるこうした前戯を好む人もいます。その場合、爪などから雑菌が入る恐れがありますので、事前に処理をしてもらうか──まあ出来ることなら、あまり長くしないでほしい、と言えるのが理想ですね」

「わ、分かったわ……」

「さて、今日はこんなところでしょうか」

　そう言うとルークは、ナカから指を引き抜いた。

　あまりにあっさりとした終わり方に、オリヴィアはつい不満を露にする。

「待ちなさい？　まだ全然進んでない気がするのだけど」

「昨日がちょっと早すぎたんです。こうして少しずつ体を慣れさせて──」

「私はまだ満足していないわ」

「えええ……」

　オリヴィアの要求に、ルークは本気で眉尻を下げた。言いづらそうに俯いていたかと思うと、やがて「はあ」と肩を落とす。

「昨日は本当にやりすぎだったんです。そもそも、恋人でもない僕たちがいきなりそんな深い関係になろうなんて、ちょっと無理があるというか」

「それは当然よ。でもあなたは私の教育係でしょう？　私はいっこくも早く、閨ごとをこなせるようになりたいの」

「相手の男性にすべて任せたらどうなんですか？　淑女教育には詳しくありませんが、だいたいそのように教えられるのかと」

「たしかにそういうご婦人は多いわ。でも私は何ごとも自分の目で見て、自分の心で決めたいの。閨ごとだって夫婦の大切な営みよ。殿方にだけ任せておけばいいだなんて、納得出来ないわ」

「あーもう、ほんっと気が強……」

　うっかり漏れ出たルークの本音を聞き、オリヴィアがじいっと彼を睨みつけた。

　さすがにまずいと思ったのか、ルークは「分かりました！」と立てた手のひらをこちらに向ける。

「少しだけですよ！」

「ええ」

　来た時よりもさらに疲れた表情をしたルークは、勝ち誇ったように笑うオリヴィアを再度背中越しに抱えあげた。そのまま彼女の腰で留められていた下着の紐を引っ張ると、小さな生地がはらりと前後に落ちる。

　突然下着を外されたオリヴィアは、たまらず後ろを振り返った。

「ど、どうして脱がしたのよ!?」

「だってもう、邪魔かなって」

「邪魔って──あっ!?」

　ルークは片方の手をオリヴィアの胸の下に、もう一方の手を彼女の秘部にあてがうと、それぞれに愛撫を開始した。乳首をくりくりと捏ねられるのと同時に、下に伸びていた手がオリヴィアのクリトリスを優しくいじる。

「ちょっ、一緒にはずるいわ！　あっ、やだっ!?」

「満足したら、解放してくれるんでしょう？」

　ぷっくりと立ちあがった乳頭を爪先で弾かれ、大きな手で胸を揉みしだかれる。

　かと思えば昨日散々自慰で使ったクリトリスを、ルークの太い指が何度もくちゅくちゅと撫でさすった。

　自分でした時も最高に気持ちよかったが、彼の長い指で好き放題に触られている──と意識しただけで、全身がぶわわっと熱を帯びてしまう。

（どうして？　自分でするより、ぞくぞくするっ……）

　ルークの巧みな手技に翻弄されている間にも、彼の指が割れ目の奥へと入ってくる。秘豆への愛撫は続けたまま、入り口のごく浅いところを指の腹で撫でさすった。

　ぐっ、ぐっと奥に押し込まれる感じがあり、オリヴィアは身を縮こまらせる。

（あっ、やだっ！　また、来ちゃう──）

　昨夜と同じ痺れが背筋を駆け抜け、オリヴィアは太ももを強く引き寄せた。

　彼の腕を股の間に挟みこんだ状態で、ぶるっ、ぶるるっと快感に打ち震える。

「イったみたいですね」

「イった……？」

「達する、オーガズム、絶頂と習ったかもしれません。性的興奮が高じて、全身で強く官能を受けている状態です。男女ともにありますが、女性の方が比較的達しやすいと言われています」

「オーガズム……」

　全身を巡る心地よい疲労感は、昨日の自慰でも覚えがあった。

　だがルークから与えられたものは、それとは比べ物にならないほど気持ちよくて──とオリヴィアはぼんやり思考を巡らせる。

　するとこれで役目は果たしたとばかりに、ルークが体を引き離した。

「それでは、僕はこれで──」

　そそくさと衣服を着て、ルークはすぐにベッドから下りようとする。

　そんな彼の腕を、オリヴィアはがしっと捕まえた。

「待ちなさい。まだあなたがイってないと思うのだけど」

「ぼ、僕が、イク、とは……？」

「さっき、オーガズムは男女ともにあると言っていたわ。だったらあなたも達しないと不公平ではなくて？」

「いやこういうのは、公平とか不公平とかじゃ──」

　あれそれと言い訳するルークを無視し、オリヴィアは彼のベルトを摑む。

　抵抗する間も与えずにベルトを抜き去ると、ズボンの前を一気に引き開けた。黒い下着がくっきりと性器をかたどっている。

「ちょっ、何するんですか!?」

「あなたが先に、私の下着を取ったんでしょう？　これでおあいこよ」

「いやおあいことかじゃなくて、あの、ちょっと!?」

　完全に立場が逆転したまま、オリヴィアは彼の黒い下着をも豪快にずり下ろす。するとぼろん、と音を立てるかのように巨大な男根が眼前に跳ね出てきた。半勃起状態なのか、そのまま緩く鎌首をもたげている。

　その凶悪さに、オリヴィアはつい目をしばたたかせた。

（まさかこれが男性器？　嘘でしょ、だって本で見たのと全然違う──）

　昔、家庭教師から教わったのはこんな大きさではない。

　オリヴィアが目を見開いて凝視していると、ルークが急いでそれを手で隠した。

「そ、そんなにまじまじ見ないでください！」

「だってその……私が知っているものより、随分と大きい気がして」

「こういうのは個人差があるんです……」

　まったく、と憤慨した様子でルークは下着とズボンを戻そうとする。

　だがオリヴィアは再び手を伸ばし、ようやく隠れたはずのルークの一物をまたも下着から露出させた。

「だから！　やめてくださいと──」

「だって最終的には、これを私の中に入れるのでしょう？　だったら見るだけではなく、ちゃんと触れてみないと何も分からないと思うのだけど」

「そんなの、結婚する相手に頼んでくださいよ……」

「その前にあなたが私を抱くのだから、大きさを知っておくのは必要だと思うわ」

「～～っ！」

　オリヴィアの追及に反論を失ったのか、ルークは強く目を瞑る。

　抵抗しなくなったのを確認し、オリヴィアはあらためて彼の男根に手を伸ばした。

（すごい……こんな感じなのね）

　他の肌より赤黒く、竿の部分には枝分かれした血管が走っている。

　手で支えているわけでもないのにそれ自体が斜めに浮き上がっており、先端の部分は傘の小さなキノコのように大きなくびれがあった。

　そっと指先で触れてみる。反応したのかびくびくと小さく震え、柔いとも硬いとも名状しがたい不思議な弾力が伝わってきた。

「痛い？」

「……いえ、そうして触れるくらいであれば、別に」

「そう」

　力加減を意識しつつ、オリヴィアは竿の部分を手のひらでぎゅっと包み込む。ほんのりと湿ったそこを、そのままゆっくりと上下にすり動かしてみた。

　性器は先ほどよりも膨れ上がり、ルークが慌てて阻止しようとする。

「そ、そういうのはダメです！」

「あら、こうすると気持ちいいと習ったのだけど」

「どうしてそんなところだけちゃんと教えてるんだ……。その、ここは女性と同様、刺激に弱い器官なんです。だからあまり強く握ると──あっ、ちょっと！」

　ルークの説明を聞きながら、オリヴィアは親指の先で亀頭に触れた。つるつるとしたそこには割れ目があり、特に何も考えず指の腹ですり、すりっと撫でる。

　その瞬間、ルークの男性器がびくびくっと大きく跳ね上がった。

「だからやめてくださいって！　本当に弱いんです!!」

「出したら気持ちいいと聞いたけど？」

「気持ちはいいですけど！　って何言わせるんですか!?」

　結局ルークはそのままオリヴィアの手をどかし、ズボンの中にささっと素早くそれをしまい込んだ。若干不満げにしているオリヴィアをじとっとした目つきで睨みつけると、彼女を残してベッドから下りる。

「今日はここまでです。おやすみなさい」

「まだルークがイって──」

「おやすみなさい！」

　続く言葉を断ち切るようにルークが宣言し、あっという間に寝室からいなくなる。

　またも一人になったベッドで、オリヴィアはぼうっと自身の手を眺めた。

（ルークの……大きかったわ……）

　ギリギリ手で摑めるかというサイズ感で、太さも長さも想像以上だった。

　あれを、小さなあの入り口に入れるというのか──。

（完全に体が裂けてしまうそうなのだけど……。というか、もしルートヴィクがあれより大きかった場合、私はどうなってしまうのかしら……）

　個人差があると言っていたから、もっと巨大な可能性もある。

　オリヴィアはぶるるっと震える肩を抱きしめたあと、おずおずと自身の下腹部に手を伸ばした。

（少しだけ……）

　ルークの前戯から随分と時間が経っているはずなのに、その部分はまだしっかりと濡れており──オリヴィアはそこに指を差し入れる。

　内壁をなぞると、覚えのある甘い痺れが腰に広がった。

「あっ……」

　すぐにルークの指を思い出す。

　硬くて、太くて、指の腹がザラザラしていて、ちょっとだけ力が強い。優しくクリトリスを捏ねる様を想像しながら、オリヴィアは自らの手でそれを再現した。

　それと同時に、彼の大きな男根が脳裏から離れない。

（あの大きなものが入ったら、どんな感じなのかしら……）

　考えただけで体の奥がじゅわっと潤み、オリヴィアはあっけなく達した。はあ、はあと大きく肩で息をしながら、またも手を入れて太ももをすり合わせる。

「あっ……ルーク……ルークっ……！」

　今夜もまた、熱い吐息が天蓋の奥を満たしていた。




　同時刻、ルートヴィクの部屋では。

「ああっ……オリヴィア様っ……あっ、くっ……！」

　どびゅっと音を立て、ルートヴィクはタオルに精液を吐き出した。

　昨日より明らかに増えたそれを見て、自虐的に「はは……」と肩を落とす。

（何も自制……出来てない……）

　罪悪感と、それ以上に彼女から受ける魅惑のすごさを痛感しながら。

　ルートヴィクもまた、長く孤独な夜を過ごすのであった。





　　◆






　初夜教育、三日目。

　ルークから事前に「少し遅くなる」という連絡があったため、オリヴィアは寝室へ医術書を持ち込んでいた。

（最近全然解読できていなかったから、少しは進めておかないと……）

　とはいえ将来ラーヴァーグルトに輿入れしてしまえば、オリヴィアがこの国の医術に対して苦言を呈することは出来なくなるだろう。

　だからといって、今の医術知識のまま放置していいはずがない──とオリヴィアはベッドに座り、そっとページを開く。

（……無駄なことをしているのかもしれない。でも私は、自分に出来ることを諦めたくない──）

　やがてノックの音がし、オリヴィアはすぐに本をサイドテーブルに置いた。

　返事をすると「失礼いたします」とルークが入ってくる。

「意外に早かったわね」

「そこまで大した用事ではなかったので。それで、ええと……」

「もちろん今日もするわよ、ほら」

「ですよね……」

　枕をぼすぼすと叩かれ、ルークは情けない顔のままオリヴィアのもとへ歩み寄る。上衣を脱いで近くにあった椅子に掛けると、おそるおそるベッドに乗り上げた。

「あのう、ここ二日間で結構色々したと思うんですけど」

「まあ、そうね」

「どうでしょう、このあたりでやめておくというのは……」

　ちらちらと窺うようなルークの視線に、オリヴィアは「ダメよ」と微笑んだ。

「破瓜まで面倒を見る、という約束のはずよ」

「だから何度も言っているように、そんなことをしなくても結婚は──」

「相手の国の文化や伝統は大切にしないとね」

「変なとこ強情ですよね、ほんと……」

　はあ、と肩を落としながら、ルークはのろのろと上の服を脱いでいく。上半身が露わになったところで、オリヴィアは彼の腕をがしっと摑んだ。

「ちょっ、なんですか!?」

「そろそろ実践に近い形でお願いしたいんだけど」

「実践、と言いますと……」

「もちろん、あなたが乗るのよ。私の上に」

「えええ……」

　悲愴な表情を浮かべたルークをよそに、オリヴィアは背中から勢いよくベッドに倒れ込んだ。とっさのことでバランスを崩したのか、ルークはオリヴィアの上にがばっと覆いかぶさるような体勢になってしまう。

「オ、オリヴィア様!?」

「入れるのがダメなら、今日はそれでもいいわ。でも一日目のように、出来るだけ本番に近い形でしてほしいの」

「本番って……」

　オリヴィアの無邪気な要求に、ルークは天を仰いで「はああっ」とため息を零す。だが逃げ場がないと覚悟を決めたのか、自身の両手をベッドについた。

「……分かりました。始めます」

　ナイトドレスのリボンがほどかれ、すぐにオリヴィアの裸体が現れる。

　ルークは自身の体で押しつぶさないよう気をつけながら、彼女の双丘を優しく揉みしだいた。その手つきは相変わらず丁寧で、オリヴィアはすぐに感じてしまう。

（ルーク……）

　切ない気持ちと同時に愛しさが募る。

　その時オリヴィアの中にふと、彼に口づけしたいという気持ちが湧き起こった。

　だがすぐに強く目を瞑ると、浮かんだ雑念を振り払う。

（……何を考えているの。恋人でも、結婚相手でもないのにそんなこと──）

　すると突然ルークが「あっ」と声を上げた。

「すみません、ちょっと中断してもいいですか？」

「どうして？」

「それがその、いつも使う香油を忘れてきてしまって……」

「別になくても大丈夫よ。痛かったことないし」

「で、ですが……」

　おろおろと困惑するルークを前に、オリヴィアは思わずむっと眉根を寄せる。

　それに気づいた彼はこくりと息を呑むと、おずおずと提案した。

「あの、それでしたら、別のやり方を試してみたいのですが」

「別のやり方？」

「は、はい。でも嫌だったら、すぐに言ってください……」

　そう言うとルークはもう一度唾を飲み──その綺麗な顔をオリヴィアへと近づけた。

　まさかキスされるのだろうか、とオリヴィアが心臓を高鳴らせていると、ぷっくりと膨らんだ乳首に彼の唇が落ちてくる。

　ルークは小さく口を開けると、ちゅぷ、とそれを口に含んだ。

「っ……!?」

　指とは全然違う感触に、オリヴィアのお腹の奥がきゅんと音を立てる。

　だがすぐにやめろとも言いがたく──何より、ものすごく気持ちよかった。

（く、口で愛撫することもあるのね……）

　ルークはちゅっ、ちゅっと胸全体に細かくキスを落とす。

　そのままれろ、とピンク色の乳輪に舌を這わせたあと、硬くなった乳首を探し当て、口をすぼめるようにして挟み込んだ。

　ちゅう、と強く吸われ、オリヴィアは思わず反応する。

「あっ……それっ……」

「す、すみません、気持ち悪かったですか？」

「へ、平気よ。……続けてちょうだい」

　オリヴィアの返答を聞き、ルークは安堵したように微笑む。

　その後もしばらく乳飲み子のように吸い付いていたかと思うと、硬く尖らせた舌先で乳首にあるわずかなくぼみをねぶり始めた。さらに乳房全体をむんずと摑むと、飛び出した乳首と乳輪をあますところなく咥内に含む。

　無遠慮に吸い上げてくる巧みな舌と口。

　そして時折じゅぱっと響く唾液の音がたまらなくいやらしく、オリヴィアは目を瞑って懸命にやりすごそうとした。だがどうしても声が我慢しきれない。

「っ……ああっ……！」

「こうした愛で方もあるので、一度体験しておいた方がいいかと思ったのですが……。オリヴィア様はこちらの方がお好きなようですね」

「し、知らないわ……そんな……あっ……」

　どこか嬉しそうに言うルークが腹立たしく、オリヴィアはふいっと顔をそむける。

　ほどなくして彼は上体を起こし、オリヴィアの下着へと手を伸ばした。

「では、こちらにも触れていきますね」

「い、いいけど……。こっちも、そろそろちゃんとしたやり方が見たいわ」

「ちゃんとした、とは……」

「本来は性器同士を合わせるのでしょう？　それに近い形を再現して」

「えええ……」

　ルークは顔を赤くした状態で、しばし硬直しているようだった。

　だがオリヴィアの強い視線に耐え切れなくなったのか、やがて渋々と口を開く。

「さ、再現だけですよ。入れませんからね」

「ええ」

「まったく……」

　ルークはベッドの下側に移動すると、オリヴィアの両ふくらはぎに手を添えた。

「まずは互いの性器を近づけないといけないので……いちばん一般的な体位としては、この正常位という形になります」

　するとルークはオリヴィアの足を左右にぱかっと押し広げた。

　下着で隠れているとはいえ、大切な部分をさらけ出すような格好になり、オリヴィアは反射的に言い返す。

「な、何するのよ!!」

「あなたがしろって言ったんじゃないですか！」

「そ、それはそうだけど……つ、次はどうするつもり？」

「男性が体を入れて、こう、あてがうといいますか……」

　ルークの体が足の間に割り込んできて、彼の股間がオリヴィアのそこにぶつかった。

　想像していたよりも不自然な体勢に、オリヴィアは思わず疑いの声を上げる。

「本当に、こんな形でするものなの!?」

「もちろん女性にとって楽な姿勢ではないので、腰の下に枕を置いたり、男性の腰に足を巻き付けたりして体重を分散させるといいと思います。……一応、女性が動きやすい体位は他にありますけど……」

　またもブツブツ言いながら、ルークはぐっと自身の腰を押し当てる。

　オリヴィアの薄い下着越しに、彼の硬いズボンが擦れ合った。

「こうしてゆっくりと出し入れする、という感じです」

「ふ、ふうん……」

　その後も何度か押しつけられたが、正直そこまで大した刺激はない。

　そこでオリヴィアは、ルークを見上げて提案した。

「ちょっと、ズボンの前を開けてくれる？　下着も脱いで」

「はあ!?」

「私は着たままでいるから。どんな感じか確かめたいのよ」

「嘘でしょ……」

　だがオリヴィアからひと睨みされたルークは遠慮がちに上体を起こすと、ベルトを外してズボンの前をくつろげた。昨日よりも硬く反り立った男性器がびょんと顔を出し、オリヴィアは笑みを浮かべる。

「さ、早くしなさい」

「悪魔だ……」

　やや気になる恨み言を吐きながら、オリヴィアの顔の近くにルークが手をつく。何度か体の位置を確かめたあと、ことさら慎重に腰を動かした。

　その途端、オリヴィアの下着越しに、ずんっと熱い塊が押しつけられる。

「……!!」

（すごいわ……これっ……）

　指とは比べ物にならない質量と熱。そして驚くような硬さのそれが、オリヴィアの秘部を布越しにぐりっと押し開けようとする。だがすべらかな生地によって、ぬりんっと上側にすべってしまった。

　布越しのクリトリスに亀頭が当たり、オリヴィアはびくっと体を震わせる。

「あっ……！」

　思わず声が漏れてしまった。

　その後もルークが腰を前後させるのに合わせて、極太の男性器がオリヴィアの割れ目を何度も撫で上げる。その初めての感触と、クリトリスが押し潰される快感だけで、オリヴィアはオーガズムを迎えそうになっていた。

「オリヴィア様、お体は……」

「もっと……もっと続けて……んっ、あっ……!!」

「っ……！」

　恍惚とするオリヴィアの顔を見たあと、ルークが少しだけ律動の速度を上げる。

　彼の体重が全身にかかり、それがまたオリヴィアの興奮を強く煽った。

　ぎしっ、ぎしっと寝台の軋みが激しくなり、オリヴィアはまるで本当に挿入されているかのような錯覚に陥ってしまう。

「やっ……！　あっ……！　ルーク、ルークっ……!!」

「──っ!!」

　無我夢中でルークの背中に腕を回し、ぎゅうっと強く抱きしめる。

　その瞬間、彼の怒張が陰核をぐりっと圧し潰し──オリヴィアは絶頂を迎えた。

（あっ……）

　達した、と理解したのと同時に意識が遠のく。

　指ではないそれは、どうやらいつもよりも過度な刺激だったらしく──。

「オ、オリヴィア様!?」

（ルーク……）

　驚いたような彼の顔を最後に、オリヴィアは静かに意識を失った。




　いきなり気絶したオリヴィアを前に、ルートヴィクは途方に暮れていた。

（ど、どうしよう……！）

　性交中、あまりに強い快感に失神してしまったという症例は聞いたことがある。

　だが挿入したわけでもないのに──。

（しばらく待っていたら起きるかな……心配だ……）

　手早く服を着せ、毛布を肩までかけたあと、すぐに自分も服を着る。

　そうっとベッドから下り、サイドテーブルの傍にあった椅子に腰かけたところで──ルートヴィクは両手で顔を覆ったまま俯いた。

（アルヴァーテインの女性って、みんなこんなに積極的なのかな……。いや、多分オリヴィア様だけだな……）

　ほぼ素股に近い行為を強要され、ルートヴィクはあらためて赤面する。そのままぼんやりと、ここに来るまでの出来事を思い出した。

（兄さん……ちゃんと話を進めてくれるといいけど……）

　今日で医術院から派遣されて五日目。

　身辺の安全確認も兼ねて、ラーヴァーグルトの王宮から使者が訪れた。

　幸い、命を脅かされるような気配は今のところなく（貞操は危機に瀕しているが）、安心してくださいと帰そうとしたところで、兄──王太子からの手紙を渡された。

　内容はオリヴィアとの結婚に関するもので「顔合わせはいつにする？」といった最終的な意志確認に近かった。ルートヴィクは使者に少しだけ待ってもらい、急いで返事を書いたのだが──。

（まさか、本人とはもう会ってます、なんて言えないな……）

　そのうえ、なぜか初夜の教育係まで仰せつかってます──などと、楽しいことがめっぽう大好きな兄に報告する気にはなれず、出来るだけ事務的に「お話進めてください」とだけ書き記す。

　そこでついでに「処女のままで大丈夫です、と先方にお伝えいただけないでしょうか」と書き加えようとして、慌てて取り消した。

（僕は馬鹿なのか……。そんなこと政略結婚の相手から言われたら、気持ち悪いとしか思えないだろ……）

　件の相手ルートヴィクから直接言われれば、オリヴィアも考えを改めてくれるかもしれない──と思ったのだが、そもそも婚約者が純潔かそうでないかを気にする男は、それだけで彼女から嫌われそうな気がする。

　ゴミを見るような目つきのオリヴィアを想像したルートヴィクは、結局「引き続きよろしくお願いします」とだけ結んで、使者に手紙を託したのだった。

（いったいどうしたら、諦めてくれるのか……）

　ベッドで眠るオリヴィアをちらっと覗き見る。静かな寝息を立てて横になる彼女は、絵本に出てくる美しい眠り姫そのもので、ルートヴィクはつい頬を緩めた。

　だが同時に、抑えていたはずの性欲がわずかに目覚めてしまう。

（くっ……我慢しろ、僕……！）

　しかし絶世の美女からあんな行為をねだられ、ほぼ裸で抱きしめられ、そのうえ耳元で名前を呼ばれて反応しない男などこの世に存在するのだろうか。

（何か……気を紛らわせないと……）

　とにかく意識をそらそうと、ルートヴィクは室内を見回す。そこでサイドテーブルに置かれていた一冊の本に気づいた。

「これは……うちの医術書？」

　手に取ってパラパラとめくる。

　使われている羊皮紙の感じからも分かる通り、かなり古いもののようだ。

「どうしてこんなところに……」

　やがて手を止め、一つの項目に目を通す。

　わずかな蝋燭の明かりを頼りに、ルートヴィクは黙々とそれを読み進めるのだった。





　　◆






　数分後、オリヴィアはぼんやりと目を覚ました。

　真っ赤な天蓋を見つめながら、自分の現況を思い出そうとする。

（私……そうだわ、達してそのまま──）

　体にはナイトドレスをきっちりと着せられており、几帳面に肩まで掛けられた毛布。おそらくルークが整えてくれたのだろう。

　だが仕事を終えた以上、もう寝室からはいなくなっているはず──とオリヴィアは一抹の寂しさを覚えながら緩慢に体を起こす。

　するとすぐ傍のサイドテーブルで、熱心に本を読んでいる彼を発見した。

「な、なんでいるのよ!?」

「ああ、気がつきました？　良かった……」

　動揺するオリヴィアをよそに、ルークは持っていた本をテーブルに置くとベッドの方に向き直った。オリヴィアの脈や体温、瞳の状態などを確認したあと、ほっと笑みを浮かべる。

「特に異常はなさそうですね。少し、無理をさせてしまったみたいです」

「そ、そう……」

　手慣れたその様子に「そう言えばこの人、医術師だったわ」と今さら思い出す。

　するとルークがもう一度、サイドテーブルの本を手に取った。

「ところで、これはどなたのものですか？」

「えっ？」

「うちの医術書のようなので。誰か読んでいる方がいるのかなと」

　まさかの質問に、オリヴィアは思わず口をつぐんだ。しかし黙っていることでもないわね、と素直に告白する。

「私よ」

「えっ？」

「ちゃんと正規のルートで手に入れたものよ。なにか問題があって？」

「問題、というか……」

　まさかオリヴィアのものだとは思わなかったのだろう。ルークはしばし考え込んだあと、少し言いづらそうに切り出した。

「これ、相当古い時代のものだと思います」

「古い？」

「はい。こちらの国とは書き文字が違うので分からなかったかもしれませんが、使われている単語や文法が今のものとはかなり異なっているので。うちでも読める人間は限られるから、多分読むのに苦労されているんじゃないかと」

　ルークの返答に、オリヴィアは思わずぱちぱちと瞬く。だがすぐにベッドから慌ただしく転がり出ると、彼が持っていた本を両手で奪った。

「あなた、これが読めるの？」

「まあ、一応……」

　それを聞いたオリヴィアはすぐさま表紙を開き、あるページを指差した。

「ここ、翻訳してくれる？」

「ええと、衛生管理の重要性を説いた項目ですね。……『衛生管理は病の原因となる細菌類を遠ざけることで治療途中、また治療後の合併症を防ぐ効果が期待される。具体的な対策としては患者の衣服・シーツ・食器等の煮沸消毒、ならびに入院施設の換気・排水設備を整え──』……」

「続けて」

「は、はい……」

　いつになく真剣な顔つきで促され、ルークは静かに読み進めていく。該当する項目すべてを読破したところで、ようやくオリヴィアが息を吐き出した。

「やっぱり、合ってたんだわ……」

「古い医術書ですが、内容的には特段間違ってはいないと思います。ただ外科的手術や輸血のやり方などは、今の技術とはだいぶ変わっているところもあるかと──」

「…………」

　なおもじっとページを眺めるオリヴィアに、ルークがふと尋ねた。

「もしかして、医術師になりたいんですか？」

「……そんなたいそうなものじゃないわ。ただ、今のアルヴァーテインの医術に納得がいっていなくて」

「薬草学と祈祷治療、でしたっけ」

「そうよ。たくさんの血を流して今にも命を失いそうな兵士を前に、よく分からない薬を飲ませるの。そんなことをして治ると思う？」

「まあ、それは厳しいと思いますが……ただ、アルヴァーテインの薬草学は大陸随一だと聞いています。実際うちや帝国もその知識を欲していますし……。祈祷も、精神的な病を抱えた患者にとっては有効なケースが多々あります」

「もちろん私だって、すべてが劣っている、間違っていると言うつもりはないわ」

　オリヴィアは無意識に、ぎゅっと下唇を噛みしめる。

「それでも私は、今のままではダメだと考えているのよ。あなたの国や帝国のように、もっと進んだ医術を身につけなければ、この国はいずれ──」

「…………」

　押し黙ってしまったオリヴィアを、ルークはじっと見つめていた。

　しばらくして「それでは」と柔らかく微笑む。

「良かったら、うちに見学に来ますか？」

「えっ？」

「職場──というか、医術院でしたらご案内できるかなと」

　まさかの提案に、オリヴィアは最初理解が追いつかなかった。だが震える手で本を置くと、そのまま彼の両手をがしっと摑む。

「いいの……？」

「は、はい……。あっ、ただ身分は隠していただきますが」

「ありがとう……！」

　嬉しさのあまり、オリヴィアはぱあっと頬を紅潮させる。

　その意外な反応に、ルークはこれまで見たこともないほど目を見開くのだった。







第四章 夢の始まりと、幸せの終わり








　よく晴れた秋の日。

　場所は隣国ラーヴァーグルト、医術院入り口。

　立派な馬車に乗って到着したオリヴィアを、ルークが嬉しそうに出迎えた。

「ようこそお越しくださいました。ええと──」

「ここにいる間は『リディア』と呼んでちょうだい」

「かしこまりました、リディア様。そういえば髪を染められたんですね。黒い髪、とても良くお似合いだと思います」

「明日には落ちる簡単な染粉よ。だいたい、あなたがしつこく『正体がバレては困りますから！』って言ったんじゃない」

「ふふ、そうでした」

　無邪気に笑いながら、ルークは馬車から下りるオリヴィアの手を取る。

　薄暗い寝室ではなく、太陽の下で見る彼はまたいっそう爽やかで──同時に、彼が長身であったことを思い出した。こうして並び立つと見上げるような高さである。

（ここが……ラーヴァーグルト──）

　オリヴィアは初めて降り立つ異国の空気に、知らず胸をときめかせたのだった。




　護衛たちを伴い、門衛に頭を下げて中に入る。

　鉄扉の門を越えてすぐ、白い石材で出来た重厚な建物が現れた。高さは三階立てで、東と西にそれぞれ一棟と、それを繋ぐよう横向きに建てられた一棟の計三棟。周囲には芝が整えられた見事な庭園が広がっている。

　建物同士を繋ぐ長い回廊を歩きながら、ルークがすらすらと説明した。

「ここが今、僕が勤めている王立医術院です。医術師が約五十名、薬師が二十名、訓練師が十六名に、あと世話役の女性が日替わりで八十人ほど働いています」

「こんなに大きいのね……」

「一応、国の最高医術機関という位置づけですので。診察、治療、調薬、身体機能回復、入院、手術といったあらゆる医術行為を行います。なのでどうしてもこのくらいの規模になってしまうんです」

　やがて二つの棟を結ぶ、中央の棟に辿り着いた。

「こちらが医局です。休憩中の医術師が待機しています」

「医局……」

　オリヴィアはおそるおそる中を確認する。するとルークの同僚らしき男性が気づき、嬉しそうに駆け寄ってきた。

「おっ、ルークお疲れ！」

　男性はぴたりと足を止め、オリヴィアの方をのぞき込んだ。

「あっ、もしかして、ルークの生徒さんですか!?」

「え、ええと……」

　勢いよく話しかけられ、オリヴィアはどう応対したものかと、ちらっとルークの方を見上げる。ルークが苦笑し、「こら」と男性をたしなめた。

「そうですよ。とても繊細なので、あんまり脅かさないでください」

「ちぇー。たしか、うちの医術に興味があって見学に来たんでしたよね？　いやあ、アルヴァーテインのお嬢さんなのに大したもんだ。何か気になることがあったら、誰でも捕まえて聞いてくださいね」

「あ、ありがとうございます……」

　手を振りながら愛想よく去っていく男性に頭を下げたあと、オリヴィアがルークをじろっと睨みつけた。

「いったい誰があなたの生徒ですって？」

「そ、そう言うしかなかったんですよ……。派遣先の仕事が、貴族のお嬢さんの家庭教師で、その子が医術に興味を持っているからと……」

「……まあいいわ。初夜の教育係も家庭教師も似たようなものだし」

「それ！　絶対ここでは言わないでくださいね!?」

　口元で人差し指を立てたルークに念を押され、オリヴィアは「はいはい」と呆れたように笑う。

　そこでふと、壁際に置かれていた模型に目を奪われた。どうやら人体の構造を立体化したものらしく、さまざまな臓器や血管などが本物そのままに作られている。

　まじまじと見つめていると、先ほどとは違う医術師に声をかけられた。

「可愛らしいお嬢さん、こうしたものに関心がおありで？」

「関心というか、単純にすごいと思ったのよ。どうやったらここまで子細なものが再現できるのかと不思議で」

「これは各医術師の精巧なデッサンを元に、工房で作っていただいた特注品なんです。それぞれ分解して手に取ることも出来ます。良かったらご説明しましょうか？」

「お願いするわ！」

　オリヴィアが目を輝かせながら説明を聞いている姿を見て、ルークは一人微笑む。

　少し離れたところで様子を見ていると、先ほどの同僚がこそこそっとルークに話しかけてきた。

「おい、あれが噂のお嬢さんかよ。めちゃくちゃ可愛いじゃん！」

「ええ、まあ……」

「アルヴァーテインって綺麗な人が多いんだなー。この分なら、お前の婚約者とか相当な美人なんじゃねーの？」

「はは……」

　曖昧な笑みを浮かべるルークを見て、同僚が「ふむ」と顎に手を添える。

「なあ、良かったらあの子、あとでオレに紹介してくれねえ？」

「は？」

「今は国の違いがあるけど、お前が結婚すれば多分、アルヴァーテインとは友好国になるだろ？　そうしたらあの子とお付き合いしても──」

「絶対しません!!」

「うおっ、びっくりした……お前、そんなデカい声出せたのかよ」

「す、すみません……つい」

　そんな二人のやりとりなど気づかないまま、満足した様子のオリヴィアが帰ってくる。

「すごいわ！　こんなに詳しく──ルーク？　どうしたのよ、顔を真っ赤にして」

「いえ、なんでもありません。次の場所に行きましょう」

　ルークにぐいぐいと背中を押されるようにして、二人は医局をあとにする。そのまま医術師たちが働いているという東棟を案内された。

「こちらは外来です。紹介状を持った患者が訪れ、個別に診察をします」

「紹介状？　それがないと受診できないの？」

「出来なくはありませんが、検査などでかなりお待たせすることになると思います。なのでまずは街にある小さな診療所に行ってもらい、病状の改善が見られない、もしくは重篤な病であると診断された場合、うちに来ることが多いですね」

「そうなのね……アルヴァーテインではそうした連携がないから、患者は診療所や祈祷師をいつも転々としていると聞くわ。王宮にいる医術師に見てもらうには、貴族からの書状が必要だし……」

「どんなやり方にも長所短所はあると思いますが、深刻な病状の患者を出来るだけ早く見つけ出し、迅速に治療を施すというのは大切でしょうね」

「そうよね……」

　待合室と思しき広間では、たくさんの患者が椅子に座って順番を待っていた。聞けばルークも、普段はここで数多くの診察を行っているらしい。

「同じ棟に薬務室、検査室、訓練室などがあります。あとは手術室ですね」

「手術？」

「おそらくここが、アルヴァーテインの医術といちばん違うところだと思います。近くまで行ってみましょうか」

　診察室からしばらく歩いて行くと、他より格段に静かな一角に辿り着いた。

　ガラスが嵌めこまれた大きな扉が並んでおり、そのうちの一つの前でルークが足を止める。

「こちらが手術室です。投薬を中心とした内科的医術に対し、外科的医術と呼ばれるものが手術です」

「外科的医術？」

「簡単に言うと、本人の自己治癒力に頼るだけではなく、医術師が患者の体に直接治療を施すやり方です。胸を切り開いて悪い臓器を取りのぞいたり、出血が止まらない部分を消毒した針で縫合したり──」

「そ、そんなことをして大丈夫なの？」

「もちろんめちゃくちゃ痛いです。なのでエーテルと呼ばれる薬品を使用した、麻酔という処置を行います。これをすると人体が深い睡眠状態になり、痛みを感じることなく施術が出来るんです」

「麻酔……」

「もちろん出血などは止められないので、必要があれば増血や輸血を行います。今、ちょうどその手術をしているところですが……。その、見るのには少しつらい光景だとも思いますので、無理にご覧になる必要は──」

　ルークの気遣いに、オリヴィアはしばし押し黙る。

　胸を切り開く、針で患部を縫う──普通に考えればおぞましい残虐な行為だ。

　怖くないと言えば噓になる。だが──。

（でもこれがあれば、アルヴァーテインの民たちをもっと助けられる……！）

　オリヴィアはわずかに震える唇を噛みしめると、まっすぐにルークを見上げた。

「大丈夫よ。言ったでしょう、私は何ごとも自分の目で見たいと」

「……そうでしたね」

　ルークが場所を空け、どうぞとガラス前をオリヴィアに譲る。

　こわごわと覗き込んだ先では、白い服に身を包んだ医術師たちが横たわった一人の患者を取り囲んでいた。手には小さなナイフのようなものがあり、そこから真っ赤な血が一筋垂れている。

（……っ……本当に、人の体を切っているわ……）

　一瞬、なんて野蛮な、という感想が脳裏をよぎった。

　だがこれこそが自分の求めていた最新の──帝国にも通用する医術なのだと思い直し、手術の様子を懸命に目に焼き付ける。

　ルークはそんな彼女を見つめながら、静かに口を開いた。

「手術は、たしかに内科的医術に比べて非常に危険ですし、成功率も高いわけではありません。ですが薬だけでは治らなかった患者が回復したり、死を待つだけの重傷者を生きながらえさせることが出来る、最後の手段でもあります」

「…………」

「見たこともない技術を取り入れるには、きっとたくさんの抵抗と反論があるでしょう。ですがもっとも大切なのは『人の命を救うこと』。……いつかきっと、アルヴァーテインの方たちにも受け入れられる日がくると思います」

「……そうね。そして私は、それを先導する立場にある」

「僕も一緒に戦いますよ」

「ルーク……」

　その言葉に、オリヴィアは思わず顔を上げる。

　目が合ったルークはにこっと微笑み──それだけでオリヴィアは、いつか本当に叶いそうな気がした。

「それでは西棟の方を回って、医局に戻りましょうか」

　西棟は入院患者たちの場所らしく、アルヴァーテインの診療所では考えられないほど清潔で整頓された空間が広がっていた。

　世話役の女性に尋ねると、使っている入院着やシーツ、タオルなどは毎日洗浄・消毒され、常に新しいものと取り換えているらしい。

「病は淀んだ空気が持ち込む、とも言われています。そのため定期的に窓を開けて、換気をすることも重要ですね」

「なるほど……」

　こうして広大な医術院を一周し、ようやく二人は医局へと帰ってきた。

　すると一人の医術師がルークを呼び止める。

「ああルーク。悪いがちょっと、今度の手術のことで相談に乗ってくれないか」

「ええっと……」

　ルークが心配そうにこちらを見る。

　それに気づいたオリヴィアは、すぐに小さく微笑んだ。

「私のことなら気にしなくていいわ。ここで適当に時間を潰しておくから」

「すみません、早めに戻りますので」

　彼を送り出したあと、オリヴィアはぼんやりと医局内を見回す。

　そこで突然、見知らぬ女性から話しかけられた。

「あの！　アルヴァーテインの方がこちらに来ているとお伺いしたのですが、もしやあなた様でしょうか!?」

「そ、そうだけど……」

　医術師の黒い制服ではなく、濃い緑色の法衣。茶色の髪を左右でおさげにしており、大きな眼鏡をかけている。

　彼女は分厚い本を抱えたまま、やや興奮気味に語り始めた。

「わたし、こちらで薬師をしているミラと申します。あの、よければアルヴァーテインの薬草学についてぜひご教示願えればと」

「えっ？」

「本当はもっと早くに学びに行きたかったんですが、なにせ戦争中でしたので国境を越えることすらままならなくて。でもアルヴァーテインの薬草に関しての知識は、帝国でもかなわないほど豊富だとお聞きしました。この症例などをぜひ詳しく──」

　ぐいぐいと迫ってくるミラを前に、オリヴィアは顔をこわばらせる。

「ご、ごめんなさい、私はその……医術師ではないの」

「そうなんですか？　ではどうして見学に」

「こちらの医術に興味があって。……力になれなくて、本当にごめんなさい」

「そう……でしたか。すみませんこちらこそ、いきなりこんな話をして」

　ミラは丁寧に謝罪し、しょんぼりとした様子で医局を立ち去った。その背中を見ていたオリヴィアのもとに、話し合いを終えたルークが戻ってくる。

「お待たせしました、オリ──ええと、リディア様？　何かありましたか」

「……ううん、なんでもないわ」

　行きましょうとオリヴィアが歩き出し、ルークがそのあとを追う。

「今日はありがとう。とても勉強になったわ」

「いえいえ、これくらいお安い御用です。本当は、アルヴァーテインの医術師の方も来てくださるといいのでしょうけど……」

「そうね……」

　わずかに逡巡し、オリヴィアはくるりと振り返る。

「ルーク、お願いがあるのだけど」

「はい、なんでしょう？」

「その──」

　オリヴィアの提案を、ルークは黙って聞いていた。

　だがすぐに笑みを浮かべる。

「もちろんいいですよ。戻ったらすぐに準備します」

「本当？」

「はい。一緒に戦う、と申し上げましたからね」

「ルーク……」

　オリヴィアは喜びに満ちた眼差しでルークを見上げる。

　彼もまた、穏やかに微笑んでいた。




　医術院の外に出ると、空には見事な夕焼けが広がっていた。

　門の前には迎えの馬車が留まっており、二人はそのまま乗り込む。

　もっともルークは最初、「護衛の方たちが乗る方で大丈夫です」と必死に抵抗したのだが、オリヴィアからなかば無理やりに連れ込まれた。

　ガタゴトと車輪が回り始め、座席に座ったオリヴィアが大きく伸びをする。

「今日は本当に楽しかったわ。偽名を使うのも、変装するのも初めてだったし」

「オリヴィア様のことは我が国でも有名なので。おかげで、誰も王女様だとは気づけなかったようです」

「ふふ。時々、自分の国でも試してみようかしら」

　口の端に笑みを浮かべながら、オリヴィアは馬車の小窓から外を見る。

　ちょうど王都の大通りに差し掛かったところらしく、職人らしき男性や行商人、女性、子どもといったさまざまな人たちが出歩いていた。

　通りの軒先にはたくさんの露店も出ており、野菜や精肉、色鮮やかな果物に宝飾品、おもちゃ、工芸品などが数多く並んでいる。

「ここは随分と賑やかなのね」

「この時間は特にですね。すぐ近くに市場と港があるので」

「あの女性が手にしているのは何かしら」

「あれはマルフィムというお菓子ですね。薄く伸ばしたパンの生地を何層にも重ねて、間にクリームを挟んで焼いたものです。甘くておいしいですよ」

「ふうん……」

　興味津々にそれを見つめるオリヴィアの姿に、向かいに座っていたルークが微笑む。

「良ければ食べて帰りますか？」

「えっ？」

「多分、アルヴァーテインにはないと思いますし……。馬車の移動もしばらくかかるので、お腹が減るだろうかと」

「そ、そうね……」

　オリヴィアは少しだけ悩んでいたようだが、やがてウキウキと顔を上げた。

「あなたが食べたいなら、付き合ってあげてもいいわ」

「はは……。では馬車を止めてもらいますね」

　馭者席に指示を出し、大通りの片隅にいったん待機してもらう。

　護衛たちには鎧を脱ぎ、少し離れたところからついてくるよう指示したあと、オリヴィアはルークに命じた。

「さ、早くマルフィムの店に案内しなさい」

「かしこまりました、お姫様」

「今の私は姫ではないわ。ただのリディアよ」

「そうでした」

　無邪気に笑うオリヴィアを前に、ルークはどこか嬉しそうに答える。

　手からクリームを溢れさせながらマルフィムを食べ、近くにあった露店を二人で見て回る。オリヴィアは目をキラキラさせながら、次から次へとルークに尋ねた。

「あの果物、すごく大きいわ。なんていうのかしら」

「あれは南の大陸で取れるロニですね。皮がとても硬いので、ナイフで剥かないといけないんですが、その分の中の実はとろけるような甘さがします」

「あっちにあった織物は？　どうしてあんな色が出るのよ」

「あれは染料ではなく、織り方が特殊なんだそうです。向きを変えて重ねることで、左右で違った輝きが現れるのだと」

「そう……詳しいのね」

　やがてオリヴィアは、ある出店の前で足を止めた。

　女性向けの髪飾りや首飾りを売っているらしく、色ガラスのビーズを用いたものや、銅や錫といった安価な金属の装飾品が飾られている。

　なにげなしに見ていると、隣にいたルークがそのうちの一つを手に取った。

「これなんて、リディア様に似合いそうですね」

「そうかしら？」

「はい。あ、もちろん元の髪の時ですが」

　ルークが持っていたのは大振りの髪飾りだった。綺麗な金色をしていたが、価格からいってそれらしく塗っているだけだろう。

　それを聞いたオリヴィアはいたずらっぽく笑った。

「じゃあ、プレゼントしてくださらない？」

「えっ？　僕がですか!?」

「当たり前じゃない。他に誰がいるのよ」

「買うのは別に良いんですけど、でも、あの……安物ですよ？　リディア様が身に着けるようなたいそうなものでは……」

「いいのよ。……あなたが選んでくれたものが、ほしいの」

　オリヴィアのその返事に、ルークはしばしぽかんとしていた。だがみるみるうちに顔を真っ赤にすると、髪飾りを握りしめて踵を返す。

「す、すぐに買ってきます！」

　間もなくして、支払いを終えたルークが戻ってきた。

　髪飾りを受け取ったオリヴィアはすぐに髪をまとめ、後ろで留める。彼の前でくるりと一回転したあと、夕日を背に可愛らしく微笑んだ。

「どう？　似合ってる？」

「は、はい……」

「ありがとう。……大切にするわ」

　それを聞いたルークは、「はい……」と眩しそうに目を細めるのだった。




　再び馬車に乗り込み、二人はアルヴァーテインへの帰路に着く。

　すっかり暗くなった窓の外を見つめながら、オリヴィアがぼそりとつぶやいた。

「今日は本当にありがとう。……こんな楽しい日は初めてだわ」

「喜んでいただけて良かったです。またいつでも」

「ええ」

　ルークに笑みを返しながら、オリヴィアはふと口にする。

「それにしてもあなた、本当に何でも知っているのね」

「そうですか？」

「最初は、医術師だから詳しいのだと思っていたわ。でも古代語を読める人間はほとんどいないそうだし、私が何を尋ねてもすべて答えてくれた」

「たまたまですよ」

「それに比べて私は……本当に、何も知らない……」

「……？」

　馬車の窓枠にそっとこめかみを寄せ、オリヴィアは静かに口にした。

「……医局でね、薬師の女の子からアルヴァーテインの薬草学について聞かれたの。でも私、何一つ答えられなかった。今まであれだけ、自分の国の医術を否定していたくせに……」

「医術師ではないのだから、仕方ありませんよ」

「いいえ。私はそれを学ぶことが出来たはずよ。それなのに……。本当は、他国の医術書を解読するより先に、するべきことがあったのかもしれない……」

　劣っている、遅れていると決めつけていた自国の医術。だがそれは本当に、何もかも役に立たないものだったのだろうか。

　やがてオリヴィアは「ふっ」と寂しそうに微笑んだ。

「私……本当に無知で、馬鹿で……『何も知らないわがまま姫』だったのね……」

「オリヴィア様……」

「リディアよ。……今日だけは、そう呼んで」

　不安そうなルークに笑みを返し、オリヴィアはそっと目を瞑る。

　がたん、ごとんという振動が心地よく──やがて眠りの世界に落ちていった。





　　◆






（どうやら、眠ってしまったみたいだな……）

　オリヴィアの寝顔を確認し、ルートヴィクはほっと息を吐き出した。

　隣国までの馬車移動、医術院の見学、城下町の散策にと休む暇なく歩き回っているのだ。疲れるのは当然だろう。

（でも、無事に終わって良かった……）

　医術院の見学が決まってすぐ、ルートヴィクはラーヴァーグルトに帰国した。

　派遣先の令嬢が来たいと言っていると嘘をつき、同時に、自分が第二王子であることは絶対にバレないようにしてほしい、と同僚たちに懇願した。

　幸い快く受理され、なんとか一日正体を明かさずに済んだのだ。

（オリヴィア様のことも、隠し通せたようだし……）

　案内している間、彼女はずっと目を輝かせていた。

　医術師の言葉に興味深くメモを取り、世話役の女性たちに衛生管理の詳しいやり方について尋ねる。本当は見せるつもりがなかった手術の現場も、彼女は強い意志とともに真剣に観察していた。

　本気で、自国医術の革新を目指しているのだろう。

（すごいな、ほんと……）

　そこで突然、馬車ががたん、と大きく揺れた。

　ルートヴィクは慌てて立ち上がると、オリヴィアの体を受け止めようとする。

　しかし大した衝撃ではなかったのか、彼女は客車の壁にもたれたまま、くうくうと穏やかな寝息を立てていた。

「良かった……」

　ほっと安堵し、向かいに腰を下ろした瞬間、再び馬車が大きく揺れる。

　どうやら悪路に差し掛かってしまったらしい。

「…………」

　ルートヴィクは一瞬だけ考えると、そうっと自らの席を立った。オリヴィア側の席に座り直すと、彼女の頭を自身の肩へと慎重に移動させる。

（だ、大丈夫かな……）

　だがこのまま放置していれば、いつか頭をぶつけてしまうかもしれない。

　すみません、と心の中だけで謝罪しつつ、ルートヴィクは眠るオリヴィアの顔をこっそりと覗き見た。

「…………」

　伏せられた長い睫毛。艶々と輝く唇。まっすぐ通った鼻筋。

　間近で見る彼女は相変わらず美しく、ルートヴィクの鼓動が自然と早まる。

（何も知らないわがまま姫、か……）

　そこでふと、彼女の髪を留めている髪飾りに目が向いた。

　王族が使うにはあまりに不釣り合いな、安物のアクセサリー。

　でも、それを着けて微笑んだ彼女は、びっくりするくらい綺麗で──。

「……オリヴィア」

　膝の上に置かれていた彼女の手に、そっと自身の手を重ねる。

　ベッドで抱き合っているときよりもずっと──心臓が高鳴っている気がした。





　　◆






　ラーヴァーグルトから帰還した数日後。

　オリヴィアは久しぶりに、王宮にある医局へと向かっていた。

「師長はいる？　少し、話したいことがあるのだけど」

「オリヴィア様、今度は何のご用件ですかな？　以前の話でしたらもう──」

　嫌々奥から出てきた医術師長を前にして、オリヴィアはいきなり頭を下げた。突然のことに師長をはじめとした医術師全員がぎょっと目を剥く。

「な、なにを……」

「まずは、これまでの謝罪をするわ。あなたたちの医術について何も知らないのに、批判するようなことばかり言って──本当にごめんなさい」

「オ、オリヴィア様、頭を上げてください」

「我が国の薬草学が素晴らしいものだと聞いて──私は、自分がいかに無知であったかを痛感したの。それでその……忙しいとは思うのだけれど、良ければ私にも、その知識を教えてもらえないかしら」

「オリヴィア様に、ですか？」

「ええ。……私はもう、無知で馬鹿なわがまま姫ではいたくないの」

　まさかの申し出に、医局の中は名状しがたい動揺に包まれた。それらのざわめきを制するかのように師長が「こほん」と咳払いをする。

「おっしゃる通り、我々は大変多忙な身です。オリヴィア様お一人の勉強のためにわざわざ医術師を派遣するとなると、なかなか難しいかと」

「……そう、よね」

「……ですがオリヴィア様がこちらの医局にお越し下さるのであれば、手が空いているものが応対することは可能でしょう。薬草の実物もお見せすることも出来ますし、蔵書室にある医術書をお貸しすることも──」

　続く言葉を聞き、オリヴィアは思わず顔を上げる。

　少々気恥ずかしそうにしている師長の手を取ると、ぎゅっと強く握りしめた。

「それで十分よ！　……ありがとう」

「い、いえ……」

「それから、もうひとつお願いがあるのだけど……」

　そう言うとオリヴィアは、羊皮紙の束を取り出した。

　そこにはこちらの書き文字で、様々な医術の基礎について書かれている。

「こ、これは……」

「知り合いのラーヴァーグルトの医術師に、うちの言葉で書いてもらったの。ここに、衛生管理が合併症の予防にいかに有効であるかが書かれているわ。これを回覧して、もし納得がいくようなら検討してもらいたいの」

「ラ、ラーヴァーグルトの……」

「他にも麻酔のやり方や外科的治療、術後の経過観察といった項目をまとめてもらっているわ。もちろん、どれもうちにはない施術だから、すぐに導入するのは難しいと思うけれど……。もし少しでも興味のある人がいれば、ラーヴァーグルトの王立医術院を見学する伝手もあるし──」

「王立医術院を……!?」

　いつの間にか、周囲にいた医術師たちがオリヴィアの近くに集まってきた。翻訳された資料が気になるのか、みなちらちらと視線を送っている。師長もまた羊皮紙を睨みつけていたが、やがてオリヴィアに向き直った。

「オリヴィア様、いったいどこでこのような資料を？」

「言ったでしょう。ラーヴァーグルトの医術師と知り合ったと」

「…………」

　師長は「ふうっ」と大きく息を吐き出し、他の医術師たちから資料を遠ざけた。手元にまとめると、あらためてオリヴィアに向かって話しかける。

「この資料はいったん医局内で共有、回覧いたします。ただし内容の精査には時間がかかりますので、すぐにこれらを導入する──などとは思われませんよう」

「もちろんよ」

「またご連絡いたします。……薬学についての指導は、明日からでも」

「ありがとう」

　奥の部屋に戻っていく師長に頭を下げ、オリヴィアは他の医術師たちにも礼をする。そのまま医局を出ると、ルークが滞在しているという貴賓室へ駆け込んだ。

「ルーク！　やったわ！　受け取らせたわよ!!」

「本当ですか!?」

　無邪気に飛びついてきたオリヴィアを、ルークが慌てて抱き止める。

「やっぱり、あなたの作った資料が良かったのよ！　閨の時間を使って仕上げた甲斐があったわ。古代語で書かれた医術書の時は見向きもされなかったけど、内容が理解出来るとなった途端、みんなすごく興味を持っていたもの」

「お役に立てて良かったです。オリヴィア様から頼まれた時は、ちゃんと出来るか不安でしたが……」

「あなたが初夜教育で最初に用意してくれた資料、あれを覚えていたの。こちらの書き文字で書けば、読んでくれる医術師もいるかもしれないって」

「ふふ、作戦成功ですね」

　満面の笑みで報告するオリヴィアを、ルークもまた嬉しそうに見下ろす。抱きしめられたその体勢のまま、オリヴィアは「それから」と目を輝かせた。

「薬草学についても勉強出来ることになったのよ！」

「そちらもずっと、望んでましたもんね」

「これであなたの国の薬師──ミラの問いかけに、少しでも答えられるようになればいいのだけど……」

「大丈夫。頑張っていれば、きっとご自分のものとなる日が来ますよ」

「ええ、そうね」

　ルークの言葉が嬉しくて、オリヴィアはつい彼に口づけしたくなる。

　だが顔を近づけようとしたところで──「はっ」と自らの立場を思い出した。

（……ダメよ。私ったら、何を考えているの……）

　彼は初夜の教育係。

　処女を奪ってもらう役割こそあれど、決して恋人ではないのだ。

（それに私にはもう、婚約者がいる──）

　ラーヴァーグルトの第二王子、ルートヴィク・ラーヴァーグルト。

　顔も性格も知らない。極悪非道の冷血王子。

　そんな相手でも──二国の和平のため、この結婚からは絶対に逃げられない。

（ルークが婚約者なら、良かったのに……）

　口づけの代わりに、彼の首元にギュッと抱きつく。

　ようやく自覚した本当の気持ちを、オリヴィアは胸底に押し隠すのだった。





　　◆






　それから数日後。

　薬草学の本を読んでいたオリヴィアの元に、宰相・ジルベールが訪れた。

「失礼いたします、オリヴィア様。なんでも近頃、薬草学の勉強を始められたとか」

「ええ。覚えることが多くて大変だけど、すごく楽しいわ」

「熱心で結構なことでございます。ただ、姫君としての大切なお役目のことは覚えておられますかな？」

「……もちろんよ」

　本を閉じ、椅子に座ったままジルベールの方を振り返る。

「聞けば最近、隣国ラーヴァーグルトに遊びに行かれたと」

「遊びじゃないわ。視察よ」

「気晴らしは構わないのですが……最近、初夜教育があまり進んでいないようだと侍女から聞いております」

「それはその……少し、急ぎで準備しなければならない資料があったのよ。今日から再開するわ。それで文句ないでしょう」

「…………」

　すると押し黙っていたジルベールが「はあ」と息を吐き出した。

「ラーヴァーグルトへの輿入れの日が決まりました」

「!!」

「期日は約二カ月後。婚礼品の手配等もありますので、オリヴィア様におかれましては早急に、花嫁にふさわしい御身となる儀式を終えていただきたく存じます。……どうか、お覚悟を」

「……分かってるわ」

　ジルベールが退室し、オリヴィアは部屋にいた侍女たちにも出て行ってもらう。一人になったところで、閉じた本の表紙をそっと撫でた。

（ついに、この日が来てしまったのね……）

　最初は、さっさと済ませればいいと思っていた初夜教育。

　でも今は一晩でも、一日でもいいから続いてほしいと願っている。

　だがこれ以上引き延ばすことは難しいだろう。

「……ルーク……」

　いつかは訪れる別れの時。

　それがようやく来ただけだと、オリヴィアは自身に言い聞かせるのだった。




　そしてその夜。

　オリヴィアは久しぶりに初夜教育の寝室に入り、ベッドに腰かけていた。

　遅れて部屋を訪れたルークが嬉しそうに切り出す。

「オリヴィア様、薬草学の方はいかがですか？」

「難しいけど、興味深いことばかりだわ。医術師たちもとても丁寧に教えてくれるし……うちにこんな卓越した知識があったなんてね」

「友好国になった暁には、ぜひ互いの医術を共有できる関係になりたいですね」

「ふふ、そうね」

　ベッドから立ち上がり、ルークの前に立つ。彼の上衣を脱がしながら、出来るだけいつものように切り出した。

「そのためには私が頑張らないと」

「もう充分頑張っておられますよ。隣国への視察に医局への陳情、それに──」

「そっちじゃないわ。……王族としての仕事よ」

　そう言った瞬間、ルークがびくりと身構えたのが分かった。オリヴィアもまた気づいたものの、そのまま彼のボタンに手を伸ばす。

「輿入れの日が決まったの。だから、あなたとの勉強はこれが最後」

「オリヴィア様……？」

　見慣れた胸板が現れ、オリヴィアはそこに手のひらを当てる。とくん、とくんという彼の温かい鼓動を感じながら、静かに口を開いた。

「ルーク、私を抱いてちょうだい」

「……っ！」

　以前はあんなに簡単に命じることが出来たのに。

　今となっては、この言葉を口にすることがこんなにも怖い。

「お願い。……もう、時間がないの」

「オリヴィア様……」

　祈るような気持ちでルークの返事を待つ。

　彼はしばらく沈黙したあと、胸元にあったオリヴィアの手をそっと握った。

「すみません……やっぱりそれは、出来ません」

「……どうして？」

「オリヴィア様だって、うちの医術院を見て分かったでしょう。時代はどんどん進んでいるのだと。『処女悪魔信仰』だって失われていく悪習の一つです。ラーヴァーグルト王家だって、そのようなしきたりを守る必要はないと考えています」

「…………」

「いくらアルヴァーテイン王家の命令だからといって、あなたが犠牲になる必要はどこにもない。だから──」

　だが続く言葉を遮るように、オリヴィアは摑まれていた手を彼の頬に伸ばした。

　ルークは悲しそうに口元を歪めており、それを見たオリヴィアは自分でも驚くような幸福感に包まれているのが分かる。

　本当に──優しい人。

「もちろん、分かっているわ」

「……？」

「処女を失わなければ婚姻がナシになるとも、和平が白紙になるとも思っていない。あなたの国が、そんな非合理な風習を強要してくるはずがないことも」

「じゃあ……」

「これは私の望みなの、ルーク」

　今ここで、あなたが好きだとためらいもなく言えたなら。

　それはどれだけ幸せなことだっただろう。

「私は私の初めてを、あなたにあげたいの。政略結婚で決められた、顔も性格も知らない相手ではなく、私のことを本当に大切にしてくれた、あなたに」

「オリヴィア様……」

「だからお願い。……一度だけで、いいから」

　するりと彼の手を解き、オリヴィアは最後の審判を待つように俯く。

　もしこれで。

　もしこれで断られたら、すべて終わりにしよう。

　ジルベールに頼んでルークを帰してもらって、婚姻の準備をして、ギリギリまで薬草学の知識を詰め込んで、そして──

（何も知らない男の元に、嫁ぐのね……）

　だが直後──絶望していたオリヴィアの体を、力強い何かがしっかりと包み込んだ。慌てて顔を上げると、ルークが全身でオリヴィアを抱きしめている。

　彼は掠れた声でこわごわと尋ねた。

「……自分が言っている意味、分かってるんですか」

「もちろんよ」

「どうして僕なんですか」

「だってあなた、私の初夜の教育係でしょう」

「……本当に、それだけが理由なんですか」

　しらじらしい問答すらも愛おしく、オリヴィアは彼の耳元に唇を近づける。

「あなたが納得のいく理由を、好きにつけていいわよ」

「……っ」

「それでどうするの？　やるの、やらないの？」

「あなたって人は……」

　小悪魔的なオリヴィアの微笑みに、ルークはひとり葛藤しているようだった。

　だがその場で彼女の体を抱き上げると、そのままベッドへと向かう。

「本当に、これで最後ですから」

「ルーク……」

「ほんと……結局ずっと、かないませんでしたね」

　わずかに苦笑し、ルークはオリヴィアの体を優しくシーツの上へと下ろした。

　彼女の上に跨る──その途中、オリヴィアが「そうだ」と目を見開く。

「ねえ、キスしてもいいかしら」

「は？」

「だってあなた、結局一度もしてくれなかったでしょう」

「それは、恋人ではないからで……」

「今夜だけは恋人になったつもりでしてちょうだい。だいたい、冷血王子にキスが下手だなんて馬鹿にされたくないのよ」

「馬鹿にはしないと思いますけどね……」

　またも呆れたように笑い、ルークの手がオリヴィアの頬に添えられる。傾いた彼の顔が迫ってくるのを見て、オリヴィアは静かに目を閉じた。

　唇にゆっくりと、柔らかいものが触れる。

「……んっ……」

　自分とは明らかに違う熱を持ったそれはすぐに離れ、少しずれた場所にまた押し当てられる。ちゅ、ちゅ、と小鳥がついばむような口づけに、オリヴィアは懸命に息を継いだ。

　最後にちょっとだけ長いキスをして、ようやく彼の顔が離れる。

「すみません、苦しくなかったですか？」

「平気よ、これくらい」

「良かった。じゃあ今度は、もっと深くしますね」

「？　深くって──っ!?」

　ルークがゆっくりとのしかかってきて、オリヴィアの体はベッドに押し倒される。

　顎先に彼の指が下りてきたかと思うと、上向かせるようにして口をはくりと開けさせられた。

　するとそのわずかな隙間から、分厚い舌が潜り込んでくる。

「ルークっ、んっ……ふっ……」

　まるで口の中全体を愛撫されているかのような。

　ルークの熱い吐息と興奮を唾液ごと流し込まれ、オリヴィアはその情熱に必死になって応えた。最初は息苦しさも覚えていたが、彼の舌使いは手での前戯同様とても細やかで、やがてその心地よさに陶酔してしまう。

（すごい……気持ちいい……）

　何よりも、彼が自分のことを求めてくれている──とオリヴィアは夢中になって彼の舌を迎え入れた。ルークもまた顔の角度を変え、舌の向きを変え、執拗に彼女の咥内を犯していく。

　そうしてオリヴィアがすっかり蕩けてしまった頃、彼が舌を引き抜いた。

「……っ、はあっ……あっ……」

「オリヴィア様……」

　熱っぽく名前を呼びながら、ルークはオリヴィアの耳朶に唇を寄せる。

　れろ、とふちを舐めたあと、そのまま首筋をなぞるように移動した。くすぐったさにオリヴィアが身もだえていると、痕を残すかのように強く吸い上げられる。

「っ……ダメっ……」

　やがてナイトドレスの裾に手が入り込んできて、オリヴィアの豊かな双丘にルークの手が覆いかぶさってきた。何度も教え込まれた胸への愛撫──それを思い出させるかのように、屹立していた乳首をくりくりっと撫でられる。

「あっ……！」

　オリヴィアが声を上げると同時に、ルークがさらに体重をかけてきた。

　熱を帯びた素肌同士がぴったりと密着し、彼の高い体温とその奥にある劣情が伝わってくる。彼も興奮してくれているのだろうか。

「ルークっ、んっ……やあっ……」

「お綺麗です、とても……」

　二人で食べたマルフィムのような、甘くとろとろとした睦言。

　するとルークはオリヴィアの片方の胸を摑み、立ち上がっていたピンク色の突起を口に含んだ。ちゅ、ちゅばっとわざと音を立てるようにして、繊細なその部分を丹念に吸い上げる。

「やっ……！　そんな吸っちゃ……んっ……！」

　彼のこげ茶の髪に手を差し入れ、身をよじりながら胸元に掻き抱く。

　ルークが「ごくり」と息を呑む音が聞こえ、それはオリヴィアの雌の部分をきゅんと反応させた。

「やっぱりオリヴィア様は指より、口での愛撫がお好きなようですね」

「そんなこと、知らなっ、あっ……！」

　ちゅう、とひと際強く吸われた瞬間、オリヴィアの股間がきゅっと狭まった。

　ルークはいったん乳首から唇を離すと、しっとりと汗を帯びた胸の谷間に熱烈な口づけを落としていく。そして今まで触れられていなかったもう一方の乳房へ辿り着くと、そちらもまた同じように先端を咥えた。

「あっ、あっ……！　ルーク、あんっ……！」

「っ……ふうっ……」

　二人は無意識に下半身を擦りつけ合うが、ルークのズボンの生地に阻まれてしまい、求めている熱に触れられない。

　そのことにオリヴィアがじれったさを感じていると、彼はすぐに体を起こし、そのまま自身のベルトに手をかけた。いつもにはない慌ただしさで抜くと、ズボンと下着を同時に引き下ろす。

　現れた剛直とともに、ルークが小さくつぶやいた。

「オリヴィア様……」

　ぐしゃぐしゃになったズボンと下着が、ドサッと音を立ててベッドの下に落とされる。それを見たオリヴィアもまた、自らするりと下着を脱いだ。

　隔てるものが何も無くなり、二人はあらためて肌を重ね合わせる。

　むわりと熱を放つルークの体を抱きしめながら、オリヴィアが切なく囁いた。

「ルーク……お願い」

「……はい」

　どこか名残惜しそうにルークが体を起こし、ベッドの下側へと移動する。

　迎え入れるかのようにオリヴィアが両足を開くと、彼はゆっくりとその間に体を押し込んだ。熱い肉棒が一瞬太ももをかすめ、オリヴィアはこくりと息を呑む。

「出来るだけ優しくします。でも、無理だと思ったらすぐに言ってください」

「大丈夫よ。ほら、早く」

「……すみません」

　いったい誰に対する謝罪だったのか。

　ルークは覚悟を決めるように「ふうーっ」と息を吐き出すと、これから挿入するであろう割れ目に手を伸ばした。親指で外側のひだをめくり、もう一方の指先で内部の湿潤をくちゅくちゅっと確かめる。

　オリヴィアはまるで試験の結果のようにそれを待ち──やがて合格を得たのか、彼の手が折れ曲げた膝裏へと差し込まれた。両足を今以上に広げられ、さらに腰を浮かすかのように斜めに持ち上げられる。

「少しずつ入れていきます。どうか呼吸を楽にして──」

　ぐぐっとルークの下半身が迫ってきて、大陰唇に熱くて硬いものが触れた。

　柔らかく蕩けたオリヴィアの秘裂を巻き込むようにして、巨大な亀頭が押し入ってくる。指とは比べ物にならない大きさに、オリヴィアは一瞬息の仕方を忘れかけた。

（っ……苦しっ……！）

　懸命に息を吐き、しゃくりあげるかのように不規則に酸素を取り入れる。ルークはそれをつらそうな目で見つめていたが、なおも挿入を続けた。

　ぬち、ぬちちっと愛液に促されて少しずつ前進していき、やがてオリヴィアは行き止まりのような感覚を体の奥に感じ取る。

（もしかして、これが処女膜……？）

　ルークもまた察したのか、少しだけ力を加えてすぐに止まる。

　ここを突き破られれば、大なり小なりの痛みが生じることだろう。だがオリヴィアはひるむことなく、ルークの目をまっすぐに見つめた。

「私なら平気よ。……進めて」

「……はい」

　どうして痛くない方のあなたが、そんなに泣きそうなのよ。

　そんなことを考えながら、オリヴィアは緊張を逃すように細く息を吐き出す。やがてルークの手に力が入ったのが分かり、間近にあったシーツを強く摑んだ。

　硬い肉の壁を、ぎちちっ、彼の怒張が押し開く。

「──っ、あっ……!!」

　それは一瞬のことだった。

　体の内側が裂けるようなわずかな痛みのあと、どぅるん、としなやかな硬さを持ったそれが膣の奥へとすべり込んでくる。遅れてヒリヒリとした痛みが生じ、ようやく破瓜を終えたのだとオリヴィアは理解した。

「入っ……たのね……」

「……はい。本当に、なんと謝ればいいのか──」

「なんで謝るのよ。……私はこんなに、幸せなのに」

　つらそうに顔を歪める彼の両頬に手を伸ばすと、体を起こしてそっとキスをする。顔が離れた時、ルークは一筋の涙を零していた。

「すみません、僕……」

「だからどうしてあなたが泣くのよ。これが仕事でしょう？」

「でも、オリヴィア様の、大切な──」

　なおもぼろぼろと涙を零すルークを見上げ、オリヴィアはもう一度彼に口づける。

　真っ赤に充血した目で瞬く彼を前に、心から幸せそうに微笑んだ。

「ありがとう。私の処女を受け取ってくれて」

「オリヴィア様……」

「純潔を捧げられたのがあなたで、本当に良かった……」

　彼の首に手を回し、オリヴィアもまた喜びの涙を流すのだった。




　行為を終えたあと、ルークは丁寧にオリヴィアの体を清めてくれた。

　膣を洗浄し、新しいベッドシーツに取り換えたところで、恭しく頭を下げる。

「これで、子どもが出来る心配はないと思います。ただ念のため、明朝になりましたら僕が処方した薬を飲んでください」

「分かったわ」

「では……」

　視線も合わせぬまま立ち去ろうとしたルークに、オリヴィアが声をかける。

「どこに行くの？」

「役目を終えたので、自分の部屋に戻ろうかと……」

「ダメよ。今夜だけは恋人になったつもりで、と言ったでしょう？」

　ルークをベッド傍に呼びつけると、同衾するように目だけで合図する。彼は困惑したように眉根を寄せていたものの、やがて渋々と毛布をめくった。

「……狭くありませんか」

「平気よ。もっとこっちに来て」

「はい……」

　無邪気に抱きついてくるオリヴィアに求められるまま、ルークは体を近づける。

　両手をどこに置こうかとうろたえているのを察し、オリヴィアは自身の両腕を彼の体にぎゅっと回した。衣服越しに、優しい彼のにおいが押し寄せてくる。

「オ、オリヴィア様」

「恋人なんだから、このくらいは当然でしょう？」

「で、でも……」

「今夜だけはここにいて。私が、眠るまででいいから──」

　背中に回された腕に、ぎゅっと力が込められたのが分かったのか──ルークはゆっくり息を吐き出したかと思うと、おそるおそるオリヴィアの体を抱きしめ返した。

　広い胸板に包まれて、オリヴィアはこれ以上ない充足感に目を細める。

「おやすみ、ルーク……」

「……おやすみなさい」

　彼の大きな手が、優しくオリヴィアの後ろ髪を撫でる。

　眠りに落ちる前から、とても幸せな夢を見ているかのようだった。





　　◆






　オリヴィアが眠ってしまったことを確認し、ルートヴィクはようやく目を開けた。慎重に体を離すと、眠る彼女を見下ろすようにベッドに座り込む。

（僕は……最低だ……）

　もしもオリヴィアが、いまだ頑なな気持ちのまま処女を失おうとしているのであれば、何と言われても止めるつもりだった。

　だが彼女はとっくに分かっていた。

　そのうえで、はじめての相手に『ルーク』を望んだのだ。

　正式な婚約者である『ルートヴィク・ラーヴァーグルト』ではなく。

（やっぱりこんな仕事、受けなければ良かった……）

　どこかで真実を──自分が第二王子であると明かさなければならなかったのに、彼女の好意が『ルーク』に向けられるたび、それがどんどん怖くなった。

　自分が本当は「極悪非道の冷血王子」なのだと知られたら。

　最初からすべて知っていて、ずっと嘘をついていたのだとバレたら。

　オリヴィアはもう二度と──こんな笑顔を向けてくれなくなるのではないか。

「でも僕は、どうしても……あなたに嫌われたくない……」

　彼女の頬にかかる赤い髪を、そっと指先でどかす。

　そのまま枕に広がっていた一房を手に取ると、持ち上げて静かに口づけた。

「オリヴィア……」

　ルートヴィクの小さなつぶやきは、暗い天蓋の中だけで消えていった。





　　◆






　初夜教育が終わり、ついにルークが帰国することとなった。

　玄関先に止められた送迎用の馬車を見つつ、オリヴィアが口を開く。

「色々と世話になったわね」

「いえ、こちらこそご一緒出来て光栄でした」

　差し出された手を、ルークはしっかりと握り返す。

　複雑な面持ちでそれを受けたあと、オリヴィアは「ふふっ」と笑った。

「おおげさね。もう一生会えないわけでもないでしょう」

「そう……ですね」

「そもそも、あと二カ月もしないうちに、あなたの住んでいるラーヴァーグルトに行くんだから。街中で会っても無視しないでよね」

「しませんよ、そんなこと」

「あっ、そうだわ！　落ち着いたら、また王立医術院を見学に──」

　ぱあっと瞳を輝かせたオリヴィアだったが、すぐに表情を翳らせた。

「……なんてね。もちろん分かってるわよ。王族と結婚する以上、そう簡単に出歩くことを許してくれるわけはないって」

「オリヴィア様……」

「でも安心して。薬草学の勉強だけはこっそり続けるつもりよ。いつか……お互いの国が友好国になったら、きっともっと医術は発展するはず。そのために私は、私の出来ることをきちんとやらないとね」

「…………」

　柔らかく目を細めるオリヴィアを前に、ルークはぐっと唇を引き結んだ。

　彼女に手を伸ばしかけたものの──周囲に人目があると気にしたのか、抱き寄せることもなくその場で俯く。

　やがて顔を上げると、いつもの穏やかな笑みを浮かべた。

「オリヴィア様ならきっと、大丈夫だと思います」

「……ありがとう」

「それに多分──いえ、絶対にまた、お会いできる日が来るかと」

「ふふ、期待しているわ」

　気休めでも彼の言葉が嬉しくて、オリヴィアは口元をほころばせる。

　一方ルークはどこか深刻な表情で言葉を続けた。

「……実は僕、あなたにずっと、秘密にしていたことがあるんです」

「秘密？」

「はい。だから次に会った時、そのことを謝らせてもらえないでしょうか？」

（……？）

　まさかの告白に、オリヴィアは少しだけ驚いた。

　だが誠実な彼のことだ。

　きっと悪意があったわけではないのだろう、とすぐに了承する。

「分かったわ。じゃあなおのこと、絶対に私に会いに来ると約束しなさい」

「はい。……必ず会いに行きます。誰よりも、先に」

　今度はルークの方から握手を求められ、オリヴィアはその手を取る。

　彼と過ごした幾多の夜。

　オリヴィアの髪を、頬を、足を、胸を撫でてくれた愛おしい手。

　もう二度と触れられないであろうそれを、力を込めて握り返したのだった。





　　◆






　そして月日は流れ、ついにラーヴァーグルトに輿入れする日が訪れた。

　鏡台の前に座っていたオリヴィアは、侍女の合図でゆっくりと目を開ける。

「大変お綺麗でございますわ、オリヴィア様。これでしたらきっと、第二王子殿下も喜んでくださるかと──」

「……だといいわね」

　美しく結い上げられた赤い髪。首元で輝く赤い宝石のペンダント。

　身にまとうのは繊細なガラスビーズと金糸の刺繍で飾り付けられた、純白のウエディングドレスだ。

　首元から腕にかけて精緻なレースで覆われており、袖口にゆったりとした広がりを持たせた優雅なデザイン。スカートは後ろにボリュームがあるもので、腰のあたりには白薔薇のコサージュがリボンとともに飾られていた。

　上質な絹布を惜しげもなく使用した、王族にふさわしい格式の婚礼衣装である。

（……ルークが見たら、なんて言うかしらね？）

　ためらいもなく「可愛いです」と口にするか。はたまた真っ赤になって何も言えなくなるか。いずれにせよ彼のリアクションが容易に想像でき、オリヴィアはひとり微笑む。

　すると控えていた侍女たちが、嬉しそうにアクセサリーボックスをのぞいた。

「仕上げの髪飾りはどれになさいましょう？　オリヴィア様の御髪でしたら、銀、もしくは金の髪留めなどがよくお似合いかと……」

「だったら、これにしてくれる？」

　そう言うとオリヴィアは鏡台の引き出しを開け、中から一つの髪飾りを取り出した。受け取った侍女は「はい！」と答えたものの、すぐに怪訝な顔になる。

「あの、失礼ですがこちら、本物の金では……」

「知っているわ。着けるのが難しければ無理しなくていいけど」

「い、いえ……。でもよろしいんですか？　せっかくのお祝いの日にこんな……」

「これがいいのよ」

　その言葉を聞き、侍女は渋々と髪飾りをオリヴィアの後頭部に当てる。わずかな手ごたえのあと、ほんの少しだけ髪の重さが増えた。

　やがてノックの音がし、宰相・ジルベールが迎えに現れる。

「失礼いたします。おお、なんとお美しい……」

「ふふ、ありがと」

「国王陛下と王妃陛下がお待ちです。それでは参りましょうか」

　身の丈より長いトレーンを廊下に広げながら、両親が待つ王宮へと移動する。

　回廊を渡っている途中、その光景を見た使用人たちがうっとりと頬を染めているのが横目で分かった。気づけば医局の医術師たちも顔をのぞかせており、オリヴィアは「仕事はどうしたのよ」と声に出さないまでも笑ってしまう。

　やがて御前に到着し、オリヴィアは恭しく膝を折った。

「お父様、お母様。長い間、お世話になりました──」

　こうして別れの挨拶を終えたオリヴィアは、そのままエントランスへと歩み進んだ。

　玄関の軒先には婚礼用の白い箱馬車が用意されており、馭者席にはグレーの礼装を着た馭者と、白い鎧に身を包んだ護衛が待機している。

　やがてジルベールが進み出て、客車の扉を開けた。

「先方にはすでに連絡をしております。向こうの王宮に着きましたら、すぐに第二王子殿下との面会がありますかと」

「……分かったわ」

「我らアルヴァーテインの民一同──王女殿下の変わらぬ幸せと息災を、心よりお祈り申し上げております」

　後ろに付き従っていたみなが首を垂れ、オリヴィアは馬車に乗り込んだ。

　外側から施錠され、馬たちがゆっくりと前進し始める。オリヴィアの馬車を挟むようにして、他の護衛たちが乗った馬車も二台ついてきた。

　生まれてからずっと、長い時間を過ごしてきた思い出の邸宅がみるみる遠くなり、オリヴィアは静かに窓の外を見つめる。

（ついにこの日が来たのね……）

　第二王子、ルートヴィク・ラーヴァーグルトとの婚姻。

　オリヴィアは窓枠にこめかみを寄せ、ぼんやりと思考を巡らせる。

（もしかしたら、迎えに来てくれるかもしれないと期待していたのだけど……）

　同じような王族同士の婚姻で、馬車で一週間もかかる距離をわざわざ花婿が迎えに来た──という話を耳にしたことがあった。

　もちろん「極悪非道の冷血王子」がそんなロマンチックなことをするなど露ほども思っていなかったが──まさか国境付近まで出迎える気もないとは。

（まあ、分かっていたけどね……）

　新婚生活にすでに失望しつつ、オリヴィアは隣国への往路を急ぐ。

　王都を離れ、街や村を過ぎ、次第に深い森の中へ。

　出立が昼過ぎだったためか、いつの間にか日は落ち、周囲は随分と暗くなっていた。ガタンゴトンと規則的なリズムで進んでいく箱馬車とともに、やがて三台の馬車は二国の国境付近に近づいていく。

　だが間もなくラーヴァーグルトにさしかかる──その直前で、突如ガタン、と馬車が大きく揺れた。

　中にいたオリヴィアは体勢を崩しながら、馭者席に向かって叫ぶ。

「ちょっと、大丈夫──」

　直後、馬車の外でけたたましい音がした。

　誰かの怒声、木材が割れるような音に始まり、馬たちが激しくいななく声。そして護衛たちの喧騒と剣戟の音──。

（待って？　いったい何が──）

　状況が分からず、オリヴィアはとっさに扉に駆け寄ろうとした。

　しかしバキッという破砕音とともに、客車の扉が目の前で破壊される。乗り込んできたのは黒い鎧の男たちで、オリヴィアはすぐに彼らに捕らえられた。

（ただの夜盗じゃないわ！　まさか狙って──）

　逃げ出そうにも、体格差があり過ぎてとてもかなわない。

　それでも懸命に抵抗を続けるオリヴィアを見て、襲撃犯の一人が剣を取り出した。そのまま柄の部分で、彼女の首元を強く叩く。

「──っ……！」

　視界が大きく歪み、一気に意識が遠のく。

（ルーク……）

　暗闇に落ちていくオリヴィアの耳にカラン、という、安物の髪飾りが落ちる音だけが聞こえた。







第五章 本当のあなた








　オリヴィアが次に目覚めたとき、そこは見知らぬ廃屋の中だった。

　王宮からついてきた護衛たちの姿はひとつもなく、窓の外には漆黒の闇だけが広がっている。

　どうやらまだ、捕らえられてからあまり時間は経っていないようだ。

（……ここはどこかしら？　私をさらったのはいったい──）

　声を出せないよう口には布を噛まされ、手は後ろで縛られていた。

　まともに起き上がることも出来ないオリヴィアは土で薄汚れた床を這うようにして、何とかして今の状況を確認しようとする。

　すると奥にあった扉が突然、ぎいっと音を立てて開いた。現れたその姿を見て、オリヴィアは大きく目を見張る。

「これはこれはオリヴィア様、随分とみすぼらしくおなりで」

（ジルベール!?　どうしてここに……）

　そこにいたのはアルヴァーテインの宰相・ジルベールだった。

　彼はこちらを見下ろしながら、にやっと口元を歪める。

「どうしてここに、と思われましたか？　簡単なことです。この誘拐事件を計画したのがわたくしだからですよ」

「……！」

　コツ、コツ、とジルベールは足を進め、オリヴィアの前でしゃがみ込んだ。そのまま彼女の髪を摑むと、無理やりにぐいっと上向かせる。

「ずっと待ち望んでおりました。あなたの警備がもっとも薄くなる、この時を」

「……っ」

「困るのですよ。あなた方に手を組んでもらうとね」

（……？）

　なおも気丈に睨みつけるオリヴィアを前に、ジルベールは不遜に笑った。

　やがて乱暴に手を離したかと思うと、倒れ込んだオリヴィアの傍に小さな金属の欠片を放り投げる。オリヴィアが目を細めて確認すると、それにはラーヴァーグルトの国章が刻まれていた。

「これで、ここで起きた悲劇はすべて、ラーヴァーグルト王家の起こした叛意となりましょう。そしてそれを知ったあなたのお父上たちは怒り狂い、かの国を信じるべきではなかったと再び争いを始める──」

「……!!」

「そうして二国が分断された頃を狙って──我が帝国が支配するのです」

　その名前が出た瞬間、オリヴィアは瞬時に理解した。

（ジルベール……帝国の内通者だったのね……）

　東にある帝国が、西側諸国を統治下に置こうと狙っているのは周知の事実。

　だからこそ、二国で協力体制をとるための婚姻だというのに──。

（休戦からまだ間もないから、互いのことを完全に信用しきれているわけではない。そこでこんな──相手の王族を欺き、ましてや殺すような事件があれば、双方の関係は修復不可能になってしまう──）

　だからこそ、帝国はこのタイミングを狙っていたのだろう。

　オリヴィアを亡きものとし、その罪をラーヴァーグルトへ着せる。ラーヴァーグルトが無実を主張したところで、それを証言出来るものは誰もいない。

　理由を得たアルヴァーテインは休戦協定を一方的に破棄、復讐を旗印として隣国を完膚なきまでに叩き潰そうとする。

　だが──。

（その隙に帝国が、すべてを──）

　国中が戦禍に呑み込まれる様を想像し、オリヴィアは真っ青になった。

　やがてジルベールは立ち上がると、背後に控えていた黒い鎧の男に合図をする。男は腰に佩いていた剣を引き抜くと、横たわるオリヴィアに刃先を向けた。

　恐怖に震えるオリヴィアを眺めながら、ジルベールが酷薄に笑う。

「あなたの命は、永遠なる帝国を築くための礎となりましょう」

「……っ！」

「さようなら──『何も知らないわがまま姫』？」

　黒鎧の男がゆっくりと剣を持ち上げ、オリヴィアの首に狙いを定める。

　ああ私、ここで死ぬのね──とぼんやり自覚した途端、オリヴィアはルークとの最後の会話を思い出した。

（……ごめんなさい。もう一度会うと、約束していたのに──）

　サラサラとしたこげ茶の髪。怜悧な瞳。甘く穏やかな声。

　オリヴィアの髪を撫でる大きな手。両腕を回しても足りないくらいの広い胸板。肌に触れる吐息の熱さ。そのまま溶け合ってしまいそうな素肌の触れ合い──。

　そして何より、自分に向けてくれるあの優しい笑顔。

（ルーク……大好きよ……）

　彼と過ごした夜を思い出しながら、オリヴィアはそっと目を瞑る。

　せめていちばん幸せだった記憶とともに逝きたい──と願った、その瞬間。

「──な、なにごとだ!?」

（……？）

　どこかで突然、扉が打ち破られたかのような轟音が響いた。

　鎧の男はいったん手を止め、ジルベールの方を振り返る。当のジルベールもまた、何が起きたか分かっていないようだった。

（いったい、何が──）

　やがて隣室で激しい取っ組み合いの音がし、一人の男が飛び込んできた。

　彼は扉近くにいたジルベールを廊下に引きずり出すと、そのままオリヴィアの前にいた黒鎧の男に長剣で切りかかる。黒鎧の男はすぐさま自身の剣で受け止めたが、場所が悪かったのか即座に弾き飛ばされた。

　武器を失った黒鎧の男は、慌てて部屋の外に逃げようとしたものの、あとから駆けつけた男の仲間たちによってあっという間に捕らえられる。

　怒涛の出来事にオリヴィアがぽかんと瞬いていると、眼前に男がしゃがみ込んだ。

「無事ですか、オリヴィア様!!」

（どうして、ここに……）

　オリヴィアは最初、夢を見ているのかと思った。

　そこにいたのはルーク。

　ただしこげ茶の髪は綺麗にセットされ、着ているのも医術師の黒い制服ではなく、きっちりとした白の礼装。腰には剣を佩いているし、とてもオリヴィアが知る彼と同一人物には思えない。

　しかし声は間違いなく同じで、彼はオリヴィアをすぐに助け起こした。

「今、口の布を取りますね。縄も」

　手際よくオリヴィアのさるぐつわを外し、後ろ手に縛られていた縄を断ち切る。ようやく自由となったところで、あらためて怪我の具合を確認された。

「どこか痛むところは？　頭を打った覚えはありますか？　吐き気や視界の歪みは？　僕が来るまでに何かされていませんか」

「ちょっ、ちょっと待ってちょうだい！　あなた……ルークなの？」

　矢継ぎ早な質問に答えるより先に、オリヴィアは夢中で彼の両腕にすがりつく。

　それを見た彼は一瞬息を呑み──どこかぎこちなく、こくりと頷いた。

「……はい。そうです」

「どうしてここに？　その格好は何なの？　どうして剣を持っているのよ、医術師じゃなかったの？　それに──」

「質問にはあとで必ずお答えします。まずはここから脱出しましょう」

　目立った外傷がないことを確認し、ルークはオリヴィアを横向きに抱き上げる。そのまま部屋にいた部下たちに指示を出した。

「人質は無事保護した。ここにいた全員を拘束し、王宮まで連行するように」

「はっ！」

「オリヴィア様……恐ろしい思いをさせてしまい、申し訳ありません」

「ルーク……」

　正直、何が起きたのかいまだによく分かっていない。

　しかし死の危機から逃れることが出来た。

　そして、最後にもう一度だけ会いたいと願ったルークが目の前にいる──それだけでオリヴィアの心には、例えようのない安堵と喜びが溢れていくのだった。





　　◆






　ラーヴァーグルトの王宮に到着した時、すでに空は白んでいる状態だった。

　馬車から下りたオリヴィアを、ルークがすぐに案内する。

「とりあえず先に体を清めましょう。中に女性の医術師を待機させていますので、何か気になることがあればそちらに伝えてください」

「……分かったわ」

　言われるまま湯あみを済ませ、全身を隅々まで確認される。

　幸い、捕らえられた時についた首の打撲と擦過傷程度で、後遺症になりそうな怪我はないとの診断だった。

　ただ身に着けていた婚礼衣装は見事に汚れており、オリヴィアはこちらで用意されていたシンプルな白いドレスに着替える。そうして身支度を整えたところで、王宮の一角にある応接室に通された。

　クッションが二個並んだソファに座って待っていると、やがてルークが訪れる。

　衣装は先ほど同様、白の礼装のままだ。

「ジルベールを含む一団は、先ほど王宮の地下牢に勾留しました。あらためて……ご無事で本当に良かったです」

「……どういうことか、ちゃんと説明して」

「……はい」

　まっすぐに向けられたオリヴィアの視線を受け、ルークが唇を引き結ぶ。ソファのすぐ近くにまで歩み寄ると、絨毯に片膝をつくようにしてしゃがみ込んだ。

「僕の本当の名前は、ルートヴィク・ラーヴァーグルトと言います。ここラーヴァーグルトの第二王子であり、その……あなたの、婚約者です」

「…………」

「普段は王立医術院で医術師をしていて……ってもう、ご存じですよね……。あなたのところを訪れたきっかけは、アルヴァーテインから依頼があって……」

　しどろもどろになって言葉を探す彼を前に、オリヴィアが静かに尋ねる。

「知っていたの？」

「えっ？」

「私のこと。自分の婚約者だって」

「……出会ってすぐに分かりました。本来であれば、その時点で名乗り出るべきだったんです。でも──」

　オリヴィアがこの政略結婚に納得していないこと。

　自分のことを『極悪非道の冷血王子』だと思い込んでいること。

　そして何より、自分が辞退したら他の男に頼む──と言い出したため、正体を明かすタイミングを見失ってしまったことなどをぽつりぽつりと語る。

「最初は、どうにかしてあなたを説得しようと、それだけを考えていました。でも僕が思っていたよりもあなたは真面目で、そのうえ努力家で──」

　民のため、自分のすべてを犠牲にしようとしていた。

　自国の医術に不安を覚え、未来のために懸命に改善しようとしていた。

　なにより、時折見せる笑顔がなによりも愛おしくて──。

「……いつの間にか僕は、あなたのことが好きになっていました。だからこそ、本当のことを話して幻滅されるのが怖くて……。あと一日、あと一日だけと先送りにしているうちに、輿入れの日が決まってしまったんです」

「…………」

「でも僕は結局、最後まであなたに何も言えませんでした。本当に、本当に、最低な奴だと思います……」

　こちらを直視できないのか、ルークはずっと深く俯いていた。

　オリヴィアもまた、彼の告白に黙って耳を傾ける。

「今まで嘘をついていて、本当に申し訳ありませんでした。……もし、この婚約を破棄したいのであれば、その時は、僕が父と兄を説得します。アルヴァーテインの不利益になるようなことは絶対にさせないとお約束しますし、必要であれば僕から直接謝罪をしにいくことも──」

「……どうして、私がさらわれたのが分かったの？」

「えっ？」

　突然の質問に、ルークはようやく顔を上げた。

「私は第二王子が、王宮で待っていると説明を受けたわ。馬車が襲撃されたのも、まだ国境を越える前のこと。それなのにどうして、私が誘拐されたとあんなに早く気づけたのかと思って」

「それはその……迎えに行っていたんです。国境のすぐ近くまで」

「迎えに？」

「はい。元々は、アルヴァーテインまで行こうと準備していました。ただそちらの宰相閣下から僕宛てに『王女殿下は出迎えを希望しておられません。どうか王宮にて到着をお待ちいただきたい』という極秘の伝令をいただきまして……」

　顔を合わせたらいちばんに謝罪したい、と考えていたルートヴィクは、当然のようにオリヴィアのもとに向かう準備を進めていた。

　しかしジルベールは自らの計画を実行するため、国境付近の人出を避けたかった。そのため事前に手を回していたのだろう。

「それを聞いた当初は、『ああ、自分はそこまで嫌われているのか』と絶望しました……。でも、どうしても謝ることだけはしたかったので、失礼を承知で国境付近まで出向いていたんです。そうしたら近くで、馬車が襲われる音が聞こえてきて──」

　慌てて駆け付けると、婚礼用と思しき豪華な馬車が大破していた。中を確かめるが誰の姿もなく──代わりに見覚えのある髪飾りが落ちていたという。

「あなただ、とすぐに確信しました。そこから急いで周囲を捜索し、あの廃屋に辿り着いたんです」

「そう、だったのね……」

「すみません、全然格好いい理由じゃなくて……」

　再びしょんぼりと頭を下げてしまったルートヴィクを、オリヴィアは静かに見つめていた。だが彼の顎へと手を伸ばすと、そのままぐいっと上向かせる。

「本当にあなたが、第二王子のルートヴィクなのね？」

「は、はい……」

「その服は今日の婚礼のため？」

「そ、そうです。だいぶ汚れちゃいましたけど……」

「剣を扱えたのも王子様だったから？」

「……はい。王子教育として、一通り学ばせていただきました。医術師になってからはほとんど使っていなかったんですが……」

　オリヴィアからの質問に、ルートヴィクは緊張した面持ちで答えていた。

　やがてオリヴィアは手を離し「そこに立ちなさい」と彼に命じる。訓練された忠犬よろしく、ルートヴィクがすぐさま立ち上がった。

　それを見た彼女もまた、ソファからゆっくりと腰を上げる。

「……私のこと、ずっと騙してたのね」

「……はい」

「初めて会った時も、初夜教育の間も、医術院に見学に連れて行ってくれた日も、一緒に街を歩いたのも、全部、全部──」

「……そうです。本当に申し訳──」

　その瞬間、オリヴィアはソファに置かれていたクッションを手に取り、ルートヴィクの顔に向かって投げた。ぼふん、と軽い音がして彼が「うわあ!?」と声を上げる。

　それを聞いた途端、オリヴィアの本音が堰を切って溢れ出した。

「どうして早く言ってくれなかったのよ！」

「す、すみませんっ!!」

「分かっていたんなら、出会った直後に言いなさいよ！　私あなたに向かって、ご、『極悪非道の冷血王子』なんて言っちゃったじゃない!!」

「そ、それは僕も初耳で……。まあでも政略結婚の相手なんて、好きになれないのが普通だと思っていましたし……」

「相手によるわよ！　あああもう、いきなり泣いたところを見られているし、必死に迫ったことだって、別に誰でも構わずそんなことをしていると思われたくないし、あなたのことが好きなのに、正式な婚約者がいるから諦めないとと思って、私必死で──」

　赤面しながらオロオロするオリヴィアの様子を、ルートヴィクは投げられたクッション片手にぽかんと見つめていた。

　しかし首を傾げながら、気になる言葉を繰り返す。

「あの、オリヴィア様……聞き間違いだったら申し訳ないのですが、さっきその……僕のことが好きだとおっしゃいましたか……？」

「言ったわよ!!」

　もう一つのクッションを摑み、力の限りルートヴィクに投げつける。

　今度は直前でキャッチしたものの、そろそろと腕を下ろした時、彼の顔は驚くほど真っ赤になっていた。

「分かるでしょ、馬鹿っ！　好きでもないとあんなこと言わないわよ!!」

「そ、それは……。でも、オリヴィア様が好きなのは『ルーク』で、本当の僕を知ったらきっと嫌いになってしまうのではないかと──」

「本当のあなたなんて、もうとっくに知ってるのよ!!」

　ルートヴィクが持つクッションを奪い取り、ソファに投げ戻す。ようやく空いた彼の胸元めがけて、オリヴィアは勢いよく抱きついた。

「オリヴィア様!?」

「嫌いになんて、なるわけないじゃない……。あなたが、あなただけが、私を大切にして、理解しようとしてくれたのに……」

　自暴自棄になっていたオリヴィアを、必死に止めてくれた。

　何も知らないと馬鹿にすることなく、医術について説明してくれた。

　そんな相手を、どうしたら嫌いになれるというのか。

「ずっと酷いことを言って、本当にごめんなさい……」

「オリヴィア様……」

「助けに来てくれて、すごく嬉しかった。……ありがとう」

　彼の背中に回した腕に、オリヴィアはぎゅっと力を込める。

　ルートヴィクもまた、ガラス細工を慈しむかのようにオリヴィアを抱擁した。

「僕の方こそ……本当にすみませんでした」

「…………」

「あらためて、正式に申し込みます、オリヴィア様──どうか僕と、結婚していただけないでしょうか？」

　少し緊張したその声に、オリヴィアは彼の胸に顔をうずめたまましばし押し黙る。

　だがゆっくり頭を上げると、眦に涙を浮かべながら大きく頷いた。

「もちろんよ！」

　どちらともなく笑みが生まれ、再び体を引き合わせる。

　やがてルートヴィクが顔を傾け──二人は長い口づけを交わしたのだった。







終章 熱く蕩ける、二人だけの長い夜








　長い冬を終え、ラーヴァーグルトに暖かい春が訪れた。

　心地よい日差しのなか、医術院の長い回廊をオリヴィアがひた走っている。

　赤く長い髪は高い位置で一つに結ばれており、着ているのは医術師見習いを表すグレーの法衣。彼女はそのまま薬務室に飛び込むと、おさげ髪の薬師を呼び止めた。

「ミラ！　この前言っていた医術書、手に入ったわよ！」

「本当ですか!?」

　キラキラと目を輝かせるミラに歩み寄りながら、オリヴィアはすぐにページを開く。

「ほらこれ。分かりにくいと思って、一応翻訳したものもつけておいたけど」

「ありがとうございます！　アルヴァーテインの薬草学は本当に素晴らしいです」

「私もそう思うわ。ああ、それからこの前作った試薬の──」

　するとそこに医術師の一人が訪れ、オリヴィアを手招きする。

「リディアさん。明後日の臓切除術、第一助手でしたよね。これ資料です」

　初めてここを視察した日以降、すっかり定着してしまった偽名で呼ばれながらオリヴィアは「はい！」と明るく笑った。

「ありがとうございます！」

「それからルークが捜してました。何か用事があったのでは？」

　指摘され、オリヴィアは「ああっ」と目を見開く。

「いけない、もうすぐ出迎えの時間だわ。ミラ、話の続きはまた今度ね」

「はい。リディアさん、いってらっしゃい」

　手を振るミラを振り返りつつ、オリヴィアは再び回廊に飛び出す。医術院の玄関先へと向かうと、ルートヴィクがほっとしたように手を高く上げた。

「オリ──リディアさん、こっちです」

「ごめんなさい、間に合ったかしら」

「大丈夫です。でもまさかアルヴァーテインの師長自ら、ここまで見学に来てくださるとは思っていませんでした」

「本当ならもっと早くに来たかったんでしょうけど」

　ふふっと笑いながら、オリヴィアは遠くの街並みを眺める。

　やがて、王立医術院の視察に訪れた「アルヴァーテイン医術師団」の馬車列が見え始め──その光景を見たオリヴィアは、嬉しそうに目を細めるのだった。




　その夜。

　仕事を終えたオリヴィアは、自宅に戻るとさっそくシャワーを浴びた。

　見習い用の制服からシンプルなナイトドレスに着替えると、夫婦の寝室に入ってテーブルに水差しとグラスを置く。

　それから勢いよくベッドに倒れ込んだ。

「うう、案内し疲れたわ……」

　アルヴァーテインの医術師たちから次々と質問されたものの、ルートヴィクの助けを借りながらなんとか受け答え出来た。自分も初めて訪れた時はあんな感じだったのだろうか──とひとり苦笑する。

　しばらくして、こちらもシャワーを終えた夜着姿のルートヴィクが入ってきた。

「今日はお疲れさまでした、オリヴィア様」

「ちょっと。また『様』がついてるわよ」

「あっ、すみません！　アルヴァーテインの方に会ったせいか、つい以前の癖が」

「いまだに医術院内でも『オリヴィア様』って言いそうになるしね」

「どうしても慣れないんですよね……」

　オリヴィアが横たわるベッドの端に腰かけると、頬を掻きながらはにかむ。

　仰向けに寝転んだまま、オリヴィアは意地悪く微笑んだ。

「夫婦なんだから、様付けはおかしいわ」

「分かってるんですけどね……。というか、ややこしいから『リディア』の偽名の方を止めませんか？」

「だめよ。患者さんや周囲からびっくりした目で見られるんだから。『もしかしてあの、オリヴィア・アルヴァーテイン様ですか？』って」

「まあ、ある意味有名人ですからね……」

　オリヴィアの髪を撫でながら、ルートヴィクが少し疲れたように笑う。それを見て彼女もふと、ここに至るまでの長い変遷を思い出すのだった。




　オリヴィアの誘拐事件から約一カ月後。

　帝国のスパイであった宰相・ジルベールは重罪に処されることとなった。

　また、犯行を早急に発見・人質を救出出来たことが幸いし、アルヴァーテイン・ラーヴァーグルト両王家ともに関係が悪化する事態にはならなかった。

　その後オリヴィアとルートヴィクの二人は婚礼衣装を新調し、無事結婚を発表──双方の国民から、数多くの祝福の声が届くこととなった。

　翌二カ月後。

　両国は帝国の侵攻に備えるべく、休戦協定あらため恒久的な『平和条約』を結ぶことに合意。これにより、二国間で起こっていた戦争はすべて終結した。

　今後は友好国として互いの知識や技術の共有、輸出入の自由化、関税を撤廃するといった政策が次々と発表され、半年経った今では、国境のないまるで一つの国のような親密さを築き上げている。




　物思いにふけっていたオリヴィアに、ルートヴィクがしみじみと語りかけた。

「でも、本当に驚きました。まさか『医術師』になりたいと言い出すなんて」

「私だって、昔のままだったらそんな考え及びもしなかったわ。でもあなたに出会って、医術院のことを見て、自国の薬草学を学ぶうちに──この知識で、苦しんでいる人を一人でも助けたいと思ったのよ」

　元王女であるオリヴィアの立場であれば、当然、働くことなく悠々と暮らすことも出来ただろう。

　だが彼女は結婚してすぐ、『医術師』を目指したいとルートヴィクに打ち明けた。

　重傷者の救護や感染症への対応など危険を伴うこともあると、ルートヴィクは初めはやや難色を示していた。だがオリヴィアの強い熱意に押され、最終的には自ら家庭教師役を買って出てくれた。

　結果、オリヴィア本人の努力もあり見事、医術師仮試験に合格。

　現在は王立医術院で実務経験を積みながら、数年後の医術師本試験に向けて勉強しているところである。

「もちろん、そんなに簡単じゃないと分かっているけど──でも私、やってみたいの。相変わらず無知で馬鹿だけど、そんな私でも、誰かのために出来ることがあるって……胸を張って言えるようになりたいから」

「……僕からすれば、あなたはとっくに無知でも馬鹿でもありませんけどね」

「ありがとう、ルーク」

　本名が判明した今でも、愛称の方が心地いいからという理由で『ルーク』のままだ。

　ルートヴィクが微笑み、そっと上体を屈める。ベッドで寝ていたオリヴィアにちゅっと口づけると、二人は小さく笑い合った。

　やがてオリヴィアが白い両腕を伸ばし、彼の首へと巻きつける。

「そういえば、そろそろ解禁してもいいんじゃないかしら？」

「解禁？」

「ほら、結婚してすぐの時は毎日のようにしていたのに、医術師の勉強を始めてからはずっとご無沙汰だったもの」

「そ、それは、少しでも時間を確保しようと」

「もちろん、勉強は変わらず続けるわ。でも私、もっとあなたと一緒の時間を過ごしたいの。それともルークはアレ、嫌い？」

「き、嫌いじゃない、ですけど……。でもその、もし子どもが出来たら、あなたの将来に負担をかけてしまいそうな気がして……」

　不安そうに見下ろしてくるルートヴィクに、オリヴィアは得意げに微笑んだ。

「そうなったら、お母さんと医術師の両方を手に入れるわ」

「両方ですか？」

「ええ。あなたとの子どもは絶対に欲しいし、でも医術師にもなりたい。当然、楽な道ではないと分かっているわ。それでも私、頑張りたいの」

　王族だから。王女だから。自分には決められた道しかないのだと思っていた。

　でもオリヴィアはルートヴィクに出会えた。政略結婚の相手でありながら、本当に大好きな人と一緒になることが出来た。

　そこでようやく、人生は考え方次第で自由なのだと気づいたのだ。

「どちらか片方しか選べないんじゃなくて、家庭も仕事も、どちらも大切に出来る時代がきっと訪れる──私はそんな女性たちの道を切り開く、先駆けになりたいのよ」

「オリヴィア……」

「だって私、『わがまま姫』だもの。それとも、こんな私は嫌いかしら？」

　大きな瞳でじいっと見つめられ、ルートヴィクは再び苦笑する。もう一度彼女にゆっくりと口づけたあと、小さく首を左右に振った。

「いいえ。……大好きです」

「ルーク……」

「僕も一緒に戦います。あなたがいちばん、幸せでいられるように──」

　ちゅ、ちゅっとキスの回数が増え、二人の体が自然と重なり合う。

　ルートヴィクはオリヴィアのナイトドレスに手をかけると、胸元で留めていたリボンを慣れた様子でほどいた。前身頃が露わになったところで、真っ白な乳房に手を添える。

　大きな手で優しく揉みしだかれ、オリヴィアは久々の刺激に「あっ」と喘いだ。

「んっ、ルーク……」

　丸みを確かめるように表面をすりすりと撫でられ、やがてピクンと立ち上がった桃色の突起へ。

　一方を指の腹で優しく捏ねながら、もう一方の乳首にルートヴィクが吸い付く。

「たしか、口でされる方がお好きでしたよね」

「やっ……もう、やだっ……」

　れろ、と乳輪を舐められ、じらすように先端を甘噛みされた。硬くなった乳首の表面を尖った舌先がちろちろと往復したかと思うと、唇を巧みに使って強く吸い上げられる。

　微弱だが確かな快感に、オリヴィアはきゅっと太ももを引き寄せた。

「あっ、ルーク、そこっ……」

　彼の後頭部に手を回し、もっと、と積極的に胸を押しつける。

　そんなオリヴィアの求めに応じるように、ルートヴィクは手で愛でていた方に顔を移動させると、そちらもまた唾液を塗り付けるかのごとく口に含んだ。ちゅ、じゅうっという淫靡な水音と刺激に、オリヴィアの興奮が一気に高まる。

　だが同時に、彼がいまだ夜着を纏ったままなのが気になった。

「ねえ、服……」

「あっ、す、すみません」

「ふふ、いいわ。私が脱がせてあげる」

　慌てるルートヴィクに向かって、オリヴィアはそっと手を伸ばす。

　慣れた様子で襟元のボタンを外すと、彼の腕や脇腹にわざと触れるようにして、ゆっくりと上着を脱がせた。

　再び抱き合うと、湯上りの彼の肌がしっとりとオリヴィアに馴染む。

「私、あなたとこうしている時がすごく好きだわ」

「僕もです。このまま二人で、溶けてしまいたいくらい──」

　うっとりとした呟きのあと、ルートヴィクがキスをねだってきた。

　オリヴィアはすぐに口を開け、熱く蠢く彼の舌を深く受け止める。情熱的な口づけに全身が激情に駆られ、そのたび二人は角度を変え、息継ぎをし、貪るようにお互いの体をまさぐり合った。

　教育係時代は隠していたようだが、実は彼はかなりキスが好きらしい。

　そうして互いの気持ちが完全に昂ぶりきったところで、オリヴィアが訴えた。

「ルーク、そろそろ……」

「……はい」

　オリヴィアの体に唯一残っていた下着に手をかけ、慎重に両足から引き抜く。

　そのまま自分のズボンと下着をベッドの下に落とすと、ルートヴィクは彼女の太ももを抱えあげた。軽く持ち上げるようにして、互いの性器の位置を合わせていく。

「いきます……」

　十分に潤んだ蜜壺に、ルートヴィクの切っ先が押し当てられる。硬くて丸いそれはオリヴィアの割れ目を簡単にこじ開け、くち、くちちっと音を立てて押し進んだ。

　そこでオリヴィアは、彼と初めて繋がった時のことを思い出す。

（あの時は、それなりにつらかったけど……）

　処女を喪失した際、やはり多少の痛みはあった。

　だがルークと最後まで終えられたという喜びの方が勝り、そこに苦痛を感じた記憶がなかったのだ。

　その後結婚してから二度目、三度目と繰り返している間も、違和感を覚えることは少なからずあった。

　しかしいつからだろう──彼の大きさや形をナカが覚えてしまってからは、極上の快感をもたらすだけの行為に変わっていったのである。

「っ……ああっ……ルークっ……！」

　大きく張り出した雁首が、オリヴィアのナカを容赦なくせり上がる。

　内臓を押し上げられるような息苦しさもあるが、あますところなく彼に愛され、支配されているという絶対的な事実が、オリヴィアの全身を打ち震わせた。

　ぐっと締め付けると、竿の表面を走る血管すら分かるような気がして、オリヴィアは夢中になってルートヴィクの侵入を歓迎する。彼もまた搾り取られる肉感に強く感じ入っているのか、荒々しく息をしながら懸命に腰を突き進めた。

「オリヴィア……大丈夫ですか？」

「え、ええ……」

「それじゃあ、動きますね」

「……っ」

　ルートヴィクが薄く笑ったのを見上げながら、オリヴィアはこくりと息を呑む。

　あの最後の夜、彼は破瓜だけを終えてすぐに身を引いた。

　だからオリヴィアは知らなかったのだが──本来、夫婦の交わりというものは、男性器を膣に入れてからが本番なのだという。

　それを教えられたのは、結婚式の夜のことだった。

（でも知らなくて良かったわ。だって、それがこんなに気持ちの良いものだと知ってしまっていたらきっと私、ルーク以外の男性とは──）

　衝撃的だった初夜を思い出し、オリヴィアはひとり頬を赤らめる。

　そんなことを知ってか知らずか、ルートヴィクは「ふうーっ」と息を吐き出したあと、ことさらじっくり時間をかけてペニスを引き抜いた。ごり、ぞりりっ、と傘の部分が膣壁を逆撫でし、ゾクゾクッという甘い痺れがオリヴィアの背筋を駆け上がる。

「あっ……いいっ、ああっ……！」

「っ、僕も、気持ちいいです……。くっ……」

　亀頭が入り口付近まで戻ったところで、ルートヴィクは再び下半身を前に突き出した。

　硬く反り上がった肉棒がまたもオリヴィアの膣を一気に蹂躙し、先ほど以上の強い刺激を彼女にもたらす。

「んっ、奥ダメっ、ああっ……!!」

　あっ、やぁっ、とあられもない法悦の声を上げる彼女を支えたまま、ルートヴィクは鍛え上げられた肉体に任せ、その後も幾度となくピストンを繰り返した。

　やがてオリヴィアの股から愛液が溢れ始め、さらに律動の速度が上がっていく。

「ルークっ……もっと、あっ……！　んんっ！　あっ、やあっ……!!」

「オリヴィア……っ……」

　彼の背に両腕を回し、衝撃を逃すかのようにオリヴィアは懸命にすがり付く。

　ルートヴィクもまたそんな彼女を力いっぱい抱きしめると、ベッドを破壊しそうな勢いで激しく男根を突き動かした。

　ぐちゅっ、ずぽっ、ずぼっという結合部から生じる音すべてがいやらしく、オリヴィアはたまらず顔をそむける。すると額に汗を浮かべたルートヴィクが彼女の頬を両手で挟み込み、そのまま深く舌を入れてきた。

　両耳も彼の手で塞がれてしまい、オリヴィアの頭の中は咥内をなぶられている淫靡な水音と、立派な剛直に犯されている快感だけになってしまう。

　しっかりした胸板でベッドに押し潰され、何度も突き入れられ、そして──。

「──っ、んんんっ……！」

　ぶるるっ、と足先から全身に広がる悦楽の波に、オリヴィアは呑み込まれた。

　咥え込んでいる彼自身を強く締め上げると、ふくらはぎをぎゅうっと彼の腰に押し当てる。

　ルートヴィクもまた達したのか、びくっ、びくっと体を震わせたかと思うと、オリヴィアのナカに温かい液体を数回に分けて発射した。

「っ……ルーク……」

「オリヴィア……」

　とろんとした目で見上げてくる彼女に気づき、ルートヴィクが軽く口づける。

　それだけでオリヴィアは、このうえなく幸せな気持ちになるのだった。





　　◆






　お互いの身を清め、あらためて衣服を身に着ける。

　ぐったりとベッドに横たわるオリヴィアを残し、ルートヴィクはひとりベッドから立ち上がった。テーブルに向かうと、置かれていた水差しを手に取る。

「久しぶりだから疲れたでしょう。しばらく休んでいてください」

「うん……」

　まどろむように返事をし、オリヴィアはうとうとと毛布を引き寄せる。

　だがルートヴィクが水差しから移した液体をごくりと飲んだのを見て、慌てて飛び起きた。

「まっ、待って!?　それ飲んだの!?」

「えっ!?　は、はい。喉が渇いたので……」

　驚くルートヴィクのもとに、オリヴィアはすぐさま駆け寄る。空になったグラスを確認すると「はあーっ」と額を押さえた。

「これ……水じゃないのよ」

「へっ!?」

「ミラと一緒に開発した滋養強壮剤──いえ、性欲増強剤と言ったらいいのかしら。人体に害のあるものは入っていないから、当然飲んでも健康には問題ないんだけど……。まだ試薬の段階で──」

「ど、どうしてそんなものを、こんなところに置いておくんですか!?」

「完成の目途がついたから、あなたに確認してもらおうと思って準備しておいたのよ。貴族のご婦人方から『早く発売してほしい』って声が多くて」

「う、うわあああ……！」

　ルートヴィクは急いで喉に手をやるが、飲み下してしまったのかどうしようもない。

　するとしばらくして、彼の頬が明らかに紅潮し始めた。呼吸も荒くなり、目元は熱が出た時のように赤みがさしている。

「顔全体に発赤、心拍数の増加は想定通りね。少ししたらこれらの症状が落ち着いて、陰茎内部の海綿体に流れ込む血流が増加するはずなんだけど……」

「あまり冷静に観察しないでもらえませんかね……」

　オリヴィアの見込み通り、顔の赤みは平常まで引いたものの、ルートヴィクの男根は夜着の上からでも分かるほどはっきりと屹立し始めた。醜態を両手で覆い隠しながら、彼は気を紛らわせるようにふるふると首を振る。

「これ……抑える方法はないんですか？」

「薬の効果が切れるまで出してしまえば、沈静化すると思うけど」

「出すって……ああ、そういう……」

　意味を理解したルートヴィクは、ふらふらとした足取りで扉の方を振り返った。そのまま歩いて行こうとする姿を見て、オリヴィアが慌てて引き留める。

「ちょっと、どこに行くつもり!?」

「とりあえず、全部出してしまおうかなと……」

「で、でも」

「大丈夫です。多分一人でなんとか出来ます。……正直、あなたにこうして触れられているだけでも、ちょっとつらくて……。このまま同じ部屋にいたら、何をするか分からないから……」

「ルーク……」

　泣きそうな顔で俯くルートヴィクを前に、オリヴィアはぎゅっと唇を噛みしめる。

　やがて何かを決意したのか、彼の腕を強く摑みなおすと、近くにあった長椅子に彼を押し倒した。

「オ、オリヴィア!?」

「こうなったのは私のせいよ。ちゃんと……責任を取るわ」

「せ、責任って──うわあっ!?」

　ルートヴィクが問い直すより早く、オリヴィアは彼のズボンを両手でずり下ろす。

　勢い余って下着も脱がせてしまい、勃起した赤黒い性器がぶるんっと顔を出した。その凶悪なまでの大きさを再確認し、オリヴィアはこくりと息を呑む。

（っ……相変わらず、大きいわ……）

　お腹の奥がきゅんと鳴いたのを気取られぬよう、組み敷いた彼のボタンをてきぱきと外していく。広い胸板には赤く充血した二つの乳首──どうやら性欲増強剤はこんなところにも効果があったようだ。

「僕ならほんと、大丈夫ですから！　だから離れて──」

「いいから、私に任せておきなさい」

　まるでかつての関係に戻ったかのようで、オリヴィアは少しだけワクワクする。

　そうっと上体を屈めると、先ほどルートヴィクが自分にしてくれたように乳首に舌を這わせる。彼の体がびくりと揺れたのを確かめると、そのままちゅっ、ちゅうっと音を立てて吸い上げた。

「あっ……オリヴィアっ……」

　羞恥と快感に耐え忍ぶ彼の表情が愛おしく、オリヴィアは夢中になって彼の乳首を舌と指先で捏ねまわす。やがて唾液を手の甲で拭いながら上体を起こすと、そのまま自身の下着に手を添えた。

　ナイトドレスは着たまま下だけを露出し、彼の性器の上にのしっと跨る。

「前に、こちらの医学書で見つけたの」

「オ、オリヴィア……？」

「エッチの時っていろいろな体勢──体位だったかしら、があるんですってね」

「それは、その、あ、ありますけど……」

「これはたしか──そう、『騎乗位』だったと思うのだけど」

　腰を持ち上げ、自身の秘部を自らの手でゆっくりとこじ開ける。

　現れた柔肉の入り口を、天を衝くルートヴィクの亀頭に上から押し当てた。

「──っ、あっ!!」

「んっ……くっ……！」

　ぬちゅっ、ぬちゅちゅっ、とルートヴィクの一物が突き上がってくる。

　重力と、オリヴィア自身の体重もあってか、あっという間に奥までいっぱいに満たされ──オリヴィアは「ふううっ」と一気に息を吐き出した。

（すっ……ごい……っ！）

　薬の効果もあるのだろうが、ルートヴィクの男根はまさに凶器と化していた。

　ふつふつと滾る鉄の塊のようなそれを下の口で咥えたまま、オリヴィアは懸命に体を上下させる。ずぽっ、ずっぽと極悪なそれを抜き差しするたび、痺れるような陶酔感で頭がくらくらした。

（ダメ、これっ……腰が、止まらない……っ！）

　より良いところを刺激したくなり、彼をナカに収めたままぐりっと腰を回す。

　予期せぬ動きにルートヴィクが「うっ」と喘ぎ声を上げ、それがまたいっそうペニスの強度と太さを奮い立たせた。いったいどこまで大きくなるのだろう。

「あっ、ルークっ……ルークっ……！　もっと、あっ、やぁっ……!!」

「っ……！　ダメです、あっ……もうっ……」

　長い髪を振り乱しながら、オリヴィアはひたすらに下半身を彼に打ち付けた。

　両手はルートヴィクの腹筋に乗せたまま、白くて豊満な胸がぶるん、ぶるんと煽情的に彼の眼前で揺れる。

　その光景に耐え切れなくなったのか、ルートヴィクがついに上体を起こした。

「オリヴィアっ……」

「やっ!?　いや、ルーク、あっ……！　やあっ……!!」

　彼女の腰を両手で押さえ、どちゅ、どちゅっとついに自ら腰を突き上げる。

　オリヴィアの律動と彼が性急に求めてくる動きががっちりと噛み合い、これまで以上の深さに亀頭が到達した。とちゅ、とちゅっと子宮口を叩く甘い音を聞きながら、オリヴィアはいよいよ絶頂を迎える。

「ルーク、ルークっ、あっ、あああっ……!!」

「──っ!!」

　オリヴィアがオーガズムに達したのと、ルートヴィクが白濁を吐き出したのはほぼ同時だった。繋がったその場所から半透明の液体がどろどろっと流れ出て、彼の下腹部をしとどに濡らす。

　だがオリヴィアは、彼の怒張がまだ治まっていないことに気づいた。

（全然萎えてない……なんて効果なのかしら……）

　やや疲労感はあるがまだ頑張れる──とオリヴィアは体を起こそうとする。

　するとルートヴィクが背中に腕を回してきて、オリヴィアをそのまま抱え上げるような形で長椅子から立ち上がった。

　当然、二人の秘部は繋がったままだ。

「ルーク？　いったい何を──んっ！」

　オリヴィアを抱っこした体勢のまま、ルートヴィクは一歩足を踏み出す。

　ゆさっと体が揺れ、彼の剛直が反動をつけて深く突き刺さった。

「あっ、やぁっ……」

「すみません、オリヴィア……」

　オリヴィアの尻と腰としっかりと支えたまま、ルートヴィクはさらに移動する。

　そのたびにどちゅ、どちゅっと互いの性器がぶつかり合い、オリヴィアは振り落とされないよう、必死になって彼の首に腕を回した。

　しかし下からの不規則な突き上げに、つい声を上げてしまう。

「あっ、ルークっ……！　もっと、ゆっくりっ……あっ……！」

「っ……ふうっ……」

　ルートヴィクもまた噛みしめた奥歯の隙間から苦しそうに息を吐き出しており、それは今にもはち切れそうな怒張の具合からもよく分かった。どちらの体液とも分からぬ透明な滴りが、歩いたあとの絨毯をぱた、ぽたっと色濃く濡らす。

　あっ、あっ、とオリヴィアが悶えながらすがりついていると、ようやく目的の場所──先ほどまで二人がまぐわっていたベッドに到着した。

　ルートヴィクは抱えていたオリヴィアを慎重にシーツに下ろすと、そのまま彼女の上にぎしりと乗り上げる。おそるおそる瞼を持ち上げたオリヴィアを見下ろしながら、ひどく緊張したように口を開いた。

「本当にすみません……。でも、どうしても、止まらなくて……」

「ルーク……」

「初めてなんです、こんな……。あなたのすべてを知りたくて、確かめたくて、すみずみまで愛したくて……。自分がすごく怖い生き物になっているって分かるのに、体が全然言うことを聞かなくて……」

　話している間にも、ナカに入ったままの彼がぎちっと大きくなる。うっ、とつらそうに顔をしかめたあと、ルートヴィクは静かに首を振った。

「お願いしますオリヴィア。ダメだ、と言ってください。そうしたら僕は、どんな手を使ってでも、自分の欲望を押しとどめることが出来る……」

「………」

「このままじゃ僕は、あなたに酷いことを……」

　懸命に腰を引き抜こうとしている彼を見て、オリヴィアはゆっくり両手を持ち上げる。ルートヴィクの両頬に手を添えると、まるで女神のように美しく微笑んだ。

「──いいわよ」

「……えっ？」

「あなたになら、何をされても」

　まさかの返答に、ルートヴィクはぱちぱちと瞬いていた。

　そのままオリヴィアは彼の肩、そして上腕へと手をすべらせ、するするっと脇腹へ移動させる。ルートヴィクがぶるるっと身震いしたのを確認すると、彼の腰を捕らえるかのように自身の両足を絡ませた。

　ぐっと腰を浮かせ、互いの性器をくちゅっとこすりつける。

「めちゃくちゃにして？　……ルートヴィク」

「──っ!!」

　その言葉が終わるか終わらないかという時点で、ルートヴィクはオリヴィアのナイトドレスを荒々しく剥ぎ取った。

　零れ落ちた豊かな乳房に、夢中になってしゃぶりつく。

「ちょっと、あっ!?　やあっ、あっ！」

「っ……オリヴィア……オリヴィアっ……！」

　普段の丁寧な愛撫ではなく、彼の欲望をぶつけるかのような傲慢な手技と舌技。

　無遠慮に全体を舐め回し、軽く噛みつき、親指と人差し指で先端を強く押し出され、出てきた乳首を両方同時にくりくりと激しくしごかれる。

　あまりに強すぎるその刺激に、オリヴィアは白い喉を天に晒してのけぞった。

「ルーク、待って、強いっ……あっ、ダメっ、んんっ……！」

「ふーっ……んっ……」

　引き剥がそうと彼の頭を押さえるが、興奮で聞こえていないのか、ルートヴィクはまるで獣が餌を食べるかのように、オリヴィアの胸や肌を貪っていた。

　やがて口づけを要求されたかと思うと、繋がっていた下半身のピストン運動が始まる。

「んっ、あっ、ルークっ！　あっ、ああっ……！」

「オリヴィア……っ、くっ……あっ……」

　彼の舌がオリヴィアの歯列と咥内をねっとりと舐め回し、そちらに応えようとすると、秘部を荒らしてくる剛直にすべてを持っていかれそうになる。上と下の口を同時に激しく犯され、オリヴィアはいよいよ意識を飛ばしかけた。

　やがてどびゅるっ、と勢いよくルートヴィクが吐精する。

「──っ……！」

「うっ……!!　……はあっ……ああっ……」

　ルークが体を震わせ、小さくうめく。

　オリヴィアはそこで、これまでとは違う変化に気づいた。

（二回も出したはずなのに、全然減ってない……）

　もしやこれも薬の作用なのだろうか。

　ルートヴィクの精液は回を重ねて減少するどころか量が増加し、そのうえ濃度や粘度もぐっと上がっているようだった。

　どろっと膣を流れ落ちるその感触にオリヴィアが驚いていると、彼はふらつきながら上体を起こし、そのままぐぐっと自らの腰を引いた。まったく衰えていないペニスがぞりぞりっとオリヴィアのナカを抜け出て、つぽん、と外に排出される。

　下腹部を襲っていた圧倒的な質量が無くなり、オリヴィアは少しだけほっとした。

（良かった、ちょっとは落ち着いたのかしら──）

　だがその直後、ルートヴィクは彼女の片足を持ち上げると、ふくらはぎを自身の肩にかけるようにして高く持ち上げた。

　散々愛し尽くされた秘部がくぱあっと口を開ける形になってしまい、オリヴィアはたまらず上体を起こす。

「ル、ルーク!?　この体勢は──あああっ!?」

「っ、ふっ……！」

　オリヴィアの抗議を無視し、ルートヴィクはベッドに投げ出されていた彼女のもう一方の足を跨ぐと、下半身を突き出すようにして自身の性器を再度ねじ込んだ。

　互いの足と体が斜めに組み合わさる体位となり、オリヴィアはこれまで以上に深く、そして初めて体験する角度での挿入を余儀なくされる。

「あっ！　ダメっ、そこっ、やだっ、あっ!?　なんっ、なんでぇっ！」

「んっ……くっ……！」

　どちゅ、どちゅ、どちゅっと絶え間なく腰を叩きつけられ、オリヴィアはその衝撃にただ耐えることしか出来なかった。むき出しの乳房がゆさっ、ゆさっと柔らかく上下に揺れ、自身のいやらしい醜態をオリヴィアに強く意識させる。

　そのうえガチガチに膨れ上がったルートヴィクの陰茎の硬さはすさまじく、入る時も出る時もオリヴィアの極上の法悦を与え続けた。

「ルーク、もうダメっ、もっ……ああっ……！」

「──っ……!!」

　限界を迎えたオリヴィアは、ついにエクスタシーに包まれた。

　合わせてルートヴィクも体を震わせ、四度目の白濁をオリヴィアのナカに吐き出す。量が多すぎたのか、結合部からどろっと残滓が溢れ出したものの、彼はそれらを押し戻すかのようにぐっ、ぐっと下半身を突き動かしていた。

（そ、そろそろ……かしら……）

　予想より激しい行為の数々に、いよいよオリヴィアの体が悲鳴を上げ始める。

　だが膣内にある男茎は多少やわくなった程度で、奥の方にはまだしっかりと芯が残っているのが分かった。

　するとルートヴィクは性器を抜き、オリヴィアの体をうつぶせにした。はあ、はあと肩で荒々しく息をしながら、汗で貼り付いた自身の前髪を掻き上げる。

「すみません、足、きつかったですよね……」

「へ、平気よ……」

「今度は少し、楽な体勢だと思うので──」

「ちょ、ちょっと待って？　今度って」

　腰に彼の腕が巻きついてきて、オリヴィアは上体を起こして振り返ろうとする。

　だがルートヴィクはそのままオリヴィアの上にのしかかると、彼女の尻のあたりでもぞもぞと腰を動かし始めた。

「やっ!?　こらルーク、やめなさ──っ、ああんっ!!」

「っ……ふうっ……」

　ぺちぺちと彼の肩を叩いて止めようとしたものの、時すでに遅し。

　ルートヴィクはオリヴィアの尻の割れ目の奥にある蜜壺を見つけ出すと、反り立った男性器の先端を押し当てた。それ自体の硬さにまかせて、下半身の動きだけでオリヴィアのナカにずぬぬっと入り込む。

　寝たままの後背位──というところか。

「あんっ！　ちょっと、もうっ……！　あっ……!?　んんっ……！」

「んっ……オリヴィア……」

　後ろからで多少距離があるせいか、深いところを無遠慮に突かれる感じはない。

　だが膣の中ほどをゆっくりじらすように擦られる気持ちよさと、お尻の肉がたぷたぷと押し潰される感じが新鮮で、オリヴィアはつい背中をのけぞらせる。

　するとルートヴィクの手が脇の下をくぐり、そのままオリヴィアのおっぱいへとあてがわれた。

「やだっ、あっ……！　もう、ルークのエッチ……」

「ふふっ……可愛いです、オリヴィア……」

　下から持ち上げるように両方を摑まれ、長い指をやわやわと動かされる。

　さらに人差し指と中指で乳首を挟むと、ぶるんぶるんと左右に揺さぶられた。その間もルートヴィクの男根はナカに収められたままで、オリヴィアは快感をやり過ごすように無意識に奥歯を噛みしめる。

　すると彼の指が伸びてきて、そっと唇を撫でられた。

「ダメですよ。そんなに力を入れちゃ」

「っ……んっ……」

　耳元で甘く囁かれ、オリヴィアは涙目のままうっすらと口を開ける。

　そこにルートヴィクが覆いかぶさるようにして口づけしてきた。くちゅ、くちゅっとまたも咥内を舌で愛撫され、オリヴィアは酸欠と気持ちよさでぼーっとし始める。

（全身が……溶けてしまいそう……）

　ちゅっ、ちゅうっと互いの唇を貪っていると、やがてルートヴィクが片方の手をオリヴィアの下半身へと移動させた。繋がっている部分のすぐ近くに指を伸ばすと、むき出しになっていたクリトリスをちょんとつつく。

　突然の刺激に、オリヴィアはキスしたまま「んんっ」と目を見開いた。

「そういえば、ここもお好きでしたよね」

「ンっ……ふうっ……」

「懐かしいですね、初夜教育……」

　ルートヴィクは指を二本に増やし、揃えた指の腹でなおもコリコリと強く擦り上げる。

　膣壁を支配していた生殺しの快感から一転、電流が走ったかのような強い官能を与えられ、オリヴィアはびくびくっとあっけなく達した。

「──っ、ああっ……!!」

　それを見て満足したのか、ルートヴィクはようやく体を起こすと、まったく衰えていない自身の息子をずるるっと引き抜いた。胎内の感触でそれを知ったオリヴィアは、絶頂後の恍惚も収まらないまま、息も絶え絶えに枕に頬を付ける。

（もう……これで……）

　そんな期待もむなしく、ルートヴィクは再度オリヴィアの体を持ち上げた。ころんと仰向けに戻されたところで、オリヴィアはたまらず両肘をついて上体を起こす。

「ルーク、あの、そろそろ……」

「はい。あと少しだと思うので──」

「あ、あと少しって……」

　見れば彼の全身からは、熱とも欲とも分からぬ何かがムンムンと溢れ出していた。

　大きな胸板はしっとりと汗ばんでおり、体のどの部分を見ても男性らしく引き締まっている。股間にそびえ立つ陰茎はずっと変わらぬ硬度と角度を維持しており、充血した亀頭からは半透明の液体が筋を作ってトロトロと垂れ落ちていた。

（ま、まだ、収まってないってこと……？）

　そこでオリヴィアはようやく、今日は自分が捕食される側なのだと気づいた。思わずベッドから逃げ出しかけたところで、彼からがしっと足首を摑まれる。

「後ろからもいいですが、やっぱり、あなたの顔が見える方がいいですね」

「あ、あの、ルーク？　いったん休憩した方が──」

「いえ、大丈夫です」

　そう言うとルートヴィクは膝立ちになり、オリヴィアの両足を自身の両肩に担ぎ上げた。彼のすぐ目の前に秘部が晒される体勢となり、オリヴィアはじたばたと抵抗する。

　だがルートヴィクはオリヴィアの体を折りたたむようにして、そのままぎしっと自身の体で抑えつけた。

「オリヴィア──」

「ちょっ、ちょっと、やめて、んっ……あっ、あああっ……!!」

　膝を限界まで曲げさせられたうえ、ルートヴィクが前のめりにせり上がってくる。

　ほぼ真上から性器を突き入れられるような角度になり、オリヴィアは両手を伸ばして必死に彼の侵攻を阻止しようとした。

　しかしルートヴィクは、さらにぐぐぐっと体重をかけてきて──。

「あ、あっ！　あっ、んっ……!!　やだ、あっ、あああっー!!」

　ずぷぷん、と男根の根元まで一気に咥え込まされ、オリヴィアは絶叫する。

　一方ルートヴィクはさらに上体を倒し、れろ、と彼女の首筋に舌を這わせた。すぐにとちゅ、とちゅっと緩やかな律動を開始する。

　彼の愛情と性欲をあますところなく教え込まれるようなその動きに、オリヴィアの内側はすぐに蠕動し始めた。にちゅ、にちゅっとペニス全体を甘く吸い上げていく。

「はぁっ、あっ……！　やあっ、あっ、あんっ！　あっ……!!」

「ナカが絡みついてきて……すごく、気持ちいいです……」

　ルートヴィクはうっとりした声でオリヴィアに耳打ちすると、何度も腰を振り下ろして極上の蜜壺を堪能し続けた。膨れ上がった睾丸がそのたびにオリヴィアの臀部を叩き、ぱん、ぱん、ぱんっと肉感のある音を立てる。

「あっ、あっ、ああっ！　んっ、やあっ……!!」

「っ……オリヴィアっ……」

　いっこうにルートヴィクの律動は収まらず、陰茎はいつの間にか驚くような大きさにまで怒張していた。膣の上側にある気持ちの良い場所をいくどとなく擦り上げられ、薄く開いたオリヴィアの口の端からは、わずかによだれが零れかける。

（ダメ……これ以上したら、おかしくなっちゃう……！）

　もはやまともに体に力を入れることもかなわず、彼の肩ごしに見える自分の足先はぶらぶらと頼りなく揺れていた。

　いよいよ限界を感じ取り、オリヴィアはついに懇願する。

「ルーク、お願いっ……もう、あっ！　んんっ……！」

「……っ！」

　涙目で訴えるオリヴィアの色っぽさに、ルートヴィクの興奮は最高潮に達した。

　キングサイズのベッドが悲鳴を上げるのも構わず、ぎしっ、ぎしっと全体重をかけながらオリヴィアを喰らい尽くす。硬い亀頭が膣の奥にある一点をどちゅ、どちゅ、どちゅっと叩くたび、オリヴィアは最上級の官能に襲われていた。

「あっ！　あっ！　やだっ！　あっ！　んっ！　ルーク、ルークぅっ……！」

「オリヴィアっ、オリヴィアっ……!!」

　両手をベッドにつけ、ルートヴィクはオリヴィアのナカをすみずみまで蹂躙する。

　結合部を肉迫させ、ごり、ごりっと腰を回し押すようにして恥骨でクリトリスを押し潰したあと、オリヴィアの両頬に手を伸ばし、その唇に優しく口づけた。

「オリヴィア……」

「んっ……」

　ちゅ、という小さなリップ音のあと、ルートヴィクのペニスがぶるるっと震える。

　次の瞬間、どくっ、どくどくっ、どぷっという音を立てるかのように、濃厚で大量の精子たちがオリヴィアの胎の中に勢いよくぶちまけられた。

「──っ、あっ……！」

「っ……！　くっ……はあっ……」

　全身に広がる快感に、ルートヴィクはしばし感じ入っているようだった。

　最後に数回、とちゅ、どちゅっと腰を押しつけて残滓を吐き切ると、ことさらゆっくり性器を引き抜く。極太の竿部分にはとろとろとした半透明の液体が絡みついており、鈴口から精液の残りがとぴゅっと噴き出した。

　ひとまずの終わりを感じ取り、オリヴィアが「はあ」とベッドに倒れ込む。

「ルーク……」

「すみません、その、僕……」

　さすがに申し訳なく思ったのだろう。

　普段の様子に戻ったルートヴィクが、困惑した面持ちで俯いていた。

　それを見たオリヴィアは小さく笑い、そっと彼の頬に手を伸ばす。そのまま彼の唇にちゅっと短くキスをした。

「──！」

「すっごく気持ち良かったわ。毎日はちょっとごめんだけど」

「オリヴィア……」

　はにかみながら笑うオリヴィアを、ルートヴィクは泣きそうな目で見つめる。だがすぐに自分からも手を伸ばすと、触れるだけの口づけを返した。

「僕もその……すごく、良かったです」

「ルーク……」

「でもごめん、無理をさせて……」

　優しいルートヴィクの様子に、オリヴィアは「ふふっ」と微笑む。

　彼の首に腕を回すと、そのままもつれ合うようにして二人でベッドに寝転がった。

「大丈夫よ。今日は週末だし、明日の予定もないし」

「オリヴィア……」

「だからもう少し、いちゃいちゃしましょ？」

　毛布を被ったあと、ぎゅうっと彼の体に抱きつく。

　ルートヴィクは少しだけためらっていたようだったが、やがておずおずとオリヴィアの体を手繰り寄せた。そのままお互いの足を絡め、ルートヴィクの胸板に頬を寄せていたオリヴィアだったが──ふと、太もものあたりに熱いものが触れたと気づく。

（もしかして、これ……）

　確かめるように、ちょん、と膝で押してみる。

　案の定、それは再度勃起してしまったルートヴィクのペニスであり──オリヴィアが顔を上げると、彼は耳まで真っ赤にして明後日の方向を向いていた。

「ルーク、あなた……」

「すみません……。あの薬、効果が強すぎたみたいで……」

　オリヴィアはしばし絶句したものの、すぐに呆れたように苦笑する。

「もう、仕方ないわね」

「オリヴィア……？」

「いいわ。今夜は気が済むまで相手してあげる」

　女神のような申し出に、ルートヴィクは慌ててぶんぶんと首を振った。

「だ、ダメですよ！　さすがにこれ以上は……」

「あら、じゃあこのまま我慢出来るのね？」

「そ、それは……」

　思わず口ごもるルークを見つめながら、オリヴィアは自身のふくらはぎを彼の脇腹にすりっと擦りつけた。途端に彼の陰茎がびくびくっと持ち上がる。

「ほら、どうするの？」

「し、します……」

「良い子ね」

　よしよしとルートヴィクの髪をなでてやると、彼は心底情けないと言わんばかりに溜め息をついた。だが彼の息子はむくむくと硬くなっており、やがてオリヴィアの腰にそろそろと手が添えられる。

「じゃあ、もう少しだけ……お付き合い願えますか？」

「ええ。もちろん──よっ!?」

　その瞬間、彼の男根がオリヴィアの秘部にずっぷと突き刺さった。

（ぜ、全然、衰えてないじゃない……！）

　まるでこれが一回目かのような硬さにオリヴィアが目を白黒させていると、正面にいたルートヴィクが横向きで挿入したまま、かく、かくっと腰を前後させる。

「本当にすみません、多分、あと四、五回も出せば終わると思うんですが……」

（し、四、五回……!?）

　臆したオリヴィアは、性器が抜けたタイミングですぐさま彼に背を向ける。

　だが太ももを摑まれ、後ろ側にあるルートヴィクの体を跨ぐかのように大きく片足を開かされた。背面側位──というのだろうか。

　無理やりこじ開けられた秘裂に、臨戦態勢のペニスが深々と押し込まれる。

「やあっ！　あっ！　あっ、もう！　やあっ！　やぁんっ!!」

「っ……オリヴィア……っ」

　とにかくこの場から離れようと必死に身を捩るも、ルートヴィクはオリヴィアの上半身を背後から羽交い絞めにしたまま、ずんっ、ずんっ、ずんっと容赦なく下半身を打ち付けてくる。

　同時に脇の下から腕を差し込まれ、両胸もしっかりと揉みしだかれた。硬く熟した乳頭を何度も引っ張られ、そのたびに乳房がたぷん、たぷんと形を変える。

「もう、あっ、胸いや、あんっ！」

　するとその願いを聞き届けるかのように、一方の手が胸から離れた。

　オリヴィアがほっとするのもつかの間、その手が今度は顎に添えられる。そのまま無理やりに後ろを振り向かされたかと思うと、覆いかぶさるようにして上体を寄せてきたルートヴィクに口づけられた。

「んっ……んんっ……！」

「っ……ふっ……」

　ぐちゃぐちゃに咥内を犯され、オリヴィアの口の端から唾液が一筋零れ落ちる。

　やがてルートヴィクは、恍惚とした表情を隠すことなくつぶやいた。

「オリヴィア……愛しています」

「ルー……ク……」

　色気を孕んだ睦言ともに、再度濃厚なキスをねだられる。

　そうしているうちに、これまでに注がれた残りだろうか──体の奥から生温かい精液が流れ落ちてきた。どろっとした独特の感触を味わいながら、オリヴィアはぼんやりと彼の『最初の噂』を思い出す。

（極悪非道の、冷血王子……）

　ルートヴィクが優しいことは、オリヴィアがいちばんよく知っている。

　だが彼が持つ、凶器にも等しい男性器と無尽蔵に近い体力。そして人体の造りを知り尽くした彼だからこそ出来る体位や性技の数々に、オリヴィアはもはや白旗を上げることしか出来なかった。

（ちょっと、早まったかもしれないわ……）

　少しだけ後悔するも、もう彼が止まることはない。

　オリヴィアは観念したように目を瞑り、己の快楽に身を任せるのだった。




　そしてその夜──。




「あっ、ダメ、そこは、ルーク、ううん、ルートヴィク様ぁっ…！」

「やっ！　あっ！　ああっ！　そこ以上したら壊れちゃう、もういや、あっ！　それ以上するのはやっ、あっ、あああん!!」

「はぅ……あっ……そこイイっ、んっ……」

「ルートヴィク様、もう許してっ、あんっ！　私が悪かったです、やっ、やあんっ！」

「奥、いやあっ、あ、あ、あっ……!!　んぅっ、あんっ!!　あっ!!」

「ルートヴィクさまぁ……もっとぉ……」




　お互いのこれまでの力関係がひっくり返るほど──。

　オリヴィアはルートヴィクに、すみずみまでたっぷり愛されたのだった。





　　◆






　翌朝。

　いつもよりかなり遅い時間に、オリヴィアは目を覚ました。

　しばし頭が回らない状態だったが、やがて「はっ」と赤面する。

（私、ルークに一晩中……）

　いったいいつから気絶していたのだろうか。ちらっと隣を見るがすでにルートヴィクの姿はなく、オリヴィアはがっかりしながら体を起こす。

　すると近くのソファに座っていたルートヴィクがすぐに顔を上げた。

「おはようございます、オリヴィア」

「い、いたのね……」

「昨日はすみません、痛むところはありませんか？」

「すっごく疲れているけど、まあ……平気よ」

　見れば新品のナイトドレスを着せられており、お互いの体液や汗でべとべとだった体はすっきりと拭き清められていた。おそらくルートヴィクがしたのだろう。こういうところは教育係時代から変わらない。

「良かった。もう少ししたら、どこか食べに出ましょうか」

「ええ、いいわね」

　するとルートヴィクがどこかあらたまった様子で、ベッドに近づいてきた。オリヴィアがもぞもぞと座り込むと、その隣にそっと腰かける。

「それであの、このタイミングで出すと、お詫びみたいに思われそうなんですが──」

「……？」

　そう言うとルートヴィクは、一つの小さな箱を差し出した。

　オリヴィアが開けると、中には見事な金細工で出来た髪飾りが収められている。

「これって……」

「以前差し上げたものは、あの時壊れてしまったので……新しく作ってもらいました。完成まで時間がかかってしまい、申し訳ありません」

「ルーク……」

　そう言うと彼は髪飾りを手に取り、そっとオリヴィアの髪を撫でた。そのまま軽くまとめると、新しい髪飾りをそこに留める。

　窓から差し込む陽光を受けて、金色の飾りがキラキラと輝いた。

「ふふ、どうかしら」

「……とても良く、似合っています」

「ありがとう」

　予期せぬ贈り物に嬉しくなったオリヴィアは、彼の胸に勢いよく飛び込む。

　ルートヴィクもまた、そんな彼女を優しく抱きしめた。

「ルーク……愛してるわ」

「僕もです。……オリヴィア」

　二人はゆっくり視線を交わすと、くすっと小さく笑い合う。

　ルートヴィクがオリヴィアの顔を上向かせ──ちゅっ、と優しく口づけた。





　　◆






　翌週──。

「ミラ、悪いけどあの薬、もう少し調整が必要だと思うわ」

「えっ!?　な、何か悪い実験結果でも出ましたか!?」

「悪くはない……んだけど、ちょっと効き目が強すぎるみたい……」

「は、はあ……」

　なぜか真っ赤になっているオリヴィアを前に、ミラは首を傾げるのだった。





（了）









あとがき








　はじめましての方も二度目ましての方もこんにちは。ｎｏｒｉ．と申します。

　濃蜜ラブルージュさまからの二冊目の書き下ろしということで、今回もとても楽しく書かせていただきました！

　前回の没落令嬢も自分の癖をこれでもかとばかりに詰め込んだ作品でしたが、今回は気の強い女の子！　それに押され気味のイケメン！　押せ押せ！　というまたも違った癖をお見せする形となりました。癖ばかりですみません。

　その中でも、今回のヒロインであるオリヴィアは過去一面白いキャラになりました。強気で真面目で遠慮がなくて無邪気、という感じだったので書きながら「ルーク……頑張れよ……」と応援していた記憶があります。

　対するヒーローのルークも、自分にしては珍しい自然体な好青年となりました。

　特に冒頭のあくびしながら出勤するシーンや、出してくれと扉を叩くシーンなどは書いていてめちゃくちゃ可愛かったです。

　唯一困っていたことは、お互いの苗字（国名）が長すぎたことでしょうか。

　ルートヴィク・ラーヴァーグルトとオリヴィア・アルヴァーテインというのがとにかく覚えきれなくて、「誰だこんな国名を付けたのは！」と何度も憤っていました（自分なのですが）。

　でも最終的にはなんだかしっくりくるようになり、今では名前と含めてすごくいい感じだなあと思っています。途中で変えなくて本当に良かったです。

　ラストの官能シーンも、自作品の中ではいちばん長くて濃厚になっております！

　当初、ルークがなかなか激しいエッチをしてくれなくてどうしよう……と悩んでいましたが……。はたしてあのおとなしい彼をどうやってけしかけたのか。本文をお読みいただけば幸いです。




　終わりに。

　作品制作を助けてくださった担当のお二方、編集長さま。

　そして没落令嬢に続き、素晴らしい表紙を描いてくださった森もり原はら八よう鹿か先生。色気たっぷりの二人が本当に本当に最高でした。心から感謝申し上げます。

　そして何よりも、読んでくださった皆様方に。




　いつかまたどこかで、あなたとお会い出来ますように。

　もっとエロくて、笑ってもらえる作品が書けるようこれからも精進してまいります。






ｎｏｒｉ．
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